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そしてシャオの福音来たり
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　竹岡美穂
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赤奏　『あなたに贈おくる小さな黒歌』







　　　　１





　始まりは、いつだったのだろう。


　わたしと彼のふしぎな関係は、いつから始まったのだろう。


　初めてわたしたちが出会った日？


　彼がわたしのクラスに転入してきた日？


　それとも、あの日あの時、わたしが彼に贈り物プレゼントをあげた、その日から？


　手のかかる弟に思えることも、落ちこみがちな友人のように思えることもある。


　そして、普ふ通つうの学友のはずが──なんだか放ほうっておけない、とても大切な人に思えることもある。


　……あのね。わたし、今も時々考えるんだ。


　わたしとキミの関係って何なのかなって。


　知りたくて、でも少し、それが怖こわい気もする。知ってしまうことで、逆ぎやくに距きよ離りが空いてしまいそうになるのが怖いから。


　だから、もう少しだけこのままでいさせて。


　何も考えない、ただ素す直なおな気持ちのままで──


　こうして、キミの隣となりにいたいから。
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〝だいじょうぶ。わたしも一いつ緒しよにいてあげる。一緒に詠よんであげるよ〟


　どれだけ時間が経たとうとも──


　……僕ぼくは、あの時の言葉を忘わすれやしない。


　それはとても愛いとおしい、大切な過去きおくの一ひと欠片かけら。


〝ネイト。これ、キミにあげる〟


　誰だれもいない屋上で。緋ひ色いろの髪かみを微そよ風かぜになびかせ、彼女は歌うように言ってきた。


〝え……ぼ、僕にですか？〟


〝ここにはキミしかいないよ〟


　くすりと彼女が微笑ほほえむ。


　そうして彼女から手渡された物は、夜明けの空を想おもわせる、透すきとおった空色の外套ローブだった。
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　遠い、遥とおい頭上。見上げた天てん頂ちように浮うかぶ白はく亜あの雲海。彼方かなたからも見み渡わたせる巨きよ大だいな綿わた雲ぐもが、風に吹ふかれて千ち切ぎれゆく。


　とある学まなび舎やの、その校こう舎しやの屋上。


　普ふ段だん、学園の生徒たちの決して訪おとずれない場所。その場所に一人、白蒼よあけ色のローブを羽は織おった小こ柄がらな少年だけが、その場にぼんやりと立っていた。


　ただただじっと、自分の羽織る白蒼よあけ色の上着を見つめていた。


「……今日は風が強いや」


　吐と息いきをこぼし、少年がそのローブを抱だき寄よせる。


　まだ十二、三歳さい。深い夜色の髪と瞳ひとみをした、中ちゆう性せい的な顔だちの幼おさない少年だ。


「あれ、もう授じゆ業ぎよう始まっちゃうのかな」


　鋭するどい風鳴り音に混まじって響ひびく鐘かねの音に、少年は顔を上げた。昼の休きゆう憩けい時間が終わり、午後の講こう義ぎが始まることを報しらせる予よ鈴れいだ。


　それから間をおかず、駆かけ足で階段を上のぼる小こ気き味みよい音が響く。


　その靴くつ音おとは屋上の扉とびらで止まり──


「あー、やっと見つけた！」


　屋上の扉が開く音。それに続き、呆あきれたような、けれどどこか優やさしげな声が。


　その声に、今まで微び動どうだにしなかった少年が初めて動いた。


「……あれ、クルーエルさん？」


　少年が振ふり返った先に、緋色の長ちよう髪はつを風になびかせ佇たたずむ少女の姿すがたがあった。


　クルーエル・ソフィネット。


　まだ幼げな少年に対し、こちらは十六か七。小柄であどけない少年に比くらべ、すらりとした背せ丈たけと端たん整せいな顔だちが印象的だ。


「ネイト。キミ、こんなところにいたんだ」


　苦く笑しようを隠かくすように唇くちびるをほころばせ、少女が腕うでを組む。


「教室にいないし、どうしたのかなって捜さがしたんだから。早く行かないと午後の講義始まっちゃうよ」


「あ、ホントだ……もうこんな時間！」


　校舎の壁へき面めんに取りつけられた大時計を眺ながめ、その少年──ネイト・イェレミーアスは小さく悲鳴をもらした。羽織っていたローブを急いで脱ぬぎ、学園指定の白しろの制せい服ふくへ。


「キミ、もしかして昼休みずっとそれ着てたの？」


「はい」


　にこりと、はにかみながら頷うなずいた。


　白蒼よあけ色のローブ。ほんの一週間ほど前、他ほかでもない、目の前の彼女から贈おくられた物だ。


「夏いまの時期は普段なかなか着られないけど、屋上は風が涼すずしいですから。せっかくクルーエルさんからもらった物だし、なるべく着ていたいなって」


「……まあ、プレゼントした方としては、喜んでもらえて嬉うれしいんだけどね」


　恥はずかしげに、クルーエルが頰ほおをかく。


「でも、講義中は制服じゃないとだめよ」


「……やっぱりそうですよね」


　普段の講義中は学生服が義ぎ務むづけられている。小さく溜ため息いきをこぼし、ネイトは抱かかえていたローブを見つめた。


「ほら、行こうよ。もう午後の補ほ講こう始まるから。早く校庭行って場所探さないと」


　補講──暦こよみ上は既すでに夏期休きゆう暇か。しかしこの学園においては、最初の一週間は補講という名目で普段どおり講義が行われている。


「あれ、午後の講義っていつもの教室じゃ？」


「担たん当とうの先生が急用で来られなくなったの」


　振り返り、緋色の髪をクルーエルが指先ですっと梳くしけずる。


「だから今日は実習に変へん更こう。みんなそれぞれ、校庭に出て名めい詠えいの練習なんだって」
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「ミオ、確かここら辺に場所取ってるって言ってたんだけどな……あ、いたいた」


　クルーエルが指さすのは校庭の隅すみだった。背の高い木々が生おい茂しげる日ひ陰かげ、その下の芝しば生ふに、ぽつりと腰こしを下ろしている少女の姿すがた。


「お。やっと来た、ネイト君遅おそいー」


「ご、ごめんなさい」


　手を振る少女の下もとへと慌あわてて駆かけ寄よる。


「いい場所取れたね、ミオ」


「でしょー。午後は陽ひ射ざしが強いから日陰がいいなって、昼休み終わる前から死守してたんだから」


　けらけらと、屈くつ託たくのない顔で少女が笑う。


　ミオ・レンティア。自分と同じほどの背丈とそれに比例する童どう顔がん、あどけない口調が特とく徴ちようの少女だ。クルーエルと同じ十六歳さいなのだが、それよりだいぶ幼く見える。


「ごめんなさいミオさん、遅おくれちゃって」


「気にしない気にしない。どうせ昼休みもやることなかったからね。さて、名詠の練習さっさと済すませちゃおっか」


　鞄かばんから数本、透すき通った緑色の液えき体たいが入ったフラスコをミオが取りだした。


　トレミア・アカデミー。大陸の端はしに位置する、生徒数千五百人を数える専せん門もん校こうだ。この学園に通う生徒たちは皆みな、名詠式と呼よばれる技ぎ術じゆつを習得することを目指している。


　自分が望む物を心に描えがき、自分の下へと招まねき寄せる転送術。それが名詠式である。その術式の過か程ていで詠よびだす対象の名前を賛さん美びするという形をとることから、名を詠うたう──つまり名詠式という名がついたとされている。


　そして、名詠式の特徴の一つが『色分け』だ。


『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』。


　可か視し光線の基き礎そとなる七色の中から四色、そしてそれに白を加えた五色。通例、名詠式は五色の音色から成り立つとされている。


「その触媒カタリスト自分で作ったんですか？」


「えへへ、綺き麗れいでしょ。ミントとかライムの皮とか色々混ぜてみたの」


　フラスコの液体を地面に、そして両手に付着させていくミオ。


「えーっと、誰だれからやる？」


　こちらを見回すミオに、クルーエルが苦く笑しよう気味に肩かたをすくめてみせた。


「せっかく触媒カタリスト作ったんでしょ。ミオから先やっちゃっていいわよ」


「えへへ、じゃ、あたしからね」


　芝生に立ったまま目を閉とじるミオ。校庭に舞まう微そよ風かぜに、少女の白の制服がふわりと揺れる。その襟えり元もとに引かれた緑のライン。このラインが、名詠式における生徒の専せん攻こう色しよくを示しめす。


　赤い花、緑の葉など、人が目で捉とらえる『色』の正体は可視光線の波である。可視光線の波長で色を認にん識しき──ならば、同色の物ぶつ質しつ同士は同種の光の波長を有していることになる。名詠式は、この同波長の可視光線を共通項触媒として利用するのだ。


『Beorc緑』を専攻とするミオならば、今彼女が用意している緑溶よう液えきのように、何か緑の物を触媒カタリストとして緑の対象を詠びだすことになる。


「ミオ、こんな暑いのに張はりきってるね」


　額ひたいの小こ汗あせを拭ぬぐい、クルーエルが腕うでを組む。


　……ミオさん、何を詠ぶんだろ。


　芝生にそっと腰を下ろし、ネイトはじっとその様子を眺ながめた。
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「……あちゃー、失敗だよぉ」


　緑の液体に濡ぬれた手を拭ふいて、あっけらかんとした面おも持もちでミオが溜ため息いきをもらした。


「ミオ、何詠ぼうとしてたの」


　その一部始終を眺め、クルーエルは首をかしげた。彼女の名詠を見るに、どうも普ふ段だんと違ちがうような気がしたからだ。


「ただの野花だよ……詠ぼうとしたのは、それで作ったネックレスだけど」


　照れくさそうに笑う本人。


　──やっぱり、ミオにしては珍めずらしいわね。


　普段彼女が好んで詠びだすものはカメやカエルといった小動物だ。それと比ひ較かくした時、そこらに群ぐん生せいしている野花の名詠自体は決して難むずかしくはない。ただし普通の野花ならともかく、それをさらに加工した物となれば、その難なん易い度どは跳はね上がるとされている。


「どうしてネックレスなの」


「え？　いやぁ、別にぃ」


　そっぽを向いてはぐらかすミオ。


　……まったくもう。そういえば、案外この友人は秘ひ密みつ主しゆ義ぎ者しやなのだ。


「ん、ところでネイト君？」


　彼の制服の襟えり元もと。黒色の線をミオが見つめる。


「ラインほつれちゃってるよ」


　彼女がそれとなく指さす先。制服に縫ぬわれた黒のラインの端はしがとれかかっていた。


「あ、あれ？」


　初めて気づいたのか、驚きの声を上げる彼。


「ネイト、これ自分で縫ったの？」


　反はん射しや的にそう訊たずね、しかしクルーエルはすぐさま自分の発言を悔くやんだ。


　──そうだ、ネイトに両親はいないんだ。


　数週間前に学園トレミアへ転入してきたばかりの彼。元々は孤こ児じ院いんに預あずけられており、そんな彼を預かり育てた母親も、一年前に病やまいに倒たおれている。


　だから、ネイトは自分でこのラインを縫ったに決まってる。


「……僕こういうの苦手なんです。あんまりやったことなくて」


　袖そでのラインも縫い目が粗あらい。ほつれかかった糸に、無理やり縫い合わせたような跡あと──苦労したのが手に取るように伝わってくる。


「頑がん張ばったんですけど……でも難むずかしいです。そもそもお裁さい縫ほうなんて、ほとんど母さんから教えてもらってなかったし」


　沈しずんだ声こわ音ねと共にネイトがうつむく。その表情に微かすかに混まじる、寂さびしげな陰かげ。


　両親も兄きよう弟だいもいない。学園の宿しゆく舎しやに帰っても独ひとりぼっち。誰も彼の服を直してくれる人がいない。そのことを、彼のその表情が何より鮮せん明めいに伝えてくる。


　──しょうがないなぁ。


「ネイト、その制服ちょっと貸かして」


　小さく吐と息いきをこぼし、クルーエルはネイトに手を伸ばした。


「襟のラインのところ、わたしでよければ直してあげる」


「あれ、クルル裁縫得意だっけ？」


　ううん──ミオの呟つぶやきに、クルーエルはあっさりと首を横に振った。


「うまいわけじゃないけど、でもそれくらいならしてあげられるかなって」


「え、で、でも。ご迷めい惑わくじゃ」


　焦あせったように少年が手を振ってくる。


「すぐできるよ、今の講義時間中にこっそりやっちゃえばいいし」


「……ご、ごめんなさい」


「ううん、謝あやまらなくていいってば。裁縫道具借りてくるからちょっと待ってて」


　口早に告げ、クルーエルは校舎の方向へとつま先を向けた。
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「ネイト君、なんか元気ないね」


　ネイトがぽつんと芝しば生ふを眺ながめていると、隣となりに腰こしを下ろしたミオがじっと横顔を覗のぞきこんできた。


「……なんか僕、いつもクルーエルさんに迷惑かけてばっかりです」


　転入してきた初日からずっと、自分で申し訳わけなく思えるくらい、彼女は隣にいて自分を気き遣づかってくれていた。


　名詠の練習に付き合ってもらったり、転入してすぐ、学校の案内をしてくれたのもクルーエル。白蒼よあけ色のローブをもらったのもそうだ。


「んー、まあクルル面めん倒どう見みがいいからね」


　腕うで組ぐみし、にこやかな表ひよう情じようでミオが微笑ほほえむ。
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「ネイト君もまだ転入したてだしね、クルルも放ほうっておけないんだよ。ありがとうって言ってあげれば、クルルはそれで十分だと思うな」


「……はい」


　彼女は恩おんに着せるような人じゃない。それは自分でもよく分かってる。だけど、だからこそ僕だって彼女のために何かしてあげたい。ずっとそんな気持ちが頭から離はなれない。


「──そういえばミオさん、珍めずらしいですね」


「うん？」


「ほら、名詠の練習する時は、いつもカメとかカエルとかの練習が多いのに。今日は野花のネックレスだなんて」


　ああ、あれかぁ。そう呟き、ミオがどこか楽しげに頭上を見上げる。


「ほら、プレゼント用に目の前で詠べばクルルもびっくりするかなって思ったの。『誕たん生じよう日びおめでとう』ってね」


「……誕生日？　誰のですか？」


　すると。ぽかんとした表情でミオは目を丸くした。


「あれ。ネイト君、クルルの誕生日もうすぐだって知らなかった？」


　──クルーエルさんの、誕生日？
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「無理言ってごめんね。じゃ、ちょっとだけ借りていくから」


　受け取った裁縫箱を携たずさえ、クルーエルは手芸部の友人に手を振ふった。


「はいはい、ゆっくりでいいよ。ところでさ、ほつれた制せい服ふくのライン直すの？　見た感じ平気そうだけど？」


「わたしのじゃないわよ。ネイトの制服」


「あー、彼かぁ。裁縫を代わりにやってあげるなんて、お姉さん役も大変ね」


　にやにやと楽しそうな笑え顔がおの友人。


　まったく、何を言いだすかと思えば。


「……ちがうよ」


　口早に答こたえ、クルーエルはそっぽを向くように背せを向けた。


「んじゃ彼氏と彼女？　あらクルーエル、転入間もない子を早くも気に入っちゃった？」


「だから、そんなんじゃないって」


　呆あきれ半分に手を振り、部屋を後にする。そのまま足早に校庭へ戻もどろうとして──


　ふと。自分でも意い識しきせぬままに足が止まっていた。右手に、裁縫箱を抱かかえたままで。


　……わたし、何をムキになってるんだろう。


　空っぽの左手が、ふるえていた。彼氏と彼女？


　制服の、ほつれたラインを直してあげる。ただそれだけじゃないか。ただそれだけの行こう為いで……わたしたち、恋こい人びととかそういうのに見えるのかな？


　今までずっと一いつ緒しよにいて、わたしはそんなことを意識したことがない。意識したことはないけれど──


　……なんだろう、変な感じ。


　胸むねが熱いわけでも苦しいわけでもない。だがそれでも、ただただ無意識の内に、クルーエルは自分の胸に手をあてていた。


「わたし……」


　──わたしはただ、応おう援えんしてあげたくて。


　恋人とか姉きよう弟だいとか、そんな立りつ派ぱな関係じゃない。自分が彼と出会ったのは、まだたった数週間前の話に過すぎない。


　過ぎないけれど、でも……それでも一緒にいてあげたい。彼が、今までずっと独ひとりぼっちだったことを知ってしまったから。


『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』。


　五色の音色から成り立つとされる名めい詠えい式しき。それ以外の名詠色の確かく立りつは不ふ可か能のうとされている。この学園にいる生徒は、必ずこの五色のうちのどれかを専せん攻こう色しよくとしているはずだ。


　無意識的に、クルーエルは襟えり元もとの自分のラインに触ふれていた。『Keinez赤』の専攻を示しめす赤色のライン。自分と同じ襟色の子は、きっと数百人単位でいるだろう。……そう、本当にたくさんいる。


　けれど、たった一人、この学校で仲間外れの生徒がいた。それが他ならぬ、まだ転入したてのネイトだった。


　専攻色を示す彼の襟のラインは、黒。なぜなら彼が母親から教わった名詠は既き存そんの五色のどれでもない、母親が遺のこした規定外オリジナルの名詠式だったから。


　──『Ezel夜色名詠』。


　その名のとおり、黒色の対象だけを限げん定てい的に詠うたい招まねく式。母親が他界した今、誰だれもそんな無名の名詠式なんて知りっこない。


　だけど、だからこそ。母親の残した名詠式を完成させるため、ネイトはたった独ひとりでこの学校に転入してきて、そして頑がん張ばってる。


「……それを聞いた時ね、わたし、素す直なおにすごいと思ったんだよ」


　誰もいない廊ろう下か。


　水みな面もに波は紋もんが広がるように、自分の声が静かに通路を伝っていった。


「ずっとずっと頑張ってて、みんなが呆あきれるくらい前を向いてる。尊そん敬けいなんて言葉を使えば、きっとキミは顔を真っ赤にして恥はずかしがるんだろうけどさ」


　廊下の壁かべに寄りかかり口元に手をあてる。思わず微び笑しようの吐と息いきがこぼれてしまったから。


「けどね、それは噓うそじゃないよ」


　名詠の学校に入学して半年、クルーエルは宙ちゆうぶらりんのような半はん端ぱな気持ちが続いていた。将しよう来らい何がしたいかも決まらぬまま、成せい績せきが良かった分野の高等部ハイスクールへ通うことを選んだ。それがたまたま、名詠式だったのだ。


　クラスメイトが名詠の勉強に勤いそしむ中、自分の進む道は本当にこれでいいのか、もっと別の道があったんじゃないのか。そう思いながらも、結局何もできずにいた。


　けれど、あの日──


〝クルーエルさんの名詠、とっても素す敵てきだったと思います〟


　そんなわたしを、不器用ながら、それでも心から素直に励はげましてくれたのが、あの夜色の少年だった。


　あの一言でどれだけ楽になれただろう。


「……うん、噓じゃない。わたし本当に、キミに感かん謝しやしてるんだよ」


　今はただ、あの子の姿すがたを見ていたい。それをそばで応援していたい。一緒にいて、わたしにできることはしてあげたい。異い性せいだからとかじゃない。一いち途ずに頑張っている彼の姿が、純じゆん粋すいに素敵だと思うから。


　──でもそれは、何という名前の間あいだ柄がら？


「それが、まだ分からないんだ」


　少なくとも今はまだ、分からない。それでもなお……ううん、だからこそ。


　キミの隣となりに、いてあげたいよ。
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「……そうだったんですか」


　芝しば生ふに腰こしを下ろしたままネイトは小さくうつむいた。まさか、もうすぐクルーエルさんの誕たん生じよう日びだったなんて。


「僕ぼく、全然知らなかったです」


「クルル、自分からはそういうの絶ぜつ対たい言わない子だからね。あたしだってしつこく聞いて、ようやく最近教えてもらったの」


　芝生に生えた名も知らぬ花をなでながら、ミオはにこりとこちらを見つめてきた。


「せっかくだからお祝いわいしてあげたいじゃない。夏休みの間に誕生日っていう子は他ほかにもいるし、クラスの子の誕生日会をまとめてさ、学校のカフェ借りきって騒さわいじゃう予定も進行中なの」


　お祝い。その単語に、ふと今日の彼女が名詠しようとしていた物を思いだした。


「そっか……だからミオさん、野花のネックレスを練習してたんですね」


「うん。でもやっぱり難むずかしくてさ。野花のネックレスは来年にとっておいて、今年は普ふ通つうに何か買ってこようかな。ネイト君、今度一緒に買いに行く？」


　はい。反はん射しや的に頷うなずこうとして──だが、喉のど元もとまで出かかった言葉を押おし戻した。


「……えっと」


　しばし黙もつ考こうし、ややあって、ネイトはミオから視し線せんを逸そらした。


「あの……少し、考えさせてください」


　その視線の先、小走りで戻ってくるクルーエルの姿すがたがあった。
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　二日後──


「ねえねえ、ネイト君。クルルと一緒に買い物行くんだけど、一緒に来ない？」


　ネイトが講こう義ぎが終わり帰り支じ度たくをしていると、ミオに肩かたを叩たたかれた。


「買い物って、今からですか」


「ほら、クルルの誕生日プレゼント買いに行くの。だからネイト君も一緒にどう？」


　背はい後ごの当人に気づかれぬよう、ミオが小声でささやいてくる。


「あ、ええと……」


　慌あわてて、ネイトは鞄かばんを持つ手を背後に隠かくした。


「ネイト？　どうしたの」


　真正面からこちらを見つめてくるクルーエルをじっと見上げる。


「あ、あの。僕、ちょっと用事がありまして……帰らなくちゃいけなくて」


「──あのさ、ネイト？」


　すっと、緋ひ色いろの髪かみをした少女がこちらの顔を覗のぞきこんできた。


「そういえば昨日も一昨日おとといも早く帰ってたけど、何かあるの？　困こまったことがあるなら相談にのるよ？」


「い、いえっ。その……ごめんなさいっ！」


　そう告げ、彼女からの返事も待たず、ネイトは教室を飛びだした。


「……ネイト？」


　驚おどろいたような声を上げるクルーエルから逃にげるように、廊ろう下かを駆かけ抜ぬけた。





　トレミア・アカデミー敷しき地ち内、ショッピングエリア。


　クルーエルがミオに連れられて入ったのは服ふく飾しよく品ひん店だった。名詠の触媒カタリストとして効こう果かの高い宝ほう石せきから、純じゆん粋すいな装飾用品までが取り揃そろえてある。


「あ、このブローチかわいい！　しかも値段もお手て頃ごろだし」


　ショーケースに手をつきミオがじっと見つめるのは、涙なみだの結晶しずくを模もした形のアクセサリだった。優しい曲線と楕だ円えんを組み合わせた柔やわらかなデザインが見た目に心ここ地ちよい。


「あ、ほんとに素す敵てきね」


「でしょでしょ。クルルは、これの青と緑どっちが好き？」


「買うのはミオだから、ミオの好きな色でいいと思うけど」


　が、勢いきおいよくミオは首を横に振って。


「えー、だめ。クルルの好きな色言ってよ！」


　わたしの好きな色って言われてもなぁ。


「わたしだったら……このピンクかな。温かい感じがしていいなって」


「ほうほう。よし、これにしよう！　すいませーん、このピンクのブローチください！」


「ちょ、ちょっとミオ！　本当にいいの？」


「えへへ、いいのいいの」


　……まったくもう。ミオが買う分なのにわたしが決めちゃって本当にいいのかな。


　けれど、クルーエルはそれ以上はミオを追つい及きゆうできなかった。一つだけ、気になって頭から離はなれないことがあったから。


　──ネイト、どうしたんだろう。


　ここ数日、なにか隠し事でもあるかのように放課後すぐどこかへ行ってしまう。


　困ったことがあるなら相談してくれればいいのに……キミ、いったいどうしたの。
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　トレミア・アカデミー。男子宿しゆく舎しや寮りよう──


　ぽつりと浮うかんだ回想に、ネイトはふと顔を持ち上げた。


〝ネイト、どうしたのいきなり〟


　今ではとうに聞き馴な染じんだ声。


　……そういえばクルーエルさん、あの時は珍めずらしく、ふしぎそうな声だったっけ。


〝ええと、ちょっと探さがし物です。あれ、どこだっけあの本〟


　うずたかく積まれた荷物を片かたっ端ぱしから移い動どうさせる手を休めぬまま、あの時の自分は半ば反はん射しや的にそう答えた。数週間前の会話のはずなのに、もう何年も経けい過かした昔のことのように思えてしまう。


　この学園に転入した数日後のことだ。クルーエルは、自分の引っ越しの荷物を一いつ緒しよに片づけてくれた。


〝あの本？〟


〝……母さんが遺のこしてくれた本です〟


　紐ひもで結ゆわえられた荷物を片っ端からほどいていく。一年前、病びよう床しようの母が自分のために書き残しておいてくれた、ほぼ唯ゆい一いつの遺い産さん──それをどこにしまったか覚えていないことに、あの時は目の前が真っ暗になった。


「……あの時は、本当に焦あせったんだよね」


　荷物の山の最さい奥おう、その最上部に積まれていた箱のふたを開ける。黄土色の保ほ護ご紙しに包まれたその中に、表紙すら崩くずれかけた冬空色の薄うすいノート。


　それを見つけたのが、ほんの二日前だった。引っ越しの片づけをしていた時は見つからなかった。なのに、なぜ今になってこうもあっさり見つかったのか。


　改めて問われれば、それはきっと言葉にするのもおかしいくらい単たん純じゆんな理由。


〝誕たん生じよう日びって、誰のですか？〟


〝あれ、クルルの誕生日もうすぐだって知らなかった？〟


　──本当に大切な物は、大切な時にならないと見つからないんだね。


　あれから、もう二日。


「……ねえ母さん。母さんが僕の誕生日をお祝いしてくれたこと、母さんは覚えてる？」


　一年前、病やまいに倒たおれた母。今はもう独ひとりだけの部屋で、けれどそれでも、ネイトはそっと言葉を続けた。


　夢ゆめのように豪ごう華かな贈おくり物も、テーブルを埋うめつくす贅ぜい沢たくな食事もない誕生日。けれど、母から受け取った物は今なお決して霞かすむことのない、とても可か憐れんで素す敵てきな物だった。


　あの時、母がくれた贈り物は──


「母さんがあれを見せてくれた時、本当にすごいと思ったんだ」


　ベッドの脇わきの小さな小さな本ほん棚だなに手を伸のばす。そこに置かれた本はわずか一冊さつ。


「だから……」


　一枚まいずつ丁てい寧ねいにページをめくる。全体の半ばまでページを越こえたところで、ページをめくる手をふと止めた。本に挟はさまれた、小さな栞しおりがひらりと落ちる。


　家の前に咲さいていた花を摘つみ取って母が作った手て製せいの栞。


　……ずっとずっと。トレミア・アカデミーに転入してから、僕はクルーエルさんに迷めい惑わくをかけっぱなしだった。名めい詠えいの練習で失敗して、だけどそれでも、彼女は笑って声をかけてくれた。土と地ち勘かんもなく友人もいない学校に来て、でも寂さびしくなかった。


　──一いつ緒しよにいてくれる人がいたから。


「だから、僕もクルーエルさんに同じ物を贈りたいんだ」


　いまだ記き憶おくに新しい、競演会コンクール。


　学校の生徒たちが自分の名詠を披ひ露ろうする、楽しい発表会のはずだった。けれどあの夜に、それが一いつ瞬しゆんにして悪あく夢むのような惨さん劇げきへと変わり果てた。全すべてが炎ほのおに包まれた学園。泣き叫さけぶ人、逃にげまどう人、傷きずついた人。


　でも、その中でただ一人。自分のそばにいて、自分を励はげまし続けてくれた人がいた。


「だから、今度は僕が頑がん張ばらないと」


　──クルーエルさんに、少しでも喜んでもらいたいから。


　栞の挟まれたページをじっと見つめたまま、ネイトはゆっくりと立ち上がった。
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　誕生日会、当日。


　ミオに引きずられるまま、クルーエルは学園の敷しき地ちを歩いていた。一年生校こう舎しやを越こえ、二年生校舎。ココア色に塗ぬられた屋根が見えてくる。学生が頻ひん繁ぱんに利用する喫茶店カフエテリアだ。


「ミオ、だからわたし今日お金ないってば」


　何度もそう言ってはいるのに、どうにもこの友人は摑つかんだ手を放してくれない。


「えへへ、いいからいいから」


　にこやかに告げてくるミオ。


　……あれ？


　カフェのテラス部分まで足を進め、ふとクルーエルは眉まゆをひそめた。普ふ段だんなら他学年の生徒も含ふくめて賑にぎわっているはずが、席に座すわっているのは自分のクラスメイトたち。いや、それだけじゃない。テーブルも椅い子すも、綺き麗れいなリボンで飾かざりつけられてる。


「お待たせ、今日の主役つれてきたよー」


　クラスの友人に目配せし、にわかにミオが声を張はり上げた。


　今日の主役……？　まさか。


　パーティー会場となったテラスで、クルーエルは周囲を眺ながめた。


「……いつ準じゆん備びしてたの」


　何十と鳴り響ひびくクラッカーの音。それに、ほぼ全員分のクラスメイトの姿すがた。ううん、それだけじゃなく、クラス担たん任にんであるケイト教きよう師しまで。


「ふふ、びっくりしたでしょ、クルル」


　真横からミオに頰ほおをつんと突つかれた。


「……ミオ？」


「お祝いわい事はみんなで楽しむものなんだよ」


　くすりと微笑ほほえみ、包ほう装そう紙しに包まれた小箱をミオが取りだした。


「はいクルル、誕生日プレゼント。中身は……もう分かっちゃってるかな？」
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　暗い黎よる色いろの天上。その中に浮うかぶ灰はい褐かつ色しよくの雲海。


　雲の隙すき間まからわずかにのぞく月明かりに、細い木立に困こん憊ぱいした様子で寄よりかかる少年が幽かすかに照らされた。


　──クルーエルさんの誕生日会、もう始まってる頃ころだ。


　直ちよく接せつ時計を見たわけじゃない。けれど、もう時間がないことだけは分かる。


「……でも、まだ……あとちょっと」


　弱々しい吐息と共に、力ないままネイトは首を振った。


　これは、これだけは諦あきらめちゃいけない。今日一日、たとえ残された時間全すべてを費ついやしたとしても、果たして目的の名詠ができるかどうか。──それは分からない。


　自分の名詠に対する感性センスは、母のそれに遠く及およばない。いや、トレミア・アカデミーの生徒の中でも標ひよう準じゆんの域いきを超こえないだろう。


　驚きよう異いとも言うべき素質を持ち、夜色名詠を零ゼロから構築した母。その真ま似ねをしようとしたところで、まだ自分の力量で叶かなうものではない。自分が一番よく知っている。


「でも、僕……」


〝だいじょうぶ。わたしも一緒にいてあげる。一緒に詠よんであげるよ〟


　僕は、競演会あのときの彼女の言葉を忘わすれやしない。


　肌はだをなでる風に、羽は織おる制せい服ふくがふわりとなびく。


〝はい、ネイト。襟えりのラインひとまず直しておいたよ〟


〝……あ、ありがとうございます〟


〝ううん、これくらいならいつでも言ってきて。ていうか、あまり一人で抱かかえこまないの。何かあったらちゃんと相談すること！　いい？〟


　襟元に引かれた夜色の線ライン。そのほつれは既すでに直っている。自分の、大切な人に直してもらった。


「まだ……間に合うよ。もうちょっとだけ……頑がん張ばらないと」


　幽かすかに輝かがやく月つき影かげに、こぼれた吐息が輝いた。
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　楽しげな騒さわぎ声が響くパーティー会場で、ふと、ミオにじっと見つめられた。


「ねえクルル。今日なんかあった？」


「わたし？　ううん、特に何もないけれど」


「んと、いつもよりそわそわしてるかなって」


　気づかれぬよう、クルーエルはそっと胸むな元もとを押さえた。いつもと変わらぬ彼女の真っ直すぐなまなざしが、今だけは少し辛つらかったから。


「……だいじょうぶ、平気だよ」


　できるだけ自然に笑え顔がおをつくる。それでもなお、窓まどに映うつる自分の表ひよう情じようはどこか曇くもったものだった。


　パーティー会場と化した喫茶店カフエテリアの中、クラスメイトの中で一人だけ欠けた生徒。


　……ネイトが、いない？


「ねえミオ、ネイト知らない？」


「パーティーのことは言ってあるよ。今日も確かく認にんしたけど、『ちょっと遅おくれます』だって」


　そういえば最近の彼は少しふしぎだった。


　妙みようによそよそしく、話しかけても逃にげるようにどこかへ走っていってしまう。今日の放課後も、彼は一人でどこかへ行ってしまっていた。


「……そう」


　ぼんやりした瞳ひとみで、クルーエルは窓まど奥おくの景け色しきへと視界を移うつした。


　自分の誕生日会に彼が来なかったから寂さびしいわけじゃない。ただ、こういう楽しい騒ぎはクラスみんなで分かち合いたかった。みんなと一緒になって彼にも騒いで欲ほしかった。まだ転入したてだからこそ、素敵な思い出の一つになればよかったのに。


「……クルル？」


　じっと見つめてくるミオに、クルーエルは慌あわてて手を振った。


「ごめんミオ。やっぱり、わたしちょっと捜さがしてくる！」


「え、ちょっ、ちょっと……クルル？」


　返事も返さぬまま、賑にぎやかなテラスに背せを向けた。
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　とさっ。


　小さな小さな、芝しば生ふに何かが倒たおれる音。


　……あ……れ……？


　ゆっくりと、うつぶせの姿し勢せいのままネイトは瞬まばたきを繰くり返した。


　僕ぼく……空、見てたはず、だよね……なんで……地面の、雑ざつ草そうが……見えるの？


　つい直前まで名詠の練習をしていて、そこから一いつ瞬しゆん意い識しきが途と切ぎれた。気づいた時には、もう身体からだがろくに動かなくなっていた。


　熱を帯びた身体に、土の感かん触しよくがひどく凍つめたい。それに、なんだかとっても心地良ねむい。


　……ずっと寝ねてなかっ……たから、かな。


　ずっとずっと、この日のために練習してた。寝る間を惜おしんで、食事もろくにとってない。考えうるほぼ全てを犠ぎ牲せいに、最初はまるで駄だ目めだったけど、ようやく少しは形にできてきた。だがその代だい償しようは大きすぎた。


　疲ひ弊へいしきった身体が、まるで腐くさり果てたかのように動かない。


「……起き……なくちゃ」


　右手をゆっくり伸のばす。目の前の雑草を必死で摑つかむ。けれど力が入らなかった。


「……行かなくちゃ」


　待ってるのに。


　──クルーエルさんが、待ってるのに。
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　胸むねの動どう悸きが止まらない。ずっと駆かけ回っていたせい？　それとも、別の何か？


　自分にも分からない苦しさを抱かかえたまま、クルーエルは前方に続く路面を見み据すえた。


　……ネイト、どこにいるんだろう。


　自分たちの教室はもちろん、一年生校こう舎しやもくまなく捜した。職しよく員いん室しつも校庭も回った。


「あとは、もうここくらいしかないよね」


　学校から男子寮りようへと向かう小道をなぞるように歩く。


　ふと──とある場所でクルーエルは歩みを止めた。背の低い木立に、短く刈かりこまれた


　濃のう緑りよく色しよくの野や草そう。広場というより、どこか地方の草原を思わせる景色が続く広場。……そういえば、少し前一緒にここで名詠の練習したっけ。


〝昔母さんと一緒に住んでた家の、庭の景色に似にてるんです〟


　ネイトがそう言っていたのを思いだす。


「ネイ──」


　その名前を呼ぶ直前、クルーエルの喉のどは凍こおりついた。暗く茂しげる芝生。その中央部に、誰か小こ柄がらな生徒が倒れているのが確たしかに見えたからだ。


　うつぶせに倒れたまま、まるで微び動どうだにしない生徒。


　……まさか。


　じっと目をこらす。夜色の髪かみをした幼おさな顔がおの少年。制せい服ふくの襟えり元もとには黒いラインが。


「ネイトっ？」


　持っていた鞄かばんを投げすてて彼の下もとへと駆け寄り、上半身を抱だきあげた。


「ネイト！　どうしたの！　何が──」


　どれほどの時間声をかけていただろう。数十秒、もしかしたら優ゆうに数分。疲つかれきった様子ながら、彼がかすかに目を開けた。


「あ……クルーエル……さん？」


　一瞬きょとんとした面おも持もちで──が、それがクルーエルと分かるとネイトはゆっくりと起き上がった。


「どうしたの、こんな場所で倒れてるなんて」


　ふらふらと頼たよりない足つきで立ち上がり、ゆっくりと彼がこちらを見上げる。


「あの……クルーエルさん。ミオさんから聞いたんだけど、お誕たん生じよう日びなんですよね」


　──知ってたんだ。


「う、うん。まあそうだけど」


　誕生会に来なかったから、もしかしたら忘わすれたのではと思っていた。


「あの、それで……僕」


　ネイトがゆっくり右手を差しだす。手のひらを開くのにあわせ、球形をした夜色の宝ほう石せきが静かに転がった。


　──黒真珠ブラツクパール。


　ただしそれは二つに割われ砕くだけた、もはや宝石としての価か値ちを失ったもの。


　宝石としてではない、ならばそれは。


「それ、触媒カタリスト？」


　クルーエルの吐と息いきに、幼い少年がゆっくりと首を縦たてに振る。つまり、黒真珠ブラツクパールを触媒カタリストにして何かを詠よぶつもりなの？


「ええと、クルーエルさん」


　怯おびえたように、ためらうように、彼は目を背そむけながら。


「僕、一人じゃ不安なので……ごめんなさい、少しだけ見ててもらえませんか」


　やはり、夜色名詠を試ためすということか。


　でも。それにしても──相変わらず、キミは恥はずかしがり屋さんなんだね。


「キミが何をしたいのか分からないけど、いいよ。でもその代わり」


　二の句くを告げるまえに、クルーエルは彼の左手をぎゅっと摑つかんだ。


「く、クルーエルさん？」


　驚おどろいたように、彼が自分を見上げる。その小さな額ひたいを、クルーエルは微び笑しよう混まじりにつんと突つついてやった。


「そう、それでいいの。何か言う時はね、今みたいにきちんとわたしを見て言ってほしいな。そんな恥ずかしがらないで」


　母親の遺のこした名詠を完成させるため、たった一人でこの学校に転入してきた。誰だれも知らない名詠、誰も教えてくれる人がいない孤こ独どくな名詠に励はげむ少年。


「わたし別に何もできないけどさ、そばにいてあげることくらいはしてあげるから」


　自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいのはずなのに、わたしを励ましてくれた。だから次は──


「だいじょうぶ。そんなに心配しないでも、一緒にいてあげるからさ。ね？」


　何か言いかけ、だが彼はそのまま口をつぐんだ。言葉の代わり、摑んだ左手でそっと握りかえしてくる。──うん、それでいい。


　右手の宝石をゆっくりと握りしめ、少年がその双そう眸ぼうをとじる。


「──Isa Yer she riena xeoi pel夜色の鐘を鳴らしましよう」


　一いち陣じんの風が前まえ触ぶれなく通りすぎる。


「sm cele Uわたしはあなたを powe da lisya愛〈のぞ〉みます」


　微そよ風かぜの響ひびき？　否いいえ。


　それは夜の風に流れる、細ささやかな歌だった。


　少年が奏かなでる、冷たく澄すみきった秘ひそやかな旋せん律りつ。ネイトの手のひらの上、小さな黒色の真しん珠じゆが触媒カタリストとなり夜色の光を放つ。





　lor besti dimi凍〈いと〉しく鋭く ende kele-l-lovier可憐〈うつく〉しい





　Yer ririsiat,約束しました zo saria Lom愛しく零れる feo besti U Powe冷たさよ





　O la laspha,あなたの想いは、 luxia memoriきつと夜の she leya dis xeoi ole彼方までも届くでしよう





〈讃来歌オラトリオ〉。


　自分が思い描えがく物を詠び招まねく際さいに用いられる、セラフェノ音語不可触言語による讃さん美び歌かだ。


　触媒カタリストを携たずさえ、詠び招くものの真ま名なを讃たたえる。名を詠うたう──名詠式の名はそれが起因はじまりとされている。





　O sic miqvy,廻れ O dense peg keofi, 舞れYem lihitわたしの踊り





　Hir sinkaそれは世界を I peg ilmei rei濡らす





　bekwist Hir qusi素敵な夜の celena poe一零〈ひとしずく〉 lef wevirne spilなのだから





　Isa da boemaさあ生まれ foton doremren落ちた子よ





　ife I she世界があなたを cooka Loo zo via望むのならば





　冷たくて悲しくて、けれどどこか懐なつかしい綺き麗れいな音色。


　涼すずやかに、硝子ガラスの鈴すずを想おもわせる澄みきった声こわ音ねで、少年は詠の終詩を織おりなした。





　O evo Lears─Lor彼方は besti bloo-c-toge貴女となれ数多に = ende dence咲き集いて躍る者





　彼の詠が終わると同時、粉雪が風に吹ふかれるように、光の粒つぶが夜の空へと舞まい上がる。


　音もなく、地へとこぼれ落ちる黒真珠ブラツクパール。


　それを追うことなく、彼はじっとこちらを見上げる。


「あ……あの……クルーエルさん。これ」


　自分の手を取り、彼はその手のひらに何かをそっと預あずけてきた。


　一目見て、クルーエルは目を見開いた。


　──黒薔薇ブラツクローズ。


　ピンク、黄色、白、赤、青。あらゆる色の花か弁べんを持つ薔ば薇らの中で、唯ゆい一いつ存そん在ざいしないとされる漆しつ黒こくの薔薇。今自分の手に置かれたものは、この世ならぬ薔薇の、その欠片かけら。一輪と呼よぶことすらできない五枚まいの花びらだった。


「これ、わたしに？」


「ミオさんに、クルーエルさんが誕生日だって教えてもらったから……」


　彼の双眸は、さざ波のように揺ゆれていた。


「ここでずっと頑がん張ばったけど、きちんと一輪くらい詠びたかったけど……ごめんなさい、僕まだこれが精一杯で」


　悲しげに、力なくネイトが頭こうべを垂たれる。


　──まさか、今までずっとわたしの誕生日プレゼントのために？


　彼の服はぼろぼろで、そこら中が皺しわになっていた。困こん憊ぱいしているのも目に見えて分かる。みんなが集まっていたパーティーにも参加せず。きっと、ずっとずっとこの場所で、夜色の薔薇の名詠を練習していたのだろう。


　──まったくもう、無茶しちゃって。


　その頭を、くしゃくしゃとクルーエルは撫なでてやった。


「正直、弱ったよ。わたしね、ますますキミとの間あいだ柄がらが分からなくなっちゃった」


「……え？」


　ぼんやりと見つめてくるネイト。だからこそ、自分もまた彼の黒こく瞳どうを見つめ返した。


「ね。キミがよければさ、二人で少しここに座すわってない？」


　そう言って、彼の返事を待つことなく、クルーエルは足あし下もとの芝しば生ふに腰こしを下ろした。


「せっかくキミがこんな素す敵てきなプレゼントくれたんだもん。明日が来るまで、少し一緒にいてほしいな」


「素敵なプレゼントだなんて……そんな……」


　恥はずかしげにネイトが口ごもる。


　そのはかなげな仕草に、クルーエルはこっそり微笑ほほえんだ。


　……そうだね。今は、わたしとキミがどんな関係かなんて考えなくたっていいのかもね。


「最高の贈おくり物よ。絶ぜつ対たい、大切にするからね」


　ただこうして一緒にいるだけで、今はそれだけで十分なんだから。





　夜色の帳とばりが覆おおう空。全すべてが黎よる色いろに染そまった世界。ただ一つ、清せい澄ちような月明かりを受け──


　……ずっと、大切にするからね。


　少女が手にする夜色の花びらだけは、いつまでも色いろ鮮あざやかに輝かがやいていた。




緑奏　『探せ、そいつはあたしのだ！』
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　それは、近年稀まれに見る豪ごう雨うと稲いな妻ずまに見み舞まわれた日のことだった。





　辺へん境きようの地にありながら千五百を超こえる生徒数を誇ほこる大学校、トレミア・アカデミー。その敷しき地ちの一角に、ドーム状じようのアーチを持つ建物がそびえ立っている。


　図書管理棟とう。研究書から一いつ般ぱん小説まで、蔵ぞう書しよ数すう実に百二十万冊さつを数える巨きよ大だいな棟だ。その棟の地下二階、研究書の類たぐいがずらりと並ならんだフロアにて。


「……うそ」


　薄うす暗ぐらいフロアの隅すみ。埃ほこりが厚あつく積もった書しよ棚だなの真下で、小こ柄がらな少女がかすれ声をもらした。


「なんで、こんな場所にこんな物が」


　小さな両手で抱かかえていたのは、古ぼけた黒表紙の本だった。永ながい時の経けい過かの中、触ふれただけで崩れてしまうほど劣れつ化かした紙。そこに記された内ない容ようすら半ば擦かすれてしまっている。


「……幻まぼろしの……触媒カタリスト」


　その紙面を、少女はじっと読みあげた。


「その……在あり……処かは────」


　そこまで読み、静かにその本を閉とじる。


「う……うふふ……ふふ、あはははっ！」


　地上を伝わって地下まで響く雷かみなりの咆ほう吼こう。


　大の大人でも怯おびえるほどの轟ごう音おんの中で、しかし少女は愉ゆ快かいげに笑い続けた。両手で、謎なぞめいた黒表紙の古書を抱えたままで。


「これは、あたしの物なんだから！」
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「それにしても昨日の雨ひどかったね」


　学園の中庭に積もった木この葉は。昨夜ゆうべの強風に打たれて落ちた葉を教室の窓まどから眺ながめ、クルーエル・ソフィネットは溜ため息いきをついた。


　すらりとした上うわ背ぜいに緋ひ色いろの髪かみ、端たん整せいな容よう姿しを白の制せい服ふくに包んだ十六歳さいの少女である。


「雷もすごかったですよ。一晩中鳴ってたみたいですし」


　そう答えたのは、夜色の髪かみと瞳ひとみをした中性的な顔だちの少年だった。ネイト・イェレミーアス、本来は十六歳さいからの高等部ハイスクールに十三歳で転入してきた、まだ幼おさなさの残る少年だ。


「わたし、おかげであんまり寝ねられなくて。あー今日の講こう義ぎ辛つらかった」


　窓まど枠わくに寄りかかるクルーエル。


「……僕も同じく、一晩中寝れなかったです」


　目の下に隈くまを作った少年が、こちらも箒ほうきに寄りかかる。


　今日の講義はとうに終しゆう了りよう。生徒の大半は既すでに帰き宅たくしたか部活動へ行ったか。残された二人は掃そう除じ当番というわけだ。そこへ──


「クルル、ネイト君！　いる？」


　不意に教室の扉とびらが勢いきおいよく開き、金きん髪ぱつ童どう顔がんのクラスメイトが姿を現あらわした。


　ミオ・レンティア、入学当初から仲の良い女子生徒の一人だ。普ふ段だんのんびりとした性せい格かくと対照的に、学園の紙上試験ペーパーテストでは学年でも最上位の成せい績せきを弾はじきだす秀才でもある。


　しかし。その秀才であるはずの彼女の姿すがたを一目見て、クルーエルは開いた口がふさがらなくなった。


「……ミオ？　その変テコな恰かつ好こうどうしたの」


　学園指定の制せい服ふくはいつもどおり。問題なのは、彼女がやたら頑がん丈じようそうな登山靴ぐつを装そう備びし、頭にはヘルメット、おまけに異い様ような大きさのリュックを背負っていたことだ。


「二人とも、今からお宝たから探さがしに行くよ！」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくを経へて──ネイトとクルーエルは互たがいに顔を見合わせた。


「……今なんと？」


「ほら早く！　事は一いつ刻こくを争うんだから！」


　クルーエルが訊たずねるも、ミオは手をばたばたと振ふって急せかしてくるばかり。


「あの、どういうことでしょう」


「これよ、これ！」


　ネイトが再さい度ど訊ねると、ミオはリュックから何かを取りだした。


「昨日の暴ぼう風ふう雨うで家に帰れなくて、こっそり図書館で雨宿りしてたの。その間に図書館探たん検けんしてたら、偶ぐう然ぜんこれを見つけたの！」


　古ぼけた一冊さつの本。ミオがそれを開くと同時、変色した一枚まいの紙切れがひらりと落ちる。


「これのこと？」


　床ゆかに落ちた紙を、クルーエルは指先で摘つまみ上げた。擦かすれた殴なぐり書きのような文字をしばし眺め、音読する。


「幻まぼろしの触媒カタリスト、その在あり処かを記す……？」


「そう、幻の触媒カタリスト！　きっと物もの凄すごく貴き重ちようで強力な触媒カタリストのはず。それを見つければ、あたしたち明日には一いち躍やく有名人だよ！」


　握にぎり拳こぶしを固めるミオをしばし眺め。


「……なにそのうさん臭くさい宝の地図」


　クルーエルは思ったままを口にした。


「いいや、うさん臭くなんかないよ！　あたしには分かる！　この地図の色、ツヤ、匂におい！　これは間違いなく本物だよ！」


「匂い？」


「匂いは匂いだよ！　カビっぽくて鼻につんと刺し激げき、これは確かく実じつに年代物で──」


　嬉うれしそうに語る本の虫ミオを前に、クルーエルは両手を上げて降こう参さんの合図を送った。


「……だめ、わたし一人じゃ無理。ねえネイト、キミからもミオに何か言って」


　ところが自分の隣では、触媒カタリストという単語につられた少年が目を輝かせていた。


「ミオさん、それ名めい詠えいに使えるんですか！」


　……あれ？　ネイトまで？


　名めい詠えい式しき。それが、この学園で生徒たちが学んでいる専せん門もん技ぎ術じゆつだ。自分が望むものを心に描えがき、自分の下もとへと招まねき寄せる転送術、それが名詠式である。


『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』。


　名詠式はこれら五色の音色から成り立つとされ、生徒はこれらのうち一つを自分の専せん攻こう色とする。そして専攻色と同色の物体を詠び寄せることを最初の目標とするのだ。


「幻の触媒カタリストというくらいだし、それ使えばきっとすごい名詠ができますよね！」


「うん、もっちろんさ」


　嬉うれしそうに声を上げるネイトに、こちらもにこりとミオが頷うなずく。


　触媒カタリストとは名詠式に必ひつ須すとなる道具であり、詠よびだす対象と同じ色をした物質だ。仮かりに赤い花を詠びだそうとするには、赤い絵の具や赤い宝ほう石せきなど、とにかく同色の物を触媒カタリストとして用意する必要がある。


「幻の触媒カタリスト……それがあればきっと……この前できなかった黒薔薇ブラツクローズも……」


　ぼそぼそと、ネイトが教室の隅すみで独ひとり言。


「ん、ネイト、今何か言った？」


「な、なんでもないです！」


「……変なネイト」


　クルーエルが見つめると、なぜか彼は頰ほおを真っ赤にして後ずさってしまうのだ。


「でもさミオ、そんなのそう簡かん単たんに信じ──」


「いいえ、ミオさんの言うとおりです！　幻の触媒カタリストはきっとあります！」


　握り拳で声高らかにネイトが叫ぶ。なんと。なぜだか、普段おとなしくて控ひかえめなネイトまでもが、妙みようにやる気に満ちていた。


「……ミオ、一いち応おう聞いておきたいんだけど、そのお宝とやらの場所は？」


　訊ねるクルーエルに、ミオは自信ありげに。


「ふふふ、学校の敷地の外れにある裏うら山やま！」


「騙だまされてる、絶対それ騙されてるってばっ！」


「よしこれで三人。でもこの歴史的大だい冒ぼう険けんには、あと二人は欲ほしいなぁ」


「あ、あのさミオ？　今の部分は無視しないでほしいんだけど。ていうかその人数、わたし既すでに入ってない？」


　抗こう議ぎしたものの、どうやらミオの脳のう内ないで参加メンバーは確かく定てい済ずみだったらしい。


「さて残るは……おーいそこの暇ひま人じん二人！」


　聞きようによっては挑ちよう発はつ的なかけ声で、教室の隅すみにいる少女二人へとミオが呼びかける。


「ん、どうしたのミオ？」


　日焼けした小柄な少女、エイダが振り返る。続いて黒髪長身が特とく徴ちようのサージェスも。二人とも帰き宅たくの準じゆん備び中だったらしい。


「今から出かけるんだけど、一いつ緒しよにどう？」


　クラスでも指折りの遊び好き、イベント好きの彼女たち。普段なら即そく座ざに頷うなずくはずが、だが珍しく、二人は首を横に振って。


「あー無理。あいにく優ゆう良りよう生徒のあたしらは放課後も自主勉強があるのよ」


「そそ。ウチらくらいになると先生からの期待も大きくてさ。ほっといてくれないわけ」


　ふっ、とすました横顔を向ける二人。


　その拍ひよう子し、目の端はしからほろりとこぼれる小さな涙なみだ。


「そ、それってまさか！」


　その様子に、ミオが怖おそれをなしたかのように後ずさる。


「噂うわさに名高い、特別選せん抜ばつ組に選ばれたの？」


「……うん」


　がっくりと肩かたを落とす彼女たち。


　ふと、それと対照的にネイトがぽかんとした表情で。


「ねえクルーエルさん、特別選抜組って何ですか？」


「学園名物、特別選抜組。再さいテストのしようもないほどの赤点だったダメ生徒だけが集まる、問答無用に最底辺な居い残のこり組である。まさに逆ぎやくエリート部隊とも言うべき──」


「ちょっとそこ、クルーエル、変なノリで解かい説せつしない！」


「あはは……やっぱり聞こえてた？」


　クルーエルの呟つぶやきを聞きつけ、ガルルルと唸うなるエイダとサージェス。


「というわけで、いざウチらは戦場へ！」


　補ほ習しゆう用の講義ノートを抱かかえて彼女たち二人が背せを向ける。その様子に、心から残念そうにミオは肩を落とした。


「そっか残念。せっかくのお宝たから探さがしなのに」


　その途と端たん。講義ノートを抱えたままで、ぴたりと彼女たちの動きが止まった。


「……ミオ、今なんと？」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、エイダがぽつりと呟いた。


「お宝探しだよ。宝の地図を見つけたの」


「それってもしかして、見つけたらあたしたち有名になれちゃう？」


「もちろん」


　すると、次はサージェスが。


「……有名になって、そしたら素す敵てきな彼氏も見つかるかな」


「なんてったって幻まぼろしの触媒カタリストだからね。名詠で理想の彼氏も詠よべちゃったり……なぁんてね、あはは、これはさすがに冗じようだ──」


　ミオが言い終わるその前に。


「さあみんな、出発の準じゆん備びは整ったかしら！」


　ミオ同様にヘルメットを装着したサージェスが、いつの間にやら教室の壇だん上じようで仁に王おう立だちになっていた。


「なに？　まだ準備ができてない？　そう思ってわたしが部室から拝はい借しやくしてきたわ！」


　しかもいつ用意したのか、彼女の足あし下もとには全員分のリュックと登と山ざん靴ぐつが揃そろえてある。


　ちなみに、そんなサージェスは登山部期待の新人にして生存技能サバイバルの達人だ。


「あれサージェスさん、居残り勉強は──」


「ん、ちび君何のこと？」


　そう答えたのは、教室の入口で準備体操を始めていたエイダだった。その背に、彼女の身長より長い鎗やりが背負われている。


「エイダさん、それは？」


　首をかしげるネイトに、彼女は嬉き々きとして。


「ふっふっふ。探たん検けんには危険がつきものよ。もちろん用よう心じん棒ぼう代金は弾はずんでもらうからね」


　そう、エイダは鎗そう術じゆつ会かい期待の一年生なのだ。


「でも居残り勉強さぼっちゃって本当にいいの？　先生にあとで叱しかられるよ？」


　クルーエルが訊たずねると、二人は声を揃えて。


「ふ。素敵なお宝と彼氏のためには、先生からのお叱りの一つや二つ怖こわくない！」


　後日──


　居残り勉強をさぼったことを教師からこっぴどく叱られ、せっかくの休日に泣きながら補習講義を受ける事実を、彼女たちはまだ知らない。


「よしメンバーは揃った、いざ出発ぅ！」


「おーっ！」


　目的地を目指し廊ろう下かを爆ばく走そうする隊ミ長オと、それを追う副隊長サージエスと用エ心イ棒ダと雑ネ用イ係ト。


　その勇ましくも浅ましい姿すがたを、ただ一人──


「……バカばっかり」


　冷めた視線でクルーエルは見つめていた。
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　図書管理棟とう、一階。純じゆん白ぱくのスーツを着た、淑しとやかな風ふう貌ぼうの女じよ性せい教きよう師し──エンネは、偶ぐう然ぜん見かけた同どう僚りよう教師の肩を叩たたいた。


「あらミラー、あなたがここに来るなんて珍めずらしいね。ここにある本は全部とっくに読み終わったって言ってなかったっけ？」


　ミラー。青い研究服を着用した、眼鏡めがねをかけた知的な風貌の男性教師である。


「何か読みたい本でもあったの？」


「……いや、ちょっと探し物だ」


　沈着冷静をよしとするはずの同僚が、いつになくそわそわした様子で動き回る。


「探し物？」


「ああ。俺おれの部屋は既すでに本で一いつ杯ぱいだったんで、ゼッセルに管理を任まかせていたんだが……あいつ、木を隠かくすなら森だなんて言って、どうやらここに例のモノを隠したらしい」


「例のモノ？」


「ほら、昔俺たちがやった交こう換かん詩集──あの隠し場所を書いたメモを本に挟はさんでたんだ。で、その本をここの地下フロアに……」


　そこまで聞いて、思わずエンネは悲鳴をもらしてしまった。


「ゼッセルの馬ば鹿か！　よりによって、アレを図書管理棟こんなところに？」


「騒さわぐな、周囲の生徒に聞こえるぞ」


「で、でも……アレは見つかったらまずいわ」


　エンネ、ミラー、ゼッセル。


　共に幼おさな馴な染じみであり今では揃って名めい詠えい学校の教師をしているが、当然彼らにも学生時代がある。数ある思い出の中、最も甘あま酸ずっぱく、そして最も思いだしたくない過か去こ。それが三人でやった交換詩集だ。


　若わかかりし頃ころの情じよう緒ちよ豊ゆたかな感性で、赤せき裸ら々らにつづった詩ポエムと物語の数々。しかし大人になってあまりに恥はずかしくなったため、学園の裏うら山やまの坑こう道どうに封ふう印いんしておいたのだ。


「でもミラー。地下に隠したなら、なんで一階を捜してるの？」


「──ないんだ」


　眼鏡の奥おく、憂うれいを灯ともした瞳ひとみを向ける彼。


「徹てつ底てい的に捜したが……地下はおろか、地上の階のどこにもそれが見あたらない。表向きは詩集ではなく、触媒カタリストの隠し場所と銘めい打うっていたからな。生徒が見つけて、その本ごと持っていった可か能のう性せいがある」


「そんな！……アレが生徒に知られれば」


　発見された光景を想像し、エンネは背せ筋すじが凍こおりついた。


〝ネイト君、エンネ先生たちのアレ見た？〟


〝はい。ミラー先生があんな情熱的な詩ポエム書いてたなんて。ゼッセル先生のもすごく繊せん細さいで、僕ちょっとびっくりです。……だけど、エンネ先生のだけは〟


〝ああ、エンネ先生のはやばかったね。読んでて寒気がしたもん〟


〝僕、怖こわくて最後まで読めませんでした〟


　もし他の教師に見つかれば──


〝ゼア学園長、今教師の間でこっそり回し読みされているアレ、御ご覧らんになりまして？〟


〝うむ。普ふ段だんは物静かなエンネ君に、よもやあれほど邪じや悪あくな……暗黒精せい神しん面めんが──〟


「い、嫌いやぁぁぁっ！　違ちがうのっ！　あれは子こ供ども時代のちょっとした好こう奇き心しんなの！」


　頰ほおを真っ赤にし、エンネは周囲の目も忘れて絶ぜつ叫きようした。


「エンネ、お前アレに何書いたんだっけ？」


「それだけは訊きかないで！」


　息を荒あららげ、エンネはきっぱりと断ことわった。


　まずい、あれが見つかるのだけはまずい。


「ミラー、馬鹿ゼツセルも連れて今すぐ坑道に行くわよ。アレを見られるわけにはいかないわ！」
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「へぇ、こんな場所あったんだ」


　トレミア・アカデミーの外れにある裏山。その山にできた坑道を前に、クルーエルは驚きの声を上げた。


「うん。あたしの調べではね、この裏山って昔は貴き重ちような金きん属ぞくが採とれたんだって。この坑道はその名残なごり。と言っても、トロッコとかはそのままだと危あぶないし、全部取っ払ぱらっちゃったみたいだね」


　地図を片手に、集しゆう団だんの先頭をミオが行く。隊列は先頭が隊ミ長オ、二番目に用エ心イ棒ダ、三番四番が雑用係そネのイ一ト、その二クルーエル、最後が副隊長サージエスという順番だ。


　薄うす暗ぐらい坑道を、風変わりなピクニックのつもりで一行が進行していると。


「あ……あのぉ……」


　ふと、ネイトが控ひかえめな声こわ音ねで言ってきた。


「さっきから、ものすごく暗くないですか」


「坑道だからね～」


　のほほんとした口調で答える隊ミ長オ。


　鉱山時代の名残か、周囲には人工的に繁はん殖しよくさせたと思おぼしきヒカリゴケ。蛍けい光こう色しよくに輝かがやくコケが周囲の壁かべ沿ぞいに繁殖しているのでかろうじて歩けるが、視し界かいはかなり悪い。


「それに……なんかすごく寒いんですけど」


「そりゃー、日が射ささないんだもん」


　同じく当然と言わんばかりの副隊長サージエス。


「あれれ、もしかして～」


　沈ちん黙もくする少年を、今度は用エ心イ棒ダが覗のぞきこむ。


「ちび君、怖こわいのかな？　まさかねぇ？」


「そ、そんなことはっ……」


　図星だったらしく、ネイトがぎくりと後ずさる。


「ネイト、なんなら帰る？」


　もしネイトが帰るなら、自分もそれにならって帰る口実ができる。……というクルーエルの内心の思おも惑わくに反し。


「だ、ダメですっ。僕、頑がん張ばりますから！」


　思いのほか、彼の意い志しは固かった。


「あのさネイト、最初からふしぎだったんだけど、そんなに幻まぼろしの触媒カタリストが気になるの？」


「……だって……クル……ルさんに……贈おくり……物したいし……ごにょごにょ」


「ネイト、ごにょごにょじゃ分からないよ。ちゃんとはっきり言わないと」


「う……うわぁぁん、言えないですよ！」


「あ、ちょっとネイト、なんで逃にげるの！　待ってってば……あーあ。もう、変なネイト。なんで顔まで真っ赤にしちゃってるんだろう」


　坑道の奥おくへ消えた少年を見つめ、首をかしげるクルーエル。


　そんな彼女の背はい後ごでは──


「ネイティ、可哀かわい想そうに」


「ていうかクルル鈍どん感かん？」


「うん。あれは攻こう略りやくしんどいわ」


　その光景を見守るミオとエイダとサージェスが、やれやれと溜ため息いきをついていた。





「……ふむ、なかなかに興きよう味み深い部隊編制パーテイーだ」


　生徒たちが坑道に入っていくのを木こ陰かげから眺ながめ、ミラーが眼鏡めがねの端はしを持ち上げる。


「運動神しん経けいはよくないが名めい詠えい知ち識しきに長たけた隊ミ長オ。その逆ぎやくで、勉強はからきしだが抜ばつ群ぐんの運動能のう力りよくを誇ほこる副隊長サージエスと用エ心イ棒ダ。加えて、名詠実じつ技ぎに教きよう師しが一目置く雑ざつ用よう係がかりそネのイ一ト、その二クルーエル。一年生ながら油ゆ断だんはできない相手だ」


「さすがよミラー、データ収しゆう集しゆうは完かん璧ぺきね！」


　最上級生を教える身にありながら一年生の情報まで網もう羅らしている頭脳役ブレインに、エンネは惜おしみない称しよう賛さんを贈おくった。


「なあエンネ、先回りしなくていいのか？」


「同感だな。俺たちならあの坑道の内部は隅すみ々ずみまで把は握あくしている、今からでも十分に間に合うはずだ」


　まだら模も様ようのシャツを羽は織おったゼッセル、そしてミラーが坑道を指さす。


「その必要はないわ」


　しかしエンネは、そんな二人に対し頭かぶりを振ふってみせた。


「二人とも忘わすれたの？　あの坑道には、最初から自然の罠わなが用意してあることを」





　奥に進むにつれ、徐じよ々じよに暗く、そして狭せまくなっていく坑道。足あし下もとは木の根、頭上は岩がん盤ばんが露ろ出しゆつしている。


「おー、なんか冒ぼう険けんっぽくなってきたね。いいよいいよー、燃もえてきたっ！」


　登山部所属のサージェスがやたら元気になってきた一方で。


「ネイト、なんか歩きがぎこちないけど……こういう暗くて狭いところ嫌きらいなの？」


「昔、母さんにクローゼットに閉とじこめられた思い出が……いえ何でもないです。うぅ、僕、くじけちゃだめだよ、頑張れ自分～」


　クルーエルの隣となりを歩くネイトが、何やら必死に自身に応援エールを送る。と、そんな時。


「むっ、みんな止まれ！」


　エイダの鋭するどい一いつ喝かつ。その直後、坑道の奥から何かがざわめく音が響ひびいてきた。


「な、なに？　何かいるの？」


　にわかに慌あわてるパーティーに、無数の真っ黒い何かが津つ波なみの如ごとく押おし寄よせてきた。


　坑道を埋うめ尽つくす奇き怪かいな羽ばたき音。現あらわれたのは、数百羽にも及およぶ蝙こう蝠もりだった。


「ま、まさか吸血蝙蝠っ？」


　慌てて逃げだそうとする一行。それを押しとどめたのは、鎗やりを携たずさえた用エ心イ棒ダだった。


「ふ、この程てい度どの蝙蝠ごときでっ！」


　凄すさまじい鎗さばきで、無数の蝙蝠を次から次へと彼女が撃うち落とす。


「おぉーっ？　さすがエイダ！」


　ぱちぱちと手を叩たたく他メンバー。


「当然よ。さあ気を取り直して出発！」


　大自然の罠をあっさり打ち破やぶり、生徒一行の足取りは軽かろやかだった。





「……やるわね、あの子たち」


　その一部始終を眺ながめ、エンネは表情をしかめた。洗せん礼れい代わりの第一罠──てっきり怖がって逃げ帰ると思ったのに、まさか返り討うちにしてしまうとは。


「……おーい、エンネ？」


　呆あきれたまなざしでエンネを見るゼッセル。


「し、仕方ないじゃないっ！　そんなことより、今はどうするかを考えましょ！」


「やはり先回りするか？」


「いや、その必要はないだろう」


　ゼッセルの提てい案あんに首を横に振ふったのは、どこまでも冷静クールを信しん条じようとするミラーだった。


「二人とも忘れたか？　あの地図には、念のため細工がしてあったはずだ」


　そう。地図に描えがかれた最短経けい路ろ。それには文字どおり落とし穴あながあった。


　地図のとおり進んでいけばその途と中ちゆうで、地図には描かれていない落とし穴にはまる仕組みになっているのだ。地図にわざわざ描かれた最短経路そのものが罠なのである。


「そして、彼らは何の疑うたがいもなく最短経路を進んでいる。つまりこのまま行けば確かく実じつに、彼らは落とし穴にはまるだろう」


「あ、そうね！　それを忘れてたわ！」


　エンネが胸むねをなで下ろす。


「最初の罠を突とつ破ぱされたことなど問題ないノープロブレム、全すべては計算どおりだ」


　きらりと、ミラーは眼鏡めがねを光らせた。





　狭せまく息苦しい坑こう道どうを、ミオ一行は順調に進んでいた。無言でもくもくと坑道を進み、メンバーの表ひよう情じようにも疲つかれが浮うかんだ頃ころ。


「ねえミオ、だいぶ歩いたと思うけど、まだ着かないの？」


　到とう着ちやくする気配すらない探たん検けんに、クルーエルは先頭を行く隊ミ長オに声をかけた。


「ん～、もうすぐだと思……」


　地図に目をやり、ミオが急に足を止めた。


「思……あ、あれ……むぅ」


「隊ミ長オ、どうしたの？」


　声を揃そろえて問いかけるメンバーに対し。


「あ、わかったぁ！」


　陽気な声で、ミオがぽんと手を叩いた。


「にゃはは、あたし途中から道を間ま違ちがえてたよ。さっきの道を曲がるのが一番の近道だったんだけど、一本奥の道を選んじゃったみたい」


　えへへと、にこやかな表情で頭をかく隊長。


「……まったくもう、隊ミ長オってば」


　やれやれと腕うでを組むメンバーたち。


「ごめんね～。でもこの道でも行けそうだし、引き返すのも面めん倒どうだからこのまま行こうか」


　狡こう猾かつに用意された落とし穴をあっさり回かい避ひし、ミオ一行の足取りは軽かろやかだった。





「……計算外だ」


　ずり落ちそうになった眼鏡をミラーは慌てて直した。


「み～らぁぁ～？」


　そんな彼を、冷たい視し線せんでエンネが見つめる。


「俺としたことが……彼女が学年でもトップクラスの秀しゆう才さいであることはデータにあったが、まさか天然型おっとり少女だけが持つとされる、最強特性〈なんちゃって強運〉をも兼かね備そなえていたとは。まったく、これだから不完全なデータはあてにならん」


　やれやれと、何やら妙みように達たつ観かんした仕草で頷うなずく当人。


「……ごめんミラー、さすがのわたしも意味がちょっと分からないかも」


「気にするな、とにかくも後を追うぞ！」


　慌てて走りだそうとするエンネとミラー。だがしかし。


「まあまあ二人とも、慌てなさんなって」


　自信ありげに腕を組んだのはゼッセルだ。


「よく考えてみろ、この坑道のこの暗さ。ヒカリゴケもほとんどない。灯あかりがなければ、これ以上先には進めないはずだぜ」


「でも、生徒だって光の名めい詠えいくらい──」


　言いかけ、エンネははっと目を見開いた。


「そっか、光の名詠は……」


　光の名詠は名詠学校の生徒にも使えるが、それはせいぜい保もって一分。その程度の寿じゆ命みようではとても照明としては使えない。


　一方こちらは仮かりにも教きよう師し。光ひかり妖よう精せいという、光が持続する高度な名詠が手持ちにある。


「今まで健けん闘とうしてきたが、ここでお終しまいだ」


　自信ありげにゼッセルは頷いたのだった。





「……あいたっ！」


　不意に、暗がりの岩に靴くつ先さきがひっかかってネイトが転んだ。


「ネイト平気？」


「はい、でも少し足あし下もとが悪くて……暗いし」


　クルーエルの呼びかけにネイトがゆっくり起き上がる。


「確たしかに暗いよね。ここまでくればほとんどヒカリゴケもないみたいだし」


　周囲を眺め頷くミオ。すると。


「ふっふっふ。キミタチ何を言っているのさ」


　唐とう突とつにエイダが会話に挟はさまってきた。


「あたしたちが何を勉強しているのか、忘れたわけでもないでしょ？」


「あ、そっか！　光の名詠は基き本ほん中の基本だもんね」


　あまりに初歩的な指し摘てきにミオが照れ隠かくしの苦く笑しようを浮かべる。


「光の名詠ならやっぱ白色が自然よね。というわけで『Arzus白』専せん攻こうのあたしの出番！　あたしが鎗だけじゃないってとこを見せてあげるわ！」


　そう言って制せい服ふくの衣囊ポケツトに手を入れ──


「鎗だけじゃ……だけじゃ……あれ……？」


　制服の至いたる箇か所しよを手で探さぐる彼女。


「──ふ。あ、あはははっっ！」


「ん、どうしたのエイダ？」


　口を揃そろえる一行に、エイダは苦笑いを浮かべながら。


「……触媒カタリスト持ってくるの忘れた」


　触媒カタリストは名詠に必ひつ須すの道具である。たとえ講こう義ぎの時間外であろうと、名詠学校の生徒ならば触媒カタリストの一つや二つは携けい帯たいするのが常じよう識しきだ。


「さすがエイダ。名詠学校の生徒が触媒カタリストを持ってないだなんて普ふ通つうありえないのに」


「鎗はすごいよね……うん、鎗はすごいよ。蝙蝠を追い払はらった時は確かにすごかった」


「でも、ま、やっぱり勉強と名詠はダメダメですな」


「エイダさん……恥はずかしいです」


　こそこそと言い合う他メンバー。


「う、うるさいっ、いいんだよ、ほっとけ！」


　ぷいっと、逃げるように顔を背そむけるエイダ。


「よし、ここは『Beorc緑』専攻のあたしが」


　触媒カタリストとなる深緑色の木の葉をミオが取りだす。彼女はその場でそっと目を閉とじて。


　──『Beorc緑の歌』──


　緑色にほんのりと輝かがやく発光体が名詠され、周囲数メートルが明るくなる。


「よし、これで進めるね！」


　と、ミオが足を前に出したその途と端たん。その光球はみるみるうちに光の強さを弱め、あっという間に消失してしまった。


「あ、あれ？」


「光の名詠は簡かん単たんだけれど奥おくが深い。十秒だけ保もつ光を詠びだすのは簡単だが、五分保つ光を名詠するには一年の訓練が必要だ。あ、これ母さんの受け売りです」


　その隣となり、ネイトが思いだしたように呟つぶやいた。


　つまり今の自分たちでは到とう底てい、光の名詠を照明として名詠できないということだ。


「ん～、弱ったなぁ」


　困こまり果てたように下を向くネイトたち。その様子を少し離はなれた場所から眺ながめ──


「……ねえ、わたしちょっとだけ心当たりあるかも」


　小さな声で呟つぶやき、クルーエルは控ひかえめに右手を上げた。


「およ、クルルってば何かできそう？」


「うん。ちょっと待ってね」


　ぽかんとした表情のミオに頷き、クルーエルは自分のリュックから赤い絵の具を取りだした。絵の具のふたを外し、中身を少しだけ指先に付着させる。


　うん、触媒カタリストはこれで平気だ。あとは想そう像ぞう構こう築ちく──つまり、何を詠よぶか。


　心に、緋ひ色いろの羽根を想おもい描えがいた。


「sheon lef深緋の鐘 ped-l-clue rien-c-soan鳴り響く」


　秘ひそやかな詩うたを伴ともなって、坑こう道どうに心ここ地ちよい旋せん律りつがこだまする。





　YeR be orator彼方〈あなた〉の Lom nehhe名前を讃えます





　lor besti redi紅く眩しく ende frei-l-lishe愛おしい





　名詠対象を詠び招まねくための〈讃来歌オラトリオ〉。その詠に応こたえ、赤色の塗と料りようが触媒カタリストとなって赤く輝く名詠門チヤネルを形成する。


　名を詠う。名詠士の名はこれが起因はじまりだ。





　meh keof一片の優しさは os da hutia涼やかな音色に gluei lue運ばれて　Hir sis celena Loo linsそつとあなたを祝うでしよう





　Isa da boemaさあ foton doremren生まれ落ちた子よ





　ife I she世界があなたを cooka Loo zo via望むのならば





　よどみなく、詠の終詩までを紡つむぎ終える。


　──『Keinez赤の歌』──


　自分たちの周囲に、真っ赤に光り輝く羽根が幾いく重えにも舞まい踊おどる。


「あちっ！　これ光じゃないでしょ」


　光に魅みせられて近づいたサージェスが慌あわてて手を引っこめた。


「うん、炎ほのおの名詠。実は炎って、きちんと詠びだせば長い間保つのも名詠できるんだって。これなら灯あかりとして使えると思うよ」


「あ、そんなこと確かに本に書いてあった！　図書館の資し料りようで見た覚えあるよ」


　ミオが思いだしたように手を上げる。


「あれ？　あんた図書館ほとんど行かないでしょ。なんでそんなの知ってるのよ」


　ぽかんと首をかしげるエイダに、クルーエルは小さくはにかみながら。


「えーとね、この前、お前は筋すじがいいから、ちょっとこんなのも練習してみな──って、教えてもらったの」


「えー、ずるーいっ！　先生から？」


「うん、最上級生の『 Keinez赤 』担たん当とうしてるゼッセル先生」





「俺おれの教えをよくぞここまで……見事、見事だクルーエル」


　その一部始終を物もの陰かげから眺め、学園が誇ほこる熱ゼ血ツ教セ師ルは熱い涙なみだを流していた。


「さすが俺の見こんだ生徒。やはりお前には赤色名詠の素そ質しつがあるぜ！」


『よりによってお前かぁぁぁっ！』


　エンネとミラーに盛せい大だいに怒ど鳴なられ、慌ててゼッセルが首を振る。


「ち、違ちがうんだ！　これは本当に偶ぐうぜ……」


「まあいいわ。とにかく、こうなってしまっては仕方ない。実力排はい除じよよ！」


「まさか、それはあの名詠か！」


　エンネの決意に、普ふ段だん冷静なミラーまでもが表情を変えた。


「ええ、もはや私も奥の手を出すしかないわ」


　そう、あまりのグロテスクさに、エンネ自身ここ数年封ふう印いんしておいた必殺の名詠だ。


「可哀かわい想そうだけど……恨うらまないでね」


　小さく懺ざん悔げするように呟き、エンネは名詠用の触媒カタリストを握にぎりしめた。
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　狭せま苦くるしい坑道が、ふと急に広がりをみせた。


「これは……お宝たから間近な予感！」


　ミオの言葉に全員の表情が明るくなる。だがそれと同時。


　不意に、足あし下もとが大きく揺ゆれだした。加えてゴゴゴッという地鳴りまで。


「ら、落らく盤ばん？」


「いや、何か違う……なんだ、この変な気配」


　ネイトの指し摘てきにエイダが眉まゆをひそめた。地鳴りは徐じよ々じよに大きくなり、それと共に、坑道の横よこ壁かべが奇き妙みような形に盛もり上がっていく。


　まるで、何かが地中を掘ほり進んでいるかのような……


「こ、これは──っ！」


　ミオが見つめる先。何かが坑道の壁を突き破やぶって現れた。


　炎に照らされるのは、奇妙なほど真っ白い体表をした蠢うごめく何か。四し肢しも顔らしき顔もない、ただただ細長いそれは──


「……イモムシさん？」


　ぽつりとネイトが独ひとり言。そう、紛まぎれもない単なるイモムシ。だが問題は、それが全長三メートルはあろうというお化けイモムシだったことだ。


　キシャァァッッ、と、何やら咆ほう吼こうを上げるお化けイモムシ。


「なんかでかくて変なの出たぁぁっ!?」


　悲鳴を上げつつ、鎗やりを携たずさえる少女の背はい後ごへとメンバーが隠かくれる。


「さあエイダ、今こそ用よう心じん棒ぼうの出番だよ！　その凶きよう悪あく無む比ひな鎗さばきで速すみやかに、あのグネグネ蠢く気持ち悪いのを追っ払ぱらって！」


　隊ミ長オが眼がん前ぜんのイモムシを指さす。


　エイダ・ユン。幼少から過か酷こくな特とく殊しゆ訓練を受けた鎗使い。学園では半ば遊びで鎗そう術じゆつ会かいに入っているが、本気を出した時の彼女の実力は部活動という域いきを遥はるかに超ちよう越えつする。


「…………」


　しかし、なぜかエイダはいつまで経たっても鎗を構かまえようとしなかった。


「おーい、エイダ？」


　ミオに対する返事の代わり、なぜか彼女の背中が小こ刻きざみにふるえだす。


「あ、あのさ」


　ギギギ、と、妙に硬かたい仕草で振り向く少女。


　その表情は、今まで誰だれも見たことがないほどに引きつっていた。


「実はあたし、イモムシだけはだめなんだ」


「……お嬢じようさん、今なんと？」


　ミオの指し摘てきに、エイダはふるえながら。


「思いだすも恐おそろしい……あれは四年前、実家でバーベキューしていた時のこと。なぜか肉の上にヤツがいて、それを知らず……」


　そして、一いつ瞬しゆん声を失ったと思いきや。


「いやぁぁん！　イモムシ無理、絶ぜつ対たい無理！」


　四人を置き去りに、鎗を抱かかえたまま一目散にエイダが逃げだした。


「ちょ、ちょっとエイダ！　待っ──」


　残るメンバーに向けて、猛もう烈れつな速度でイモムシが迫せまる。


「いやあぁん、あたしよりネイト君の方がおいしいよ！　狙ねらうならネイト君だよぉ」


「ミ、ミオさん、どさくさに紛まぎれて何てこと……って、うあぁっ、本当にこっち来たぁ！」


　好き勝手に逃げる一行。


　しかしその中でただ一人だけ、場に残った者がいた。


「こ、こいつは……大王雪モドキ！」


　歓かん喜きの表情を浮かべたのはサージェスだ。


「大陸奥おく地ちの秘ひ山ざんにのみ生息するという幻まぼろしの生物！　登山に生きる者の世界では、こいつを発見し仕し留とめた者は英えい雄ゆうにも等しい！　と、いうことは！」


　明後日あさつての方向を向いたまま、サージェスが目をキラキラと輝かがやかせる。


「そうよ、ここでこいつを倒たおせば、登山部の次期部長は確かく実じつにわたしのもの──いえ、明日からその座ざに就つくことだって夢ゆめじゃない。そんなわけで、わたしの大いなる目的のため、みんな協力してちょうだい！」


　邪じや悪あくな笑えみを浮かべたまま宣せん言げんするサージェス。


「……あのさサージェス？」


「なに、クルーエル」


「あなた最初に言ってたじゃない。お宝たからを見つけて有名になって、それで素す敵てきな彼氏を見つけるのが目的だったはずじゃ」




[image: ]


「え？　クルーエルってばいやだなぁ」


　やたら嬉うれしそうに手を振るサージェス。


「わたしは大自然を征せい服ふくすることに生しよう涯がいを懸かけると決めた女。そのための拠きよ点てんとして、学園の登山部を牛ぎゆう耳じることは必ひつ須す条じよう件けん。ならば、そのためには彼氏の一人や二人っ！」


　そういえばサージェスが彼氏に振ふられた日は必ず、彼女たちが登山デートに行った次の日だったっけ──そんなことを、他のメンバーは思いだした。


「うふふっ。さあイモムシ君、来なさい？」


　殺意を超こえ、もはや愛すら感じる仕草で手て招まねきするサージェス。その怪あやしさ満点な彼女を前に、幻の大イモムシまでもが後ずさる。


「え、ええと……サージェスさん？」


「なに、ネイティ」


　振り返りもせずネイトに答える彼女。


「幻ってことはとっても希き少しような生物ですよね。それを傷きずつけるのは──」


「平気よネイティ。痛いたくなんてしないから」


　すちゃっと、サージェスがリュックの中からピッケル（登山用つるはし。鋭えい利りなため取り扱あつかい注意）を取りだした。


「そう痛くなんか……痛くなんか……そんな、苦しませるようなことしないわよ」


「そ、そうですよね！　さすが──」


「今すぐ楽にしてやるぅううう！」


「うわああっ、イモムシさん逃にげてぇぇ!?」





　ネイトの必死の叫さけびが伝わったのか、鳴き声を上げて地中へと逃げる巨きよ大だいイモムシ。


「そ、そんな。私のとっておきが？」


　危あやうく脱だつ力りよくしかけるのを、エンネは奥歯を嚙かみしめてかろうじて耐たえた。


　……まだだ！　まだ終わってない！


「行くわよミラー、ゼッセル！　もはや直ちよく接せつ、私たちが止めるしかないわ！」
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「とうとう……見つけた！」


　隊ミ長オが指さす方向──坑こう道どうの最さい奥おう、小さな空くう洞どうの中央部に置かれた金きん属ぞく製せいの箱。それを前に、ミオ一行は感動の声を上げた。


「やったぁぁっ！」


　五人が一いつ斉せいに宝箱へと駆かけていく。しかし。


「待ちなさい！」


　聞き覚えのある声が響ひびいたのはその時だった。振り返り、生徒五人が目を見開く。


「エンネ先生？　それにミラー先生とゼッセル先生まで？」


「あなたたち、こんな場所で何をしてるの！」


　毅き然ぜんとふるまうエンネ教きよう師しに対し、生徒は当然とばかり口を揃そろえて反はん論ろんした。


「宝たから探さがしです。そんな先生たちこそ何を？」


「そ、それは……」


　言いよどむ教師たち。その隙すきに──


「お宝取ったりぃ──！」


　宝箱をミオが抱かかえ上げていた。


「待てっ、その詩集を渡わたすんだ！」


「──ししゅう？」


　ゼッセル教師が口走った単語に、生徒たちが一斉に目をぎらりと光らせる。


「し、しまった。思わず……」


「ゼッセル、お前って奴は」


　ミラー教師が心底呆あきれかえるその傍かたわらで。


「ふっふっふ、なるほど！　このお宝触媒カタリストはシシュウという名前だったのね！」


　隊ミ長オが、まるで的外れな推すい理りに酔よっていた。


「く、今はそれに突つっこむ時間も惜おしいわ！　あなたたち、それを今すぐこちらに渡しなさい」


「そうはいかないもん。ネイト君、パスっ！」


　駆け寄るエンネ教師に対し、ミオが一ひと際きわ離はなれた場所にいる少年へと宝箱を投げ渡す。


「ネイト君、行って、あたしに構かまわず！」


「は、はいっ！」


　ネイトが箱を抱えて走りだそうとしたまさにその時、突然に頭上の岩がん盤ばんが揺ゆらぎ始めた。


　ゴッゴゴ……ゴゴッ……


「な、何これ？」


　雷らい鳴めいにも近い地鳴りに、抱えていた宝箱がネイトの腕うでから滑すべり落ちた。


「……そういや誰かさんの名イ詠モ生ム物シ、やたらめったら地じ盤ばんを掘ほり返す習しゆう性せいがあったな」


　そんな中、青ざめた様子でミラー教師が思いだしたように口を開けた。


「この坑道、穴あなだらけでもう保もたないぞ」


　まさか、坑道が落盤で埋うまる？


　坑道の奥から押し寄せる、視し界かいを埋め尽つくすほど大量の真っ黒い土ど砂しや。それを見て──


「に、に、に……」


　ぽつりと、誰かが言った。


　頭上から次々と落ちてくる岩盤を前に。


『逃げろぉおおっ！』


　初めて、生徒と教師の間に共通の意い識しきが芽生えたのだった。
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「──裏うら山やまは岩盤が緩ゆるんで地じ盤ばん沈ちん下か」


　職員室にて、怒いかりを押し殺したような女性の声が響ひびき渡る。


「おまけに学園の校庭では、誰かさんが名詠したイモムシが住み着いちゃって大おお騒さわぎ。裏山に入った生徒を止めるどころか、教師が事じ態たいを悪化させるだなんて」


　大げさに溜ため息いきをついて、ジェシカ教師長は職員室に正せい座ざする教師三人を見やった。


「あなたたち、生徒の頃ころと何も変わってないのね。教師になって少しはおとなしくなったと思ってたのに」


　何を隠かくそう三人とも、かつて学生時代は、この教師長に学んでいた生徒である。


「……先生、ごめんなさい」


　しょぼくれる教師たちの隣では。


「あなたたち、裏山は許きよ可かなく入っちゃだめって、看かん板ばんに書いてあったでしょ！」


「……先生、ごめんなさい」


　同じく一列に正座したまま、担たん任にんのケイト教師に叱しかられる生徒五人の姿すがたがあった。


「まったく。幻の触媒カタリストだなんて、そんなのあるわけがないでしょうに」


「違ちがうんです！　あたしたちは本当に見──」


　ミオが必死に弁べん解かいしようとする前に。


「いい加か減げんにしなさい！　特に主犯のミオ、反省レポートの覚かく悟ごはできてるわね!?」


「い、いやぁぁっ！」


　ちなみに、この一週間後。


　今度は学園全体を巻まきこんで、第二次・幻の触媒カタリスト『シシュウ』争そう奪だつ戦せんが勃ぼつ発ぱつすることになる。でも、それはまた別のお話。




青奏　『アマデウスを超えし者』
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　これは、我われに襲おそいかかった突とつ然ぜんの事じ件けんを描えがいた話である。


　数多あまたの名めい詠えい生物の中でも最さい雄ゆうを自負する我をして、恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれた最さい恐きようの物語だ。


　先を知りたくば心して……ん？　ちょっと待てだと？


　お前、誰だれ？　だと。


　まさかとは思うが、我を知らんとは言うまいな。


　何、わからん？


　……まったく。ほら、あれだ。ネイトからアーマと呼よばれている──む。


「こら夜色飛びトカゲ！　何一人で窓まど枠わくに摑つかまって黄昏たそがれてんのよ！」


　ち。こんな時に限かぎってうるさいのが来たか。


「あ、ちょっと、逃にげるなぁ、また大おお騒さわぎになるでしょ！　ほらネイト、キミもさっさと捕つかまえるの手伝いなさい！　あ、飛んだ！　待ちなさいってば！」


　今のは気にするな。


　ネイトの同級生である、クルーエルとかいう小こ娘むすめの戯ざれ言だ。


　さて話を続けるとしよう。


　物語の発ほつ端たんは確か、ネイトと共に初めてこの学園を訪おとずれた二日後だったか。


　ネイトが登校初日に馬ば鹿かをやらかしたので、不安になって我もこっそりとネイトの鞄かばんに忍しのびこんだ時があってな、その日に起きた事件、いや悪あく夢むだ。
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　強きよう烈れつな熱波が、じりじりと肌はだを焼く季節。


　大陸辺へん境きようの地に建けん設せつされた名めい詠えい専せん修しゆう学校トレミア・アカデミーでは、この暑さにもかかわらず、生徒たちがそれぞれ専せん攻こう色しよくの名詠練習に取り組む姿すがたがあった。


　学園の生徒全員が今までの勉強成果を発表する、競演会コンクールと呼ばれる一大イベントが控ひかえているからだ。


　直ちよく射しや日光で陽炎かげろうの昇のぼる校庭で、汗あせだくになりながら名詠の練習に勤いそしむ生徒たち。それをこっそり遠とおくに眺ながめる、金きん髪ぱつ童顔の少女がいた。


「……うわぁ、みんな頑がん張ばるなぁ」


　頰ほおを伝う一ひと筋すじの汗を手の甲こうで拭ぬぐい、ミオ・レンティアは木こ陰かげで溜ため息いきをついた。真夏の校庭で何時間と立ちっぱなし。自分には真ま似ねできない荒あら修しゆ行ぎようだ。


「う～、暑いねえ。アーマは平気？」


　額ひたいに浮うき出る小こ粒つぶの汗を拭い、ミオは肩かたに乗せていた名詠生物を胸むな元もとに抱だきかかえた。


　子こ猫ねこほどの大きさがある、トカゲに酷こく似じした外見を持つ名詠生物である。


　ゴツゴツした夜色の鱗うろこや細い四し肢し、すっと伸のびた尾お。見れば見るほどその姿はトカゲそのものなのだが、当の名詠生物に言わせるならトカゲではないらしい。よく見ればその背中に一対ついの翼つばさがあることも分かるし、何より。


『ミオ、心頭滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずし、という教えを知らんのか』


　人の言語を話すトカゲなど、ミオは今まで見たことも聞いたこともなかった。


「……それ、どこの地方の無理難なん題だい？」


　眉まゆをひそめるも、あっさりと首を横に振るアーマ。


　どうやらこの夜色トカゲも詳しよう細さいは覚えていないらしい。もっとも、インテリのようで、どこか抜ぬけているのがこの名詠生物の特とく徴ちようなのだが。


『それより、暑いのならば氷でも詠よびだせばいいではないか』


「それができれば苦労はしないよー」


　自分たちが学ぶ名詠式は『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Beorc緑』・『Surisuz黄』・『Arzus白』の五色に区分されており、その色と同色の物体を詠び招まねく技ぎ術じゆつである。このアーマという名詠生物だけは夜色名詠という名詠色によって名詠されたものだが、それは例外と言えるだろう。


　通つう常じようの氷や水の類たぐいは青色名詠で、ミオの専攻は緑色名詠。教きよう師しの中には複ふく数すうの名詠色を修しゆう得とくした者も少なくないと聞くが、一学生の自分にはまだまだ遠い先の話だ。


『いっそネイトや小娘クルーエルと合流するか』


　アーマの告げた名前の相手を脳のう裏りに描き。


「んーどうしよう」


　頰ほおに指先をあて、ミオは考えるフリを繕つくろった。


　ネイト、そしてクルーエル。二人ともミオのクラスメイトだ。昼食や実習などで一いつ緒しよに行動することも多い。今日の午前中も三人で、名詠に使用する触媒カタリストの調合実験。それをもとに、午い後まは実じつ際さいに名詠で試用する実験中なのだ。


　現げん在ざい、ネイトとクルーエルは自分たちから離はなれた場所で名詠の練習中。なぜ離れた場所かというと──


〝ねえミオ。わたしたちの練習が終わるまで、ちょっとこの夜色飛びトカゲの相手してやってもらっていいかな〟


　このお喋しやべりトカゲが一緒にいては名詠に集中できないからと、クルーエルからこっそり頼たのまれたからだ。


「外歩くのは暑いからパス。ほら、校こう舎しや内に入ってよっか？」


『ふむ、まあいいだろう』


　思いのほか素す直なおに頷うなずく夜色トカゲ。


『ところで、それならば校舎を案内してほしいのだが』


　と思いきや、その名詠生物が胸元で翼を小さく羽ばたかせた。


「案内？」


『うむ。ネイトが通う場所だからな。我われとしても構こう造ぞうを知っておかなければ』


「おー、いいよいいよ。うちの学校の生徒はみんな好こう奇き心しん旺おう盛せいだから、アーマだけでうろちょろすると捕つかまっちゃいそうだし」


　それに学校の案内なら、クルルやネイト君が名詠の練習終わるまでゆっくり時間も潰つぶせそうだもんね。


「んじゃあまずは一年生校舎内を案内してさ、次に部活とか同好会を教えたげるね。それじゃ、学校探たん検けんにしゅっぱーつ！」


　アーマを両手で抱かかえ、ミオは自分たちの通う一年生校舎へと歩き出した。
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『……むう、学校というのは面めん倒どうなものだな』


　ミオに抱きかかえられたまま、アーマはぼんやりと廊ろう下かの天てん井じようを見上げた。


　校舎だけで一年生棟とうから四年生棟まで、他ほかにも総そう務む棟や図書管理棟やらが広大な敷しき地ちに建ち並ならぶ。たとえば総務棟だけでも職員室に職員控ひかえ室、情じよう報ほう処しよ理り室しつに医い務む室など、挙げていけばキリがない。学園全体となればその構造も相当に複ふく雑ざつだ。


「と、大体これで見終わったかな」


『うむ校舎の構造は把は握あくした。部活とやらがいまだによく分からんが……とりあえず小娘クルーエルが護ご身しん部だというのだけは理り解かいした』


　ミオの呟つぶやきに、アーマは大きく首を振った。


「うんうん。トレミアはねー、ほら、生徒数が多いから部活もいっぱいあるんだよ。うちのクラスの子だと、たとえばサージェスが登山部でエイダが鎗そう術じゆつ会かいとかだね」


『ミオは何か入ってないのか』


　上向きに、自分を抱きかかえている少女を見上げる。


「あたしは家遠いから。でもねでもね、公式の部活じゃないけど、有ゆう志しで同好会に入ってるんだ。怪かい談だん研究会っていうの」


『……怪談だと？』


　思いもよらぬ単語に、思わずアーマは表情をしかめた。


　自分が付き添そっている十三歳さいのネイトですら、そういったものを怖こわがる時期はとうに卒業している。ミオはそれより三歳上、おまけに学校の試験でも成せい績せき上位と聞いている。彼女がまさかそんなものに加入しているとは。


「うん。母体がミステリー調ちよう査さ会でね、こっちの方は加入者が百人超こえてるの。夏には肝きも試だめし大会もするんだから」


　……怪談、実に幼よう稚ちな。


　そう思うもそこは大人（？）、口には出さないアーマであった。


『大方、名詠生物でも出して驚おどろかすといったところか』


「ふふ。そこらへんは秘ひ密みつだよ～？」


　悪戯いたずらっぽく笑うミオの表情から推すい測そくするに、当たらずといえども遠からずというところだろう。


「ええと、ここらへんで大体説明しおわったかな」


　一年生校舎一階の北ほく端たん、通路の行き止まりを目前にしてミオが踵きびすを返す。


　自分たちの教室へと向かおうとし──唐とう突とつにミオの足が止まった。


『ん、ミオどうした』


　アーマが訊たずねても、ミオは通路の奥おくにある教室をじっと見つめたままだ。


　教室名は、第三実験室？


「あー、いい匂におい。クッキーかなケーキかな！」


　彼女の言葉どおり、確かにこの通路にはほのかに甘あまい匂いが漂ただよっている。匂いの発はつ生せい源げんは、どうやらミオが見つめる教室からのようだが。


『ここは？』


「第三実験室。料理研究会が使ってる場所だよ」


　にこやかに告げ、ノックもせずにミオが扉とびらを開ける。途と端たん、むわっとした熱気が顔に張はりついた。ざっと見渡して総そう勢ぜい十数人だろうか。まな板の上の魚と格かく闘とうしている者、吹ふきこぼれそうな鍋なべをじっと凝ぎよう視しする者。教室一つがまるで厨ちゆう房ぼうのようなありさまだ。


「ちわー。キリエいる？」


　ミオの声に、エプロン姿すがたの生徒の一人が振り向いた。


「あらミオ、どうしたの。もうすぐ競演会コンクールなのに、こんなところで油売ってていいのかしら」


　黄金に輝くウェーブがかった長ちよう髪はつに、翡ひ翠すい色の瞳ひとみをした少女だ。


　大人びた顔だちとスタイル、僅わずかに憂うれいを帯びた瞳と物静かな声こわ音ね。少女と呼ぶよりは大人の女性を想おもわせる雰ふん囲い気きがある。


「それはキリエだって一緒でしょー。こんなとこでまたお菓か子し作ってて。せめてクラスの飾かざりつけ担たん当とう分はちゃんとやってね！」


　腰こしに手をあて、ミオが頰ほおを膨ふくらませる。


「分かってるわよ。でもね、どうせ入学したての一年生わたしたちが名詠式で発表できることなんて限かぎられてるし、あんま気負ってもしょうがないでしょう」


　口元に手を添そえてしっとりと微笑ほほえむ少女。


『ミオ、こいつは？』


　彼女に聞かれぬ程てい度どに声を押し殺し、アーマはミオに耳打ちする。


「キリエだよ。うちのクラスの子」


『こんな女、本当にクラスにいたか？』


　ふしぎと、アーマにはこの女子生徒の顔が思いだせなかった。


　ネイトのクラスメイトについては、ネイトの鞄かばんに隠かくれていた時にこっそり顔を盗ぬすみ見ている。その時ほぼ全員の顔を把は握あくしていたはずだったのだが。


「キリエは授じゆ業ぎよう以外、ずっと第三実験室に籠こもってるからね。すごいんだよー、一年生なのにもう料理研究会の副部長なんだから」


　その会話を聞き取ったのか、キリエがきょとんとした表情でミオの胸元を指さした。


「ねえミオ、あなたが胸に抱いてるのは何？」


「ん、ああ……えっと……トカゲ？」


　返答に迷まよったのか、ミオがふらふらと視線を宙ちゆうに泳がせる。


『まあ、今はそれで仕方あるまい』


　トカゲは気にくわないが、大たい層そうなことを言って話を面めん倒どうにしても困こまるのは自分である。不満を押し殺し、渋しぶ々しぶながらアーマは頷うなずいた。


　名詠専修学校トレミア・アカデミーの生徒なのだからキリエも当然名詠の覚えはあるはず、名詠生物の自分が喋しやべっても平気だろう。


「あらあら、珍めずらしいトカゲね」


　表情をしかめるかとも思ったが、意外にもこの女子生徒は少しも動じた素そ振ぶりを見せなかった。アーマ自身、大たい概がいの女子はハ虫類の類たぐいを嫌きらうものとばかり思っていたが、彼女はそうでないらしい。


　にもかかわらず。


　……なんだ。この女の不ふ可か解かいな視線は。


　ふと感じた寒けに、反はん射しや的にアーマは全身をふるわせた。過か去こあまり経けい験けんしたことのない、奇き妙みような色の輝きを秘ひめたキリエの視線。背せ筋すじがむず痒がゆくなるような、どこかうすら寒くなる笑えみだ。


『ミオ、ほらさっさと次に行くぞ、次』


　肩かた越ごしにミオへと小声で伝える。原げん因いんが何かは分からないが、こうした悪お寒かんの付きまとう場所に長なが居いすることはない。


「そう？　じゃあ行こうか」


　ミオが踵きびすを返そうとした矢先。


「ねえミオ、もうすぐクッキーが焼き上がるのだけど、せっかくだから食べていかない？」


　オーブンの方をキリエが指さした。


「あ、やっぱりクッキーだったんだ。このいい匂におい！」


「ええ。そろそろお茶の時間だしね。ミオの好きなハーブティーもあるわよ」


「いいねいいね！　じゃあ待つ待つー」


『あ、ミオ待て！』


　慌あわてて制せい止ししようとするも、ミオに抱かかえられたまま、アーマは教室の中に入っていった。


「あと十分くらいで焼き上がると思うわ……あ、そうそう」


　オーブンの方をちらりと一いち瞥べつし、キリエが思いだしたように手を叩たたく。


「ねえミオ、ちょっと頼たのみ事いいかしら。図書館から借りた本を返すの忘わすれてて、今日が期き限げんだったの。図書館が閉しまるといけないし、わたしオーブンの見み張はりしなくちゃいけないから」


「いいよー。じゃあちょっと行ってくる。アーマ、少しここで待っててね」


　世界の珍ちん食しよく材ざい大たい全ぜんと書かれた本を携たずさえミオが立ち上がる。その背せ中なかを見送り、アーマは一人ぽつんと椅い子すの上に残された。


　……ふむ、まあすぐに帰ってくるか。


　目をつむり椅子の上で丸くなる。だがそれもつかの間。自分へと近づいてくる足音に、アーマは薄うす目めを開けた。眼がん前ぜんに立つ、オーブンの番をしていたはずのキリエ。


　心なしか先さつきよりますます爛らん々らんと、その目つきが怪あやしげに輝いて見える気が。


「ねえ、あなた」


　無視しようかとも思ったが。


「わたしね。あなたのこと、一目見た時から気になっていたの」


　──気になっていた？


　反射的に、アーマはキリエへと顔を持ち上げた。


「いえ、違ちがう。ずっと探さがし求めていたと言った方が適てき切せつかしら」


　トカゲに似にた外見の自分を怖おそれることもなく、薄うす紅べに色のマニキュアに彩いろどられた繊せん手しゆがつっと背中を撫なでる。


「わたし、あなたを探してた」


『ほう、探していたとな』


　内心の訝いぶかしみを隠かくしたまま相手の言葉を反はん芻すうした。


「ええ。わたし、あなたの正体を知っているもの」


　今度こそ、アーマは自らの耳を疑うたがった。


　我われの正体？


　そんなはずがない。かつてイブマリーによって名詠された夜色の名詠生物。だが自分の正体をそれと知っているのは、今ではその息子むすこのネイトのみ。だがネイトがそれをむやみやたらと話すはずが。


『随すい分ぶんと浅はかな陽動だな』


「あら本当よ。あなた、あの伝説の──なんでしょう？」


　畏おそれを含ふくんだ口調。だがそれは疑ぎ問もんではなく確かく認にんの声こわ音ねだった。


　伝説の──


　その言葉に続く単語として、アーマが真っ先に思い浮かべたものが「真精」だった。


　自分がこの世界において伝説になったことは決してない。だが並なみの名詠士から見れば、確かに真精は畏い怖ふすべき存そん在ざいとも言える。竜ドラゴンや有翼馬ペガサスなど、伝説や伝でん承しように名を残す名詠生物も数多く存在するのも事実だ。


『お前、どこで我の存在を知った』


　睨にらみつけるも彼女の表情に揺ゆらぎはない。


「図書館の倉庫を漁あさっていたら偶ぐう然ぜん見つけたの。古い、古い本よ」


　微笑ほほえみを絶たやさず、瞬まばたき一つせず見つめてくるキリエ。


「あなた伝説のアレなのでしょう。きっと偶然なんかじゃない。わたしね、これって運命の出会いだと思うの」


　……経いき緯さつは分からんが、どうやらこの女の言うことはそう間ま違ちがってはいないようだな。


　彼女の視線を真っ向から受けとめ、アーマはしばし沈ちん黙もくを続けた。が、どうやら誤ご魔ま化かすのは難むずかしいらしい。


『女、決して他人には言うなよ』


　諦あきらめ混まじりに首を振り、アーマはゆっくりと頷いた。


「ええ、もちろん言うわけないわ」


　恥はじらうかのように、頰ほおを紅こう潮ちようさせてうつむくキリエ。


「そんなことして、他の奴やつらに横取りなんてされたくないもの」


　……横取り？


　アーマが疑問の声を発するより早く。


　がちゃっ──がちゃ、がちゃんっ！


　第三実験室の入口に、分ぶ厚あつい南ナン京キン錠じようが内側から掛かけられる音がこだました。


「副部長、施せ錠じよう完かん了りようしました！」


「ありがとう、あなたたちは冷れい蔵ぞう庫こから他の材料を持ってきて」


　姿し勢せいを正し、一年生であるはずのキリエに敬けい礼れいを送る上級生たち。


「はっ！　しかしコレの処しよ理りはどういたしましょう」


「わたしが直じき々じきに処理します。せっかくの獲え物ものよ。部長なんぞにむざむざ譲ゆずってたまるもんですか」


　口早に他部員へと指し示じを飛ばす副部長。


　心なしか部屋の空気が変わった気がする。いやそもそも、ミオが帰ってくることが分かっているというのに、なぜ内側から鍵を掛ける必要が？


『おい、どういうことだ？』


　副部長へと訊たずねるも返事はない。


『キリエと言ったな、キリエ？　ミオが──』


　その途と端たん。


　ぐるりと、女子生徒は背を向けたまま首だけをこちらに回してきた。


『うっ？』


　無言の重じゆう圧あつに押され、思わず後ずさる。


　本当に発光しているかのように爛々と輝く瞳に、うっすらと笑みの形に歪ゆがめられた唇くちびる。振り向いた少女は、それこそミオの言う肝試しに出てくる幽霊ゴーストのような表情だった。


『な……お前は？』


「──ああっ、とうとう巡めぐり会えた！」


　アーマの疑念をよそに、歓かん喜きの声をキリエが上げる。


「本で見たとおり。いえ、それ以上だわ。ねえ、あなた」


　恍こう惚こつの表情を浮かべ、独ひとり言のように呟つぶやく彼女。


　どこからともなく出で刃ば包ぼう丁ちようを取り出し、料理研究会副部長である少女はアーマ目がけて近づいてきた。


「あなた、とっても美味しそう」
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「……にしてもこの本、やけに古いなぁ」


　キリエから預あずかった本をしげしげと眺ながめ、ミオは眉まゆをひそめた。


　装そう丁ていは既すでにぼろぼろ。頁ページも変色し崩くずれかけている。


「世界の珍食材大全か、キリエも物好きなんだから。えーなになに。『第一章、伝説と化した古いにしえの食材』？」


　料理の本は普ふ段だん読まないが、そこは本の虫であるミオ。手にした書物は内ない容ようを確たしかめなければ気になって仕方がない。


「へえ、『お肌はだを美しく保たもつ食材』ねー。昔の人も今と同じこと考えてたんだね」


　ぱらぱらと頁をめくっていく、と、その時。


「あっ！」


　手にした古書から、茶色がかった頁が一枚まい分ひらりと足あし下もとに落ちていった。


　自分が壊こわしてしまったかと思ったが、単に本の耐たい久きゆう性せいが限界だっただけらしい。頁をつなぎ合わせる端はしの部分、その繊せん維いがぼろぼろでゴミ屑くずのようになってしまっていた。


「……あちゃあ、もう直せないっぽいなぁ」


　足下に落ちた頁を拾う。


「あれ？」


　頁にイラスト付きで載のっていたのは、その「伝説の食材」と称しようされた物だった。


　真っ黒い鱗うろこをした、子こ猫ねこほども大きさがあるトカゲの写真である。


「なになに、『一つ目岩モドキ蜥蜴とかげ。名の通り一つ目の、黒こく曜よう石せきに似にた皮ひ膚ふを持つ蜥蜴である。岩に擬ぎ態たいしているので発見は困こん難なんを極きわめる。だがグロテスクな見た目とは対照的に、その透すき通った肉は──』……なになに、『肌の健康を美しく保つと言われていた』って？　へえ、こんなのがねえ」


　しばしその写真を眺め、ふとミオは首をかしげた。


「……なんかこいつ、アーマが一つ目になったらこんな感じ？」


　アーマの方が多少大きいし目も二つだし皮膚の色も微び妙みように違う。しかしこの二匹が並んでいれば、初めて見る人間ならばきっと区別がつかないに違いない。それほど全体の外見が酷こく似じしているのだ。


「キリエがこの本を借りてたのって、もしかしてこの一つ目なんとかってのを探したかったからかな？」


　この頁だけがひどくぼろぼろになっていたのは、きっと彼女がずっとこの頁を見ていたからに違いない。うん、きっとそうだ。


「やれやれ、まったくキリエってば」


　実家で親に食事を用意してもらっているミオは料理など得意でないし、特に興きよう味みのあるものでもない。


　だがキリエは違う。高級料理店のシェフを両親に持つ彼女は、幼おさない頃ころから相当な訓練を受けてきたらしい。当然将しよう来らいの夢ゆめも一流の料理人になることだそうだ。


　──あれ。でもそれじゃあ、なんでキリエはこんな名詠専修学校に来てるの？


　青色名詠の専せん攻こう生徒として入学してきたキリエ。彼女と同じクラスになって一ひと月つきほど経たった頃、ミオは直ちよく接せつその疑問を訊たずねてみたことがあった。


「……キリエの料理好きもハンパじゃないからなぁ」


　呆あきれ隠かくしに一人で肩をすくめる。なにせ彼女が名詠士を目指す理由は、世界のいまだ見ぬ食材を名詠式で詠びだすためだというのだから。ちなみに目下のところ、彼女の目標は青色名詠で青魚を詠ぶことらしい。


「まあでも、いくらキリエでも……アーマをこいつと間違えちゃうなんてことは……さすがにないよね」
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「見つけた。とうとう見つけたわ、伝説の食材を」


　殺気にも似た何かを身体からだ全体から放出しつつ、キリエがじわりじわりと近づいてくる。


『食材だと？』


「ええ。あまりに高こう貴きな食材であるという理由で乱らん獲かくされた挙げ句く、最後には絶ぜつ滅めつしたと言われていた一つ目岩モドキ蜥蜴。永えい久きゆうの美び貌ぼうと言わないまでも、口にすれば十年はお肌はだの美しさを保つ作用があるという究きゆう極きよくの食材。まさかこの学園にいたなんて」


　きょろきょろと辺あたりを見回して、ようやくアーマは事情が呑のみこめてきた。


『それ、もしや我われのことか』


「もちろん。あなたさっき自分で認みとめたじゃない。伝説の蜥蜴だって」


『なんだと？』


　必ひつ死しで会話を思い返す。伝説の──。確かに、彼女は伝説のアレとしか口にはしていなかった気がしてきた。


『……むぅ、尊そん厳げんとか名めい誉よとか、何かとても大事な部分を勘かん違ちがいされた気がするが』


　弁べん解かいを試みるが、あいにく彼女の耳には届とどいていないらしい。


「逃にがしはしないわよ。ミオには、あの蜥蜴はどっか行ったとでも伝えておくわ」


　両手に包丁を構かまえ距きよ離りを詰つめてくるキリエ。


　口元の微び笑しようと対照的に、その両目は射い貫ぬくように鋭するどい。


『ほう、悪くない視し線せんだ。我に挑いどむというのか』


　その眼がん光こうを真正面から受けとめ、アーマもまたすぅっと目を細めてみせた。


『なるほど、確かに弱肉強食は世の摂せつ理り。それを知った上で夜の真しん精せいたる我に刃やいばを構えるその心意気、まずはなかなかの度ど胸きようだと誉ほめてやろう。……だが！』


　目をつむり、大おお仰ぎように首を振る。


『だが悲しいかな、たとえお前がどれほどの存そん在ざいであろうとも、我の前では風の前の塵ちり、もしくは子猫の前のタンポポに等し──』


　言い終えるその前に。


　ずどんっ！


『…………ずどん？』


　一瞬目を閉じていただけ。その隙すきに、銀色に輝く出刃包丁が自分の首筋を通つう過かし背はい後ごの壁かべに突つき刺ささっていたのだ。


『なっ……！』


　思わずその包丁を確かく認にんする。金きん属ぞく製せいのはずの扉とびらに根本まで突き刺さった出刃包丁。包丁の鋭さもそうだが、並なみの力で投とう擲てきしてもこんな芸当は不ふ可か能のうだ。そう、それこそ人間離れした桁けた外はずれの腕わん力りよくが必要なはず。


　たまたま首を振っていたせいで運良くかわせたらしいが、今もし仮かりに、言葉のさなかに首を振っていなかったなら──


『な、ちょっ……これは洒落しやれにならっ……！』


「へえ、よく今のをかわしたわね。さすがは伝説の素材と言ったところかしら」


　感心したように軽く口笛を吹ふくキリエ。その両手にいつの間にやら、先さつきの包丁よりも巨きよ大だいな刃は渡わたりの鉈なた。刃の先にはなぜか血けつ痕こんらしき赤い物が付着していたりする。


「けれど、この世に生をうけて十六年。宮きゆう廷てい料理人にのみ伝わる秘ひ道どう、〈三さん味み一いつ殺さつ闇やみ鍋なべ式〉を極きわめたわたしから逃げ延のびた食材は存在しない」


　や、闇鍋式……、名詠式の亜あ種しゆか何かか？


　初めて聞く単語である。だがそれがとてつもなく危き険けんな類たぐいのものであることだけは、アーマにも直感的に理解できた。


『お、おい。なんだその怪あやしげな名前は！』


「……うふ、ふふふ……うふふふふふふふ」


　ずるりずるりと、ゾンビの如ごとく足を引きずるようにキリエが近づいてくる。


　かつて体験したことのない殺気、それこそこうして対たい峙じしているだけで全身が麻ま痺ひしていくかのような。──気づいた時には、アーマは椅い子すから飛び降おりて後ずさりしていた。


　……な、なんだこの女。


　およそ人間とほど遠い、氷のように冷たい極ごつ寒かんの空気を漂ただよわせる女子生徒。その両目からは、どす黒い狂きよう喜きの光が滲にじみでている。


　間ま違ちがいない、こいつは本気だ。本気で──


『ま、待て！　我はそんな蜥蜴とかげじゃないぞ！』


「あら往おう生じよう際ぎわが悪い。あなたも伝説の一つ目岩モドキ蜥蜴なら、おとなしく活いけ作りにされなさいな」


『……いや。そもそも我は一つ目じゃないだろうに』


　が、的を射いたはずの反はん論ろんも彼女には通用しなかった。


「ああ、料理の神よ。本日の糧かてに感かん謝しやします。やったわ、今日は晩ばん餐さん会かいよ！」


　訳わけの分からない言葉を叫びつつ、人間離れした速度で突進してくる料理研究会副部長。


『話をきけええええっっっ！』


　第三実験室に、夜色飛びトカゲの悲しげな悲鳴がこだました。
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「……あれ」


　草むらに腰こしを下ろした姿し勢せいで、ネイトはふと顔を持ち上げた。


「ん、どうしたのネイト」


　自分のすぐ隣となりにいた緋ひ色いろの髪かみの少女、クルーエルが腕うで組ぐみしたまま見つめてくる。こちらは細木の幹みきに背せを預あずけた姿勢だ。


「なに？　まさかまたあの上級生が来た？」


　実のところつい数分前、学園の上級生に目をつけられて絡からまれたばかり。それ自体は、枯かれ草色のコートを羽は織おった名詠士によって助けられたのだが。


「い、いえ。それじゃないです」


　視線を鋭するどくする少女に向け、慌あわてて首を横に振った。


「今……なんかアーマの悲鳴が聞こえた気がして」


「あの夜色飛びトカゲが？　あんな生意気な姿からはあんまり想像できないわね」


　やれやれと腕を組み、クルーエルが苦く笑しようする。


「アーマは普ふ段だんずっとあんな感じですから。アーマが本気で悲鳴を上げてるのを見たのは僕も一度きりです。一度母さんを本気で怒おこらせて、あの時はアーマ、本気で怯おびえてたっけ」


「ネイトのお母さんのこと？」


「ええ。包丁持ってアーマのこと追いかけてました。僕は怖こわくて隠れてましたけど」


「……君のお母さん、案外すごいところあるんだね」


　呆あきれ半分驚おどろき半分といった表情でクルーエルが呟く。


「そ、そうですね」


　何と返事してよいか分からず、ネイトはぼんやりと空を見上げた。


　クルーエルさんは信じてないみたいだけど……だけど今、確かにあの時とよく似にたアーマの悲鳴が聞こえた気がしたんだけどな。
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　トレミア・アカデミー図書管理棟。通つう称しよう、図書館にて。


「えーと、ミオさん」


　そう言ってきたのは図書室の受付に座すわっていた図書委員だ。同学年の女子生徒で、クラスは違えど図書館仲間としてすっかり顔なじみの仲だ。


「この本、借り主はキリエという方になってますけど？」


「あ、そうなの。わたしが代理で来たんだけど……だめ？」


　いえいえ。そう答えながら接せつ客きやく用の笑え顔がおで微笑ほほえむ彼女。


「返へん却きやくされるならこちらとしては誰だれに来てもらっても構かまいませんよ。ただこのキリエという人って、まさかあの料理研究会副部長なのかなって」


　キリエ──この学校にも同じ名前の生徒はいるかもしれないが、料理研究会の副部長を務つとめているのは彼女ぐらいのものだろう。


「そうだけど、それが何か？」


　するとその図書委員は呆あきれたような微び苦く笑しようのような、どれとも似つかない複ふく雑ざつな表情で。


「ううん、そのキリエさんて学校の一部ではとても有名なんですよ。なにせあの猛も者さ揃ぞろいの料理研究会で、まだ一年生ながら副部長の座ざを手に入れた人なんだから」


「へ？　猛者って？」


「うちの学校、正式な料理クラブは別にあるのは知ってる？　でもなぜか料理研究会という部活も別にあって……なんていうか……後者そつちはすごく怖こわいの。よく言って、刃は物ものマニア同好会ってくらい」


「ちょ、ちょっと待った！」


　よく言って刃物マニア同好会って。


「ね、ねえ……それって悪く言えばどうなっちゃうの？」


「えーと、刃物で肉を切り裂さく感覚がたまらない怪かい人じんの巣そう窟くつ、かな」


「怖こわっ！」


　予想を遥はるかに超こえた生々しい表現に、思わずミオは悲鳴を上げた。


「刃物で肉を？　キリエが？　そんなはずないよ！」


　キリエのおとなしい性せい格かくからも想像がつかないし、自分が遊びに行った時だって、他ほかの部員もとても穏おん和わで優やさしい人たちばかりだったではないか。


「うん、でも実際、完全実力主しゆ義ぎの部活ということでも有名なの。部長選びの際さいは部員が校こう舎しや屋上に集結して、刃物アリ不意打ちアリの集しゆう団だん乱らん闘とう生き残り戦だとか。今年も相当数が病院送りになったらしくて。料理というのは名ばかりの、トレミア・アカデミーでも五本の指に入る武ぶ闘とう派はサークルだったかと」


「……そういえば一度、キリエが肩かたから腕うでにかけて包帯を巻いて登校してきたことがあったかも」


　あの時彼女は「ちょっと料理に手間取ったの。十五人前はさすがに苦戦したわ」などという返事をしていたけれど。


「うーん。なんかホントのような噓うそのような」


「まあわたしも図書委員の先せん輩ぱいからの又また聞ぎきですから」


　言った本人自身、噂うわさ半分と言った面おも持もちで苦笑する。


「そうだよね。キリエがそんな怖いことしてるわけないもん」


　本を返却し、自分が借りる分の参考書を探しに本ほん棚だなへ。緑色のハードカバーである資し料りよう集へと手を伸のばしかけ──


「ん？」


　突とつ如じよどこかから聞こえてきた絶ぜつ叫きように、つとミオは背はい後ごを振り向いた。


　……今の悲鳴、なんかアーマの声に似てたような。


「んー、でもアーマはキリエが面めん倒どう見てくれているはずだからなぁ」


　数秒額ひたいに手をあてて考えるも。


「ま、気のせいか」


　あっさりと今の悲鳴を忘れるミオだった。





『くっ、なんという執しゆう念ねんっ！』


　狭せまい実験室の中、背中の翼つばさを必死に羽ばたかせ、アーマは死に物狂ぐるいでキリエの攻こう撃げきを回かい避ひし続けていた。


「あはは！　すごい、すごいわよ一つ目岩モドキ蜥蜴とかげ！　まさか空も飛べるなんてね！」


　興こう奮ふんしきった声でその後を追う料理研究会副部長。


　ちなみに。数分前まで持っていた鉈なたではなく──彼女の持つ得え物ものはいつの間にやら、丸太でも一息に切せつ断だんできそうな大おお斧おのになっていたりする。


「もう、そんなにわたしを焦じらさないでってば！」


　頰ほおを紅こう潮ちようさせ、恥はじらうような表情をみせる可か憐れんな女子生徒キリエ。ただしそんな時でも、手にした斧を果くだ物ものナイフのように軽々と振り回すのだけは忘れていない。


『だ、か、ら！　本物の一つ目なんたらならば空など飛べるはずないだろう！』


　声を限りにアーマが釈しやく明めいするものの。


「新種ということね！　ああ、もうだめっ！　ますます放ほうっておけない！」


『だから、ちがぁぁぁう！』


　頰を真っ赤に染そめ上げ、まるで恋こい人びとを追いかけるような表情のキリエには届とどいていないようだった。


　まな板、食材、果てには包丁まで。とにかく手当たり次し第だいめぼしい物を尾おで摑つかんでは空中からアーマが投げつける。投とう擲てきされた物体が次々と少女の頭上へと迫せまり──


「ふふ、無む駄だよ無駄！」


　キリエの手が一いつ瞬しゆんぶれる。その直後。頭上という死角から投擲されたはずのそれらが、美しい菊きつ花か切ぎりとなって床ゆかに落ちていく。


『くっ』


　ふらふらと、アーマは力なく床に着地した。今の自分では翼で空を飛んでいられるのは四十秒が限界。その時間がもう迫ってきていたのだ。


「どうやら限界のようね」


　じりじりと近づいてくるキリエ。対して、ずるずると後ずさるアーマ。だがすぐに、その背せは背はい後ごの壁にぶつかった。


『……く……もはやここまでか』


　前方はキリエ。横は部員が包ほう囲い網もうを敷しいている。頭上を飛んで逃にげるにも、もう数秒と保もつまい。背後は壁が──いや、待て、壁だと？


　ちらりと、周囲に悟さとられぬよう背後へと視し界かいを移うつす。


　やっぱりそうだ。この場所ならば、いやむしろ、生きてこの部屋を脱だつ出しゆつするにはもはやこれに賭かけるしかない。


『…………』


　微び動どうだにせぬままじっとキリエを見上げる。


「観かん念ねんしたかしら。でもよく逃げたわよ」


　微笑を浮うかべながら斧を振りかぶる副部長。


「ああっ！　わたしもう、あんまり嬉うれしくて気を失っちゃいそう！」


　轟ごう音おんを伴ともない打ち下ろされる鋭えい利りな斧。


　──今だ！


　斧が迫るより一瞬早く、アーマは床にべったりと身を伏ふせた。


「なっ！」


　その瞬しゆん間かん、キリエが初めて驚きよう愕がくの吐と息いきをもらした。アーマの頭上を掠かすめ、彼女の持つ斧がアーマの背後の壁を跡あと形かたもなく粉ふん砕さいする。


　そう、彼女がクッキーを焼いていたオーブンを。


「しまっ……！」


　甲かん高だかい音を響ひびかせながら、破は砕さいされたオーブンから大量の熱波が流れ出る。


　その矛ほこ先さきは、オーブンの真っ正面に位置する彼女へ。
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「きゃぁっ！」


　妙みように可愛かわいらしい悲鳴を上げ、至し近きん距きよ離りで熱波を浴びたキリエが後ずさる。


「あああっ、副部長！　平気ですか！」


　予想だにしていなかったことに、慌あわてて駆かけ寄よる他の部員。


「う……わたしは平気……それより一つ目──」


　同時。部屋の隅すみで、ガシャンと窓まど硝子ガラスの割われる音がこだました。


「あ」


　料理研究会、全員分の呆あつ気けにとられた声が重なった。


「しまった！」


　キリエが窓まど枠わくに身を乗りだした時には既すでに、伝説の一つ目岩モドキ蜥蜴は校庭へと着地したところだった。





「あれ、アーマ？」


　自分が借りた本を抱かかえ通路を歩くミオ。その前の通路に、何やら巨大なトカゲがぐったりと寝ねそべっていた。


『……ミオか』


　言葉すら朧おぼろ気げながら、それでものそのそと立ち上がるアーマ。


「どしたのこんなとこで、実験室で待っててくれてるかと思ったのに」


　ミオに抱だき上げられ、赤ん坊ぼうのようにアーマは必死でしがみついた。


『あの地は禁きん断だんの場所だった』


「うん？」


『最後の機転がなければと思うと……思いだすのも怖おそろしい』


　ややあって、ミオが首をかしげてみせる。


「なに？　よく分かんないけどそんな大変なことになってたの？」


『うむ。かつて一度だけイブマリーを本気で怒おこらせたことがあったが……それに勝まさるとも劣おとらぬ衝しよう撃げきを受けた。まさか一いつ介かいの小こ娘むすめ如ごときに我われが後おくれをとるとは』


「ん。ねえ、イブマリーって誰だれ？」


　そういえば、ネイトの母親の名前をミオにはまだ教えていなかったか。だが。


『……気にするな』


　もはや説明する気力も残っておらず、アーマはだらんと尾おを垂たらしてみせた。


『まったく、どうにも魅み力りよく的すぎるのも考えものだな。だがあいにく、自分ではどうしようもないから困こまる』


「うにゃ？　それ誰のこと？」


　ミオの問いを黙もく殺さつし、その代わり。


　大げさに、アーマは深い深い溜ため息いきをついてみせた。





　　　　２





　──どうだ、怖おそろしい話だったろう？


「こら夜色トカゲ、さっきから誰だれに向かって話してるのよ」


『……ふ、我ながら感かん傷しよう気味になっていたらしい』


　教室の窓まど際ぎわ。


　クルーエルにぎゅっと捕つかまえられた姿し勢せいながらも、アーマは鼻先をつんと空に向け。


『しかし今思いだせば、突とつ然ぜんのことだったとはいえ、我があのような相手に後れをとるとは恥はずかしい』


「相手って誰？　子こ猫ねことか子犬とか？」


『お前の予想など及およびもしない相手とだけ言っておこう。ま、次に会った時はあのようなことにはならんがな。今度こそ我の圧あつ倒とう的な存在感の前にひれ伏すことに──』


　その時。ガラッと音を立て、一人の女子生徒が教室に入ってきた。


　ウェーブがかった金きん髪ぱつに大人びた雰ふん囲い気き、どす黒い血けつ痕こんがなぜか大量に付着したエプロンをした少女である。


「あらキリエ、放課後にあなたが教室に戻もどってくるなんて珍めずらしいわね」


「ええ、ちょっと忘わすれ物を取……」


　夜色トカゲとその少女の視し線せんがぴったりと重なって──


『…………』


「…………」


「あらどうしたの、キリエもトカゲも黙だまりこんじゃって」


　一人と一匹ぴきを交こう互ごに眺ながめ、目を丸くするクルーエル。


「ふふ、ふふふ……ねえクルーエル？」


　妙に低い声で、エプロン姿の少女が口を開けた。


「どうしたのキリエ、改まって」


　直後、その少女はギラギラした目つきで風のように廊ろう下かを飛びだした。


「いいことっ、わたしが部室から包ほう丁ちようを持ってくるまで、その一つ目岩モドキ蜥蜴を絶ぜつ対たいに逃がさないでちょうだい！　大だい丈じよう夫ぶ、あなたにも取り分はちゃんと用意するから！」


『ぬおおおっ、こ、小娘！　我を捕まえている手を今すぐどけろっ！　早く！』


「ど、どうしたのよあなたたち、急に騒さわぎだして！」


『いいから、速すみやかに窓を開け──』


「ほっほっほ、待たせたわね一つ目岩モドキ蜥蜴、活いけ作りの準じゆん備びは万ばん端たんよ！　いざ、キリエ参ります！」


『ぐああっっ、もう現あらわれたあぁぁぁ……！』





　その翌よく日じつ、ネイトが朝一番に教室にやってきてみると。


　昨日きのう家に戻ってこなかったアーマとクラスメイトのキリエが、なぜか二人揃そろって目を回した状じよう態たいで、力つきたように、眠ねむる姿があったという。


「ねえクルーエルさん、なんで僕たちの教室が半はん壊かいしてるか知りません？　カーテンとか机つくえとか全部、すごい切れ味の良い刃は物もので切り刻きざまれたような痕あとが残ってるんだけど」


「さ、さあ。わたし知らないよ」


　ネイトの問いにクルーエルは妙に白々しく返事をし、そしてその後に。


　彼女は誰にも聞こえないようこっそりと。


「だってわたし……途と中ちゆうから怖こわくなって逃にげだしたから」




白奏　『花園に一番近い場所』
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　雲一つない晴天、暖かで穏おだやかな陽ひ射ざしが心ここ地ちよい。それは、そんなある快かい晴せいの日の、午後のことだった──





　大陸辺へん境きようの地に建けん設せつされた名めい詠えい専せん修しゆう学校、トレミア・アカデミー。辺境という点を活いかした広大な敷しき地ちを持つ、生徒数千五百人を数える大学校である。


　その広大な学園の広大な校庭で、数人の男子生徒がボール遊びに興きようじていた。


「ほら、ネイトそっち行ったぞ！」


「は、はい～っ！」


　悲鳴に近い声を上げつつも、飛んできた白いボールをネイトは必死で追いかけた。外見から推すい測そくできる年ねん齢れいはせいぜい十三、四歳だろう。まだ中ちゆう性せい的な顔だちと声。神しん秘ぴ的な夜色の髪かみと夜色の瞳ひとみをした、体格も周りの男子生徒より一ひと際きわ小こ柄がらで華きや奢しやな少年だ。


「えっと、オーマさん……これって地面に落としちゃだめなんですよね！」


　飛んでくるボールを胸むねで受け、ボールが地面に落ちる前に再ふたたび別の相手に向けて蹴ける。


「そうそう、さっき教えたとおりだって」


　ネイトの声に、鳶とび色いろの髪と目をした男子生徒の一人が頷うなずいた。オーマ・ティンネル、ネイトのクラスメイトで、教室では男子をまとめるクラス委員も兼かねた少年だ。


「たまには身体からだ動かすのも悪くないだろ？」


「うん、これ楽しいです！」


　円周状じように並ならんで、ボールを地面に落とさないように蹴って相手へ繫つなぐ。ただそれだけなのにふしぎと面おも白しろい。運動スポーツは体育の講こう義ぎで履り修しゆうしているのだが、放課後気楽に遊ぶというのもまた、普段の運動スポーツとは違ちがった楽しさがあるものだ。


「あ、オーマさんすごい！」


「そりゃ俺おれらはよくやってるからな」


　飛んできたボールを頭で受けとめ、そのまま器用に頭の上で静止させる彼。その言葉どおり、確たしかにネイト以外のメンバーはボールの扱あつかいも手て慣なれていた。


　彼らから渡わたされるボールはふんわりと山なりの軌き跡せきで落ちてくるため、不慣れなネイトでも受けとるのが容よう易い。逆ぎやくにネイトがボールをうまく蹴れなくても、とにかく向こうに飛べば誰かがちゃんと拾ってくれる。ゲームが続くから初ネ心イ者トでも楽しめるのだ。


「でもこんなに面白いなら僕たちだけじゃなくて、クラスの女子の人たちも誘さそってあげないんですか？」


「ふむ、女子とな」


　きらりと、オーマが途と端たんに表情を意味深なものにした。


「いい指し摘てきだネイト君。てか実を言うと前にも一度誘ったことがあったんだよ。女子の何人かは一いつ緒しよにやったこともあったんだが……」


「あったんだが？」


「あいつら何を勘かん違ちがいしたか、運動着じゃなくて制せい服ふくのままで来やがってさ。それで一度エライことになったの。で、担たん任にんのケイト先生にすげえ怒おこられた……俺だってまさかあんな下心なかったのに」


「下心？」


「いや、だから、うちの女子制服ってスカートだろ？　ボールを蹴る時にだな、色々見えるものがあったんだ。分かるだろ？」


　……何だろう、ボールを蹴る時に見えるもの？


　腕を組み、真しん剣けんに悩なやんだ挙げ句くネイトは。


「分かった、ボールの軌き跡せきですね！……あ、あれ、違うの？」


　自分では正解だと思っていたのに、なぜか周囲のメンバーはどんよりと肩かたを落としてしまった。


「あの、オーマさんてばなんで涙なみだを拭ぬぐってるんですか」


「ふ、いいんだよネイト。お前だけはいつまでもその純粋ピユアな心を持ち続けてくれ」


　制服の裾すそで涙を拭いつつボールを蹴る彼。


　と、その時だった。


「あ、やべっ！」


　オーマの蹴り上げたボールがネイトの頭を遥はるかに越こえ、校庭に隣りん接せつした部室の方へ。


　──ッリィィィッッンッッ──


　そして、見事に部室の窓を割わってしまった。


「あーやっちまったな……」


　ぼんやりした表情で口を半開きにする男子一同。ただ窓を割ったという失しつ態たいだけでなく、なぜかその表情には奇き妙みような怯おびえが混まじっていた。


「まっずぅ。よりによってあの部室だよ」


　頭を搔かきながら、こちらは苦く笑しようを浮かべるオーマ。


　窓まど硝子ガラスが割れた部屋をじっと見つめるものの、帰き宅たく部のネイトにはそれが何部の部屋か見当もつかなかった。


「あの部屋、何部なんですか？」


　すると、男子の一人がぼそぼそと。


「護ご身しん部ぶだよ、護身部」


　はて、護身部？　ネイト自身はこの学園に転入してから日は浅いが、その部活の名前はどこかで聞いたことがあったような覚えがあった。


「でも謝あやまれば許ゆるしてくれるんじゃないですか？　ボールだって返してもらえると思うんですけど」


「と、思うよな普ふ通つう。でもあそこ男子禁きん制せいなんだ」


　答こたえたのはオーマだった。


「そもそも護身つう名前がどうも、女を狙ねらう痴ち漢かんとか泥どろ棒ぼうを撲ぼく滅めつするって意味らしくてさ。そんなもんだから男があの部室に入ろうとすると、とにかく力ずくで追いだされるんだそうだ」


「はあ、なるほど」


「あの部活、活動文句が『危き険けんな夜道、襲おそいかかる牙きばを打ち砕くだけ！　唸うなれわたしの豪ごう腕わん、泣いて謝れ痴漢ども！』って噂うわさなの。あれ、『死して滅めつせよ痴漢ども！』だったっけ？　まあそんな感じ」


「……うちの学校、すごい部活があるんですね」


　ぼんやりと彼の話を聞き、ネイトが口にできたのはその一言だけだった。


「とにかく部長がすんげえ強きよう硬こう路線らしくてさ、男は一歩たりとも部屋には入れさせんて決まりになってるみたい。以前学園長が部室の調ちよう査さで入ろうとした時も、九日間交こう渉しようしてようやく入れたみたいだからな。部長自らの監かん視しつきで」


「じゃあ、どうするんです？」


「うーん。でもここで突つっ立っててもしょうがないしな、取りにいくしかないだろ？」


　のったりのったりした足取りで、一人部室の方角へと歩いていくオーマ。校庭から見えるのは部室の背面。表の入口へと彼は姿を消して……


「ちわーっす。すいませんー、遊んでたらボールがそっち行っちゃいまして」


　ややあって、オーマの声だけが聞こえてきた。


「謝りに来たのと、あとボールを返していただければと思って──って、あれ」


　聞こえるのは彼の声だけ。護身部の室内からは何の返事もないらしい。


「ちょ、ちょっと、無視しないでくださいってば！　誰かいるんでしょ？　せめて扉とびら開けて誰か出てきてもいいじゃないですか」


　業ごうを煮にやしたのか、次し第だいにオーマの声も大きく荒あら々あらしくなり。


「んじゃ、もう勝手に扉開けますよ」


　ガラッという、扉を開ける音。


「失礼しま…………っ……え、なにっ？」


　その途と端たん。彼の声が突とつ如じよ金切り声の悲鳴に豹ひよう変へんした。


「ま、待ってくれ、俺は別に……あぁぁああっっっっ！　ぐ、はぁぁっ！　い、痛いたっ！　痛い痛い痛い痛い！　ちょ、こいつら目がやべえ。本気だ、本気で俺を」


「お、オーマさん!?　何があったんですか！」


　校庭から思わずネイトは彼の名を呼よんだ。しかし。


「あああああ、ネイトっ、誰かっ、助け…………トゲ付き鉄球が襲っ……許ゆるしっ──」


　それを最後に、彼の悲鳴は突如として途と絶だえてしまった。


　再ふたたび不気味なほどに静まる護身部の部室。


「オーマさん？」


　ごくりと、ネイトは唾つばを飲みこんだ。





「……噂は本当だった」


　十五分後、オーマは全身に包帯を巻まいた状態で戻ってきた。いや、包帯によって全身をぐるぐる巻きに拘こう束そくされた状態といった方が適てき切せつだろう。


「麗うるわしき少女たちの楽園。だが、あの花園は鉄てつ壁ぺき、否いな、猛もう毒どくの花園だった……容よう易いには侵しん入にゆうさせて……くれ……な……無む念ねんっ！」


　吐と血けつし、ばたりとうつぶせに倒たおれる彼。


「お、オーマさん？　オーマさん？　しっかり！」


　もはや返事もしない彼を前に、ネイトたち残りの男子は息を呑のんだ。





　その、さらに五分後──


　奪うばわれたままのボールをいかに取り戻すか。ボールで部室の窓を割ったことへの謝しや罪ざいはさておき、ネイトたちはそっちの議ぎ論ろんに熱中していた。


「どうすんの？　やっぱ強行突とつ破ぱ？」


「ばか、オーマの遺ゆい言ごんを忘れたか。あいつらの非ひ道どうさはハンパないぞ。トゲ付き鉄球とか普通じゃないだろ」


「あ、あの……オーマさんまだ死んでないんですけど」


「んじゃ部室の鍵かぎを奪うばって、あいつらがいない間に？」


「でも罠わなとかありそうだな。無む断だんで入ったら毒矢とかがシュバッって感じで降ふってくるの。迂う闊かつに突っ込んでもオーマに続く犠ぎ牲せい者しやが増ふえるぜ」


「あ、あのですね、だからオーマさんまだ死んでないんですけど……なんかさっきもまた吐血してたみたいだけど。あ、でも」


　画期的なアイデアを思いつき、ネイトはぽんと手を打った。


「それならクラスの女ひ子とに頼たのみませんか。ボール取ってくるだけならきっと頼まれてくれるし、女の人なら護身部の人たちの対たい応おうだってあそこまでにはならないだろうから」


　だがしかし、周囲の反はん応のうは今一つだった。


「オーマが顔を見られてるんだ。なにせうちの男子クラス委員だしな、うちのクラスの女子が行ったところで怪あやしまれるだけだろ」


「じゃあクラス以外の女子に頼むの？　お前ら誰か知り合いいる？」


　顔を見合わせる一同。なにせここにいるメンバーは皆みなが皆、彼女を作ることより、こうして放課後に男連中で遊んだ方が楽しいという集しゆう団だんなのだから。


「んじゃあ、やっぱり策さくは一つしかないな」


「ああ、やるしかないな」


　意味深な面持ちで頷うなずく男子生徒たち。


「え、なにかすごい案でもあるんですか？」


「女じよ装そう」


　じょそう？　告げられた単語を頭の中で反はん芻すうし、ネイトは目をぱちくりと瞬しばたたかせた。


　女装。ネイトの記き憶おくが正しければ、男性が女性の真ま似ねをして衣い装しようを着たり化け粧しようをしたりすることである。


「誰だれがやるんですか？」


「オーケイ、少年、まずは周りを眺ながめてみようか」


　……えっと。


　周囲をざっと眺めてみる。自分の周りには、自分より頭一つ大きい屈くつ強きような男子ばかり。体格もどうしたって少女とは言いがたい。彼らが女装するのはとても大変なことだろう。というより、そんな気持ち悪い姿はネイトだって見たくないというのが本音だ。


「周り、見てみました」


「よろしい、それができたら次に自分自身を見つめ直すんだ」


　……ええと。


　言われるまま、ネイトは自分をじっと眺めた。十三歳さいの少年、自分では自覚はないが、声も顔もよく中性的と言われている。身長はちょうど周りの女子と同じくらいだろうか。華きや奢しやな体格に至いたっては、男子より女子に近いと自分でも悩なやんでいるところだ。


「見つめ直しました」


「うむ、答えは出たかな？」


　……えっと、ええと。


　数十秒考えた結果──


「あはははは……すいません、僕ぼくちょっとお腹なかが痛いたくなってきたのでトイレに！」


　脱だつ兎との如ごとくネイトは一目散に駆けだした。けれど逃にげきる前に、男子の一人にむんずと首根っこを捕つかまえられて。


「まあ待ちたまえネイト君、ここは一つ、みんなのため犠ぎ牲せいに」


「い、いやだぁぁぁ！　僕は絶対反対ですよ、そんな恥はずかしいこと！」


「ばか、男のくせに情なさけないぞ！」


「男の僕にまるきり男じゃないことさせる人が言うセリフですか！」


「それはそれ、これはこれ。よし、確か教室のロッカーに演えん劇げきで使ったカツラがあったな。とってこよう」


「うわぁぁん、誰か助けて……」


　涙なみだを流し校こう舎しやの方向を見つめる。と、遥はるか彼方かなたに、見知った顔の女子生徒二人が仲よく歩く姿すがたがあった。


　一人はミオという名の小こ柄がらな女子生徒だ。人形のような可愛かわいらしい面おも持もちに、小こ脇わきには本を数すう冊さつ抱かかえている。


　並んで歩くもう一人は対たい照しよう的にすらりとした長身の女子。黒髪黒目、肩にショルダーバッグを下げている。こちらはサージェス。二人とも自分のクラスメイトである。


「ミオさん、サージェスさん、助けて！」


　届いて、僕の声！


　願いが通じたのか、二人が校庭にいる自分たちへと振り向いた。


「あれ、どうしたのさネイティ」


　棒ぼう付つき飴あめを舐なめながらサージェスが足をこちらに。


「あ、あのっ、実は──」


　助けを呼ぶ人選を誤あやまった。


　そのことにネイトが気づくのは、これから五秒後のことである。


「おー、いいところに来た。実はな、ネイトが女装してみたいって言うもんだからさ」


『なんですって、女装？』


　キラリと、面白いこと大好きな女子二人の目が輝かがやいた。


「え……ち、違う。僕そんなこと言ってな──」


「オーケイオーケイ、うちらに任まかせておきなネイティ。お姉さんたちが君を立りつ派ぱな女の子にしてあげる！」


「うっわー、楽しそう！　ネイト君てそんな趣しゆ味みがあったんだね。あ、もちろん平気だよ、クルルには内ない緒しよにしてあげるからね」


　目を輝かせ、手に持っていた荷物を放ほうりだす女子二人。


「うわぁぁっ、もっと別のまともな誰か助け──」


　ネイトが再さい度ど大声で助けを呼よぼうとするその前に。


「はい、サージェス」


「よしきた、ていっ！」


　背はい後ごからミオとサージェスの気合いの入った声。それを最後に──


　ずしゃっ！　という何かが壊こわれた音。


「う……う～ん」


　ミオから渡わたされた分ぶ厚あつい本。それを凶きよう器き代わりにしたサージェスによって後頭部を殴おう打だされ、ネイトは為なす術すべもなく気を失った。


「女って怖こっえ……」


　一連の行動を見て怯える男子一同。


「ほらあんたたち何グズグズしてるの、今のうちにネイティを人目につかない場所に連行するのよ！　ミオ、よさそうな場所ある？」


　誘ゆう拐かい犯はん顔負けの発言を堂々と言いはなち、サージェスが男子に指し示じ。


「んーと、今の時間なら総そう務む棟とう一階の、先生たちの待機室とかどう？」


　かくして、校庭に倒たおれたままのオーマを置き去りに、一行はネイトを背せ負おい総務棟へと向かうのだった。
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「うん、誰もいないね」


　部屋と廊ろう下かの様子をうかがう役のミオが合図。その隙すきに、一行は教きよう師し控ひかえ室へと侵しん入にゆうした。


「てかここに連れてくる必要あったのか？　単にカツラかぶせて演えん劇げき用の女子制せい服ふくに着き替がえさせるだけでいいのに」


「ふっ！　これだから男ってば！」


　哀あい愁しゆうを浮うかべ、サージェスがさっと振り返る。


「いい、ここに最高の素材があるのよ！　あなたたち、仮かりに美お味いしいお肉があった時、それを単に塩振ふって焼くだけで済すませていいと思ってるの？」


「いや……それが一番うまいと思うんだが」


「分かってない、分かってないわ！　最高のお肉があった時、一流のシェフはおまけの副菜にだって決して手を抜ぬかないことを知らないの？　盛もり合わせの野菜、食器、全すべてを吟ぎん味みするの！　ネイティの女コ装レだって同じことよ！」


「……はあ」


「とにかく男共あんたらは黙だまって見てなさい。というわけでミオ、用意はいいかしら？」


「うん。購こう買ばいでネイト君に合いそうな口くち紅べにと香こう水すい、ちゃんとした女性用かつらウイツグも買ってきたよ」


　いつの間にやら、そう告げるミオの手には大きなビニール袋ぶくろが握にぎられていた。


「よし、じゃあ始めますか」


　嬉うれしそうに、サージェスは制服の袖そでをまくり上げた。





　自然な色合いの朱しゆの口紅に白粉おしろい、女性用の黒くろ髪かみウィッグ、それに演劇部から借りてきた女子制服、他ほかにもミオやサージェスが用意した秘ひ密みつの小道具たち。


　それら全てを惜おしみなく駆く使しした三十分後。


「あー、これは……まずい」


「やっべー、普通に区別がつかない。道ばたですれ違ったら俺振り向いちゃうかも」


「……うん、うちらもちょっとやりすぎたかなって反省してる。ねえミオ？」


「うん、ネイト君がまさかここまでとは」


　──う、うん？


　周囲のざわめきに、ようやくネイトは目を覚ました。


「あ、あれ。僕、なんで気を失ってたんでしたっけ」


　後頭部が痛いたいけど、何が起きたか思いだせない。それに、よく見ればここは教師の控え室ではないか。確か校庭でボール遊びをしていて……


「さあどうしてだっけ、ねえミオ？」


「う、うん。あたしたちネイト君が倒れてたから、ここに連れてきて介かい抱ほうしてただけだよ」


　目をそらし、ミオとサージェスまでもが妙みように白々しい。


「なんか今いち覚えてないけど、えっと、とりあえず僕もう平気です」


　寝かされていたソファーから立ち上がる。その拍ひよう子し、さっと黒い前まえ髪がみが視し界かいを過よぎった。


　……あれ、僕こんなに髪伸のびてたかな。


　それに何だか妙に足あし下もとがスースーするような。


「ああ、ネイト君がこんなに素す敵てきな子になっちゃうなんて」


「まったく、これならいつお嫁よめに出しても恥はずかしくないね。お姉さん感かん激げき」


　なぜか目元をハンカチで拭ぬぐうミオさんとサージェスさんはさておいて、っと。


　ぼんやりと目をこすりながら、ネイトは壁かべ際ぎわに立てかけてある姿すがた見みへと目をやり──


　……え。


　目の前に映うつる自分の姿をたっぷり一分は凝ぎよう視しした後。


「い、いやぁぁぁぁっっ！」


　その少女は、とても可愛かわいらしい悲鳴を上げた。





「……悲鳴？」


　ふと通路の先から聞こえてきた悲鳴に、ミラー教師は足を止めた。周りを見回すもそれらしい人ひと影かげはない。だが教師控え室の方向から聞こえてきたような。


　見れば、控え室の部屋に照明が点てん灯とうしているではないか。


　これはおかしい、この時間なら教員はほぼ全員が職しよく員いん室しつにいるはずなのに。


「そこっ、誰かいるのか！」


　がらりと扉とびらを開ける。びくっと振り向く生徒たち。


「君たち、ケイトが担たん任にんのクラス生だな。こんなとこで何をしている、それにさっき聞こえてきた悲鳴は──」


「ミラー先生、ミラー先生、助けてください！」


　制せい服ふく姿すがたの少女が自分にしがみついてきた。いったいなにごとだ。まさか他の生徒からの暴ぼう行こう？


「どうしたんだ、落ちついて」


「みんながひどいんです、僕が寝ている間に──」


　少女が顔を持ち上げる。その姿を見た途と端たん、ミラーは驚きよう愕がくのあまり目を見開いた。


　そこには、世にも儚はかなげな少女が立っていた。


　艶つややかな黒髪に、しっとりと揺ゆれる大おお粒つぶの黒こく瞳どう。どこか陰かげを帯びた切ない表情に、ほっそりとした華きや奢しやな身体からだつき。ほのかに朱しゆに濡ぬれた小さな唇くちびるに、泣きながら訴うつたえてくるその声は。


　──い、イブマリー？


　よろよろと、ミラーは後方へと後ずさった。


　ばかな、かつての自分の同級生の彼女がなぜここに。しかも中等部ミドルスクールで最後に見たあの時のままの姿ではないか。


「い、イブマリー……なぜ君が」


「はい？」


「はい、……『肯定イエス』ということかっ！」


「え、あの、ミラー先生？」


　黒くろ髪かみの少女がぽかんと口を開ける。


　実のところそれは疑ぎ問もんの相あい槌づちだったのだが、ミラーの脳のう内ないでは「お前は本物のイブマリーか」、「ええ、そうよ」というやりとりに補ほ正せいされて聞こえていた。


　──くっ、どういうことだ。


　他人のそら似に？　だがこの姿、声、まるでイブマリーの生き写しではないか。


　他人とは思えない。しかし本物の彼女は俺と同年ねん齢れい、今目の前にいる彼女の姿はせいぜい十代中ちゆう盤ばんだ。いやそもそも、彼女は病やまいによって既すでにこの世を去ったはず。


「あのぉ、ミラー先生？」


　イブマリーによく似た少女が顔を覗のぞきこんでくる。そのどこか悲しげなまなざしが、ますます自分の知る彼女のものと一いつ致ちしていた。


　夢ゆめか幻まぼろしか？　いやそんなはずはない。この声、この姿、圧あつ倒とう的な現実感リアリテイ。


　まさか俺は時間を飛び越こえ過か去こに？　いやしかし、そんなのはそれこそ児童文学にある物語でしかないはずだ。落ちつけ俺、冷静になるんだ。


「そ、そうか！」


　ずり落ちそうになる眼鏡めがねをミラーはかろうじて手で押おさえた。彼女の正体を見み極きわめる、とても知的クールで簡単スマートな方法があるじゃないか。


「君！」


「は、はい」


　びくりと肩かたを縮ちぢませる黒髪の少女。


「すまないが、君の姓名フアミリーネームは何ていうのかな」


「え……」


「どうした、言えないのかな」


　ふふふ、やはり慌あわてているな。


　いかに姿が似ていようとも、イブマリーの姓名フアミリーネームは非ひ常じように珍めずらしい。他人ながらあまりに酷こく似じしている外見から多少は慌てたが、やはり人類の英知が最後には勝つものだ。
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「僕ぼくの姓名フアミリーネームって、先生知ってるはずですよね？」


　が、ミラーの心中を欺あざむくように、少女はすらすらと。


「なに、俺が知っていると？」


「イェレミーアスです、知ってますよね」


「なっ……！」


　もはや驚きという驚きを超ちよう越えつし、ミラーは呼こ吸きゆうすらままならなくなった。


「そ、そんなっ……やはり君は本物のイブマリー？」


　なぜだ、いったい何が起きている。誰か俺に答えを、いやヒントでもいい。とにかくこの訳わけの分からないままでは……ああっ、頭ず痛つうがする。目め眩まいもしてきた。視界が徐じよ々じよに白くなって狭せまくなっていく。ついでにお花畑まで見えてきた。


「あの、ミラー先生？　ミラー先生？」


「そ、そんな訴うつたえかけるような目で俺を見ないでくれっ！　俺はっ、俺は何も──」


「えっと、ミラー先生さっきからどうしたんですか。って、ミラー先生？」


　後ずさりしようとするところを、黒髪の少女にぴたりと密みつ着ちやくされてしまった。


　その瞬しゆん間かん、とうとうミラーの脳のう内ないで何かがぷつりと千ち切ぎれ──


「……う～んっ！」


　ばたりと、ミラーはその場に意い識しきを失った。





「あれ、ミラー先生？　先生？……だめです、泡あわふいちゃってる」


　倒れたミラー教師をソファーに寝ねかせ、ネイトは後ろのメンバーに振り向いた。


「あの、なんでミラー先生ってば僕のこと見て倒れちゃったんでしょう」


　その問いにミオやサージェス、男子一同は互いに顔を見合わせた。


　しばしの沈ちん黙もくの後、彼らは口を揃そろえて。


「悩のう殺さつ、かな？」





　　　　２





　十分後。護ご身しん部の部室の扉とびらを叩たたく、黒くろ髪かみの少女の姿すがたがあった。


「あの、すいませんー」


　オーマが訪たずねた時はまるで反はん応のうのなかった金きん属ぞく製せいの扉。それが、錆さびついた音をたてて開いていく。……うそぉ、本当に開いた。


「あら、あなたは？」


　癖くせのある銀ぎん髪ぱつを背せ中なかで一つに結ゆわえた、道着姿の少女が顔を覗のぞかせる。


　中からどんな怪かい物ぶつじみた豪ごう傑けつが出てくるのか。ネイトの勝手な想像と対照的に、現れたのはそこいらの女子生徒となんら変わらない少女だった。


「あの……見学させてもらえないかなって。だ、だめですか」


「構かまわないわよ。さ、入って」


「ほ、ホントに？」


「もちろん、見学希望者は大だい歓かん迎げいだもの」


　まさかこれすら罠わな？　いやでも、本当に僕が女の子って信じてる気もするし……


　不ふ審しんに思いながらも、ネイトは護身部の室内へと案内された。


　血だらけで帰ってきたオーマの姿を思いだす。室内にはさぞや怖おそろしい光景が広がっているに違ちがいない。そんなネイトの予想は、室内に一歩踏ふみ入った時点であっさりと覆くつがえされた。


　二十メートル四方ほどもある明るい室内に、温かな橙だいだい色いろの壁かべ。文芸部が利用する部屋だと言っても十分通用するだろう。ただ一つ違うのは、衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆうする特とく殊しゆな柔やわらかい床の上で、数名の道着姿の女子が柔じゆう軟なん体たい操そうをしていることだろうか。


「部長、見学希望者をお連れしました！」


　耳元で、鼓こ膜まくが破やぶれそうになるほどの声で付き添そいの少女が叫さけんだ。


「む、見学希望者か。よくぞおいでになった」


　部屋の中央、瞑めい想そうしていた長身の女子生徒がゆっくりと目を開けた。短く切りそろえた深い紺こん色いろの髪に、獅し子しの類たぐいを思わせる金色の切れ長の瞳ひとみ。鋭えい利りな顔のラインに加え、額ひたいに巻まいた白地のハチマキが全体の印象を一いつ層そう引き締しめている。


「部長を務つとめている三年のイフレティカだ。そちらは何と申す？」


　何やらふしぎな口調の部長である。


「え、ええと……ネイ……」


　ネイトと思わず言いかけたものの。


「イブマリーです、はい」


「イブマリー殿どのよくぞ参った。心ゆくまで見学されると宜よろしい。しかし──」


　じろじろと、突つき刺さすような視し線せんのイフレティカ。


「な、なんでしょう」


　この鋭するどい眼がん光こうはただ者じゃない。まさか、一目で僕が男だってバレた？


「イブマリー殿、このけしからん腕うではなんだ！」


「ひゃっ、ひゃぁっ！」


　反はん応のうする間もなく、片腕をとられて制せい服ふくの袖そでをまくり上げられた。まずい、二の腕を見られたら自分が女子でないことなどさすがに一目瞭りよう然ぜんだ。


　──ああっ、やっぱりばれてるんだ！


「ご、ごめんなさい！　ただの出来心で」


「かような細腕ではもしもの時、下げ劣れつな痴ち漢かんに対たい抗こうできんぞ！　なぜもっと早く我われらが部に入らなかった！」


「……は、はい？」


「しかし安心されよ。今日から総そう勢ぜい三十四名の同どう志しがお主の盾たてとなろう。その間、ひたすらに護身の道を歩まれるが良い」


「もしかして僕ぼく……じゃなかった、わたし、そんなに弱そうですか」


「うむ。まったく、それでよく今まで無事でいたものだ」


　──本当に身体からだ鍛きたえようかな。


　ネイトは少しだけ悲しい気持ちになった。


「まあそうしょげるな。努力次し第だいでは今からでも十分間に合う」


「……はい」


　しょんぼりとした顔をゆっくり持ち上げる。その拍ひよう子し、イフレティカのすぐ背はい後ごの位置に、オーマが蹴け飛とばしたボールが視し界かいに映うつった。


「あ、これは」


　ボールに手を伸のばした途と端たん。


「いっかああぁぁぁんっ！」


　猛もう烈れつな形相で、ずいっとイフレティカが顔を覗のぞきこんできた。


「は、はひっ！」


「イブマリー殿どの、それに触ふれてはならん。それは邪じや悪あくな男連中が我われらが聖せい域いきに放った暗黒物質であるぞ！」


　あ……あんこくぶっしつ？


「だ、だめですか」


「うむ。つい先ほどなのだが、校庭から突とつ如じよボールが窓硝子を割わって入ってきてな。しかもその張ちよう本ほん人にんがあろうことか、命知らずにも我わが部の扉とびらを開け入ってきた」


「その人って、もしや鳶とび色いろの髪と目をしてた男の人？」


「風ふう貌ぼうはあまり覚えてないな。ただ最後に仲間を呼よんでいたのか、『ネイト……ネイト！』と呟つぶやいていた気もするが」


　……ああっ、オーマさん、あの時助けに行けなくて本当にごめんなさい。


　それを聞き、ネイトはとっても悲しい気持ちになった。


「しかし惜おしい。もしその仲間が来ていれば、正せい義ぎのトゲ付き鉄球で二度と立ち上がれぬくらい全身めった打ちにしていたのだが。悪を討うち滅ほろぼすチャンスだったのに」


「…………」


「そうは思わないかなイブマリー殿」


「そ、そうですよね、あはははは」


　……あー、僕、行かなくて良かった。


　オーマのことは忘れ、ネイトはそっと胸むねをなで下ろすことにした。


「ええと、ここの活動目的って身体を鍛きたえることですか」


「いや、それはあくまで目的を達するための手段。本来の目的はその名のとおり護ご身しん！　特に我われらが敵てきは痴ち漢かん、しかしあえて言えば世の危き険けんな男連中全すべてである」


　目に炎ほのおを灯ともし、拳こぶしを握にぎってみせる護身部部長。


「あの、なんでそんな男の人を目の敵かたきに？」


「うむ、話せば長くなるのだがな。まあとりあえず、イブマリー殿も腰を落ちつけられると宜しい」


　自ら率そつ先せんして腰を下ろす彼女に従したがい、ネイトもその場の床に正せい座ざした。


「そう、それは二年前。私がまだこの学園に入ってまもなくのことだった」


　遠い目で部室の天てん井じようを見上げるイフレティカ。


「今思いだすも怖おそろしいが、あの頃ころは私にも彼氏というものがいた。その頃の付き合いは順調で、一ひと月つき、二ふた月つきと穏おだやかな時間が流れていた。しかし付き合って三か月目、とうとう私は、彼氏の邪じや悪あくな一面を垣かい間ま見みることになった」


「邪悪な一面？」


「それは彼氏の誕たん生じよう日び。何か欲ほしい物はあるか。そう訊たずねる私に、彼は『君の作った料理が食べたい』と言ってきてな」


　……なんか、ものすごく幸せそうなカップルに見えるんだけどなあ。


「その頃の私はまだ男の言葉にほいほいと流される女だったゆえ、彼の言うとおりにすぐさま料理の本を買ってきた。何を作るか三日三晩悩なやんだ挙げ句、私は図書館で勧すすめられた恋れん愛あいマニュアルに従い、基き本ほんに忠ちゆう実じつに攻せめることにした。そう、誕生日のケーキだ！」


　恋愛マニュアル。なぜそこでそんな怪あやしげな本が出てくるのか気になったが、ネイトはあえてそれには触ふれないことにした。


「しかしそれをそのまま作っても仕方ない、せめて少しでも工く夫ふうしようと思い、私は材料の苺いちごを市し販はんのものでなく、近くの苺畑から手て摘づみで取ってきた」


「あー、いいですね。そういうの嬉うれしいと思います」


「そうだろう？　そして彼氏の誕生日、私はできたてのケーキを彼に贈おくった。しかしそのケーキを口にした途と端たん、彼の顔が豹ひよう変へんした。口に残っていたケーキを吐はきだし、さらにはあろうことか、『これはケーキじゃない、ケーキの皮を被かぶった猛もう毒どく兵器だ！』と私の前で大声で叫さけんだのだ」


「美お味いしくなかったからですか？　でもそれはさすがにひどいですね」


　思わず同情の念を抱いだくネイトの前で、彼女はふっと寂さびしげなまなざしで。


「そうだろう？　たかだか塩と砂さ糖とうを全部間違えたくらいなにさ」


「塩ケーキっ!?」


「いいや、しょっぱいケーキくらい愛があれば食べられる！　そうではないかな？」


「ええと……まあ死ぬほど無理すれば」


「摘んできた苺が全部、誤って野生の毒苺だったとしても愛があれば」


「毒殺ケーキっ!?　それは愛があっても無理です！」


　当時の彼氏が思い浮かべたであろう台詞せりふを懸けん命めいに代だい弁べんしてみたものの、彼女には届とどいていないようだった。


「彼氏は腹ふく痛つうを訴うつたえ私の下もとから去っていった。それが、私が彼を見た最後の姿だった……その晩、一人残された私は泣きながらそのケーキを完食した」


「ていうか完食したんですか毒どく殺さつ塩しおケーキ！」


　ネイトの突つっこみにも動じず、イフレティカは目の端はしに光る雫しずくを浮かべたまま。


「ふ……涙なみだに濡ぬれたケーキの塩しお辛からい味は、今でも忘わすれることのできない思い出だ」


「涙じゃないです！　それ絶対、涙の味じゃなく元々の塩ケーキの味ですってば！」


「あのずきずきと迫せまる胸むねの痛いたみ。私は一週間入院することになってしまったよ」


「それも絶対、失恋のせいじゃなくてもっと現実的な毒が効きいてますってば！　毒苺入りケーキなんだもん！」


「そして私は悟さとった。男という存そん在ざいは純じゆん情じような女おんな心ごころにつけこみ、油ゆ断だんさせたところで一気にその気持ちを裏うら切ぎる魔ま物ものだとっ！」


「どっからどうみても逆さか恨うらみだぁぁーっ！」


　……だめだ。何から何まで理り不ふ尽じんなことばっかりなのに、あまりの力強さに思わず頷うなずいちゃいそう。頑がん張ばれ、負けるな僕。


「しかし幸運なことに、私の思想に賛同してくれた同志が私を含ふくめて既すでに三十五人」


「あの、それってわたし（僕）、既に数に入ってませんか」


「当時は『女子同士、心身共に鍛きたえてみないか』だったり『運動して瘦やせましょう』などのキャッチフレーズも活用したが、それも今となっては懐なつかしい。ていうか今も看かん板ばんの文句にはそう書いてるけれど」


「それ全然思想に賛同してないってことじゃないですか！」


　今度こそ、ネイトは頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようした。


「そのようなわけで、イブマリー殿も安心して我が部で研けん鑽さんを積まれると良い」


「……修しゆ行ぎようの過か程ていで、人として大事な何かを失いそうなのが怖こわいです」


　うん、もうこの人の話は聞いたフリして聞かない方がよさそうだ。気を取り直して頑張ろう。僕の目的はあくまでボールの奪だつ回かいだもの。


「あのですね、でもこの部室にあんなボールを置いてても仕方ない気がしませんか？」


「む、まあそれはそうなのだが」


　急な話の転てん換かんに、イフレティカがぽかんとしたまなざしで腕うでを組む。


「それならわたし、外まで持っていきますよ」


「確かに、こんなものをいつまでも室内に置いておくわけにもいかんな。済すまないなイブマリー殿、見学に来たばかりというのに気を遣つかって頂いただいて」


「いえいえ、任まかせてください！」


　ひょいっとボールを持ち上げ、ネイトは足早に玄げん関かんへと歩いていった。


　──よし、これでこのまま帰っちゃえば任にん務む成功だ。


　ボールを片かた手てに、もう片手で扉の取っ手に触ふれる。しかしネイトが扉を開ける直前に、扉が勝手に開いていった。


　……あれ？


「あ、ごめんなさい。同時に扉開けようとしてたみたいね」


　風にさらりと舞まう自分の髪かみを押おさえ、目の前の少女が苦く笑しようする。背中まで伸のばした緋ひ色いろの髪にすらりと伸びた細身の長身、端たん整せいでやわらかい顔だちの少女……っていうか。


「っく、ク……」


　──く、クルーエルさんっ、なんでここに？


　危あやうくネイトは彼女の名を叫んでしまうところだった。自分の親しいクラスメイトの彼女が、あろうことか護身部の扉の前に立っていたのだ。


「え、わたしがどうかした？」


　紫むらさき色いろの瞳ひとみをぽかんと見開くクルーエル。


　……そういえば。僕がトレミア・アカデミーに転入してきた日。


〝あら。わたしいつも部活動で鍛きたえてるのよ〟


〝部活動？〟


〝護ご身しん術じゆつ。一人暮ぐらしするんならって、ミドルスクールの時から親に習わされたのよ〟


　ああああっ、僕のばかばかばかっ！


　なんで今まで気づかなかったんだろ。彼女が護身部だったなんて最初から分かってたことじゃないか。


　一気に背せ中なかが冷たくなった。他の護身部部員ならともかく、毎日顔を合わせている彼女の前では、自分の正体がばれるのも時間の問題だ。


「どうしたの、どこか苦しいの？　部長、この子少し体調が悪そうなんです。顔色が真っ青だし、すごい汗あせ」


「い、いえ、平気です！　平気です、平気ですってぇええ！」


　必ひつ死しの抵てい抗こうもむなしく、ボールを抱えたままネイトは室内へ引きずりこまれた。……うぅ、あと数歩で部室の外に出られるところだったのに。


　クルーエルと部長の間に挟はさまれた状態で座らされる。しかし座った途と端たん、左に座るクルーエルが顔をじっと覗のぞきこんできた。も、もしや──


「ねえ、あなた前にもどこかで会った？」


　やっぱりだ、クルーエルさんてば僕のこと怪あやしんでる？


「い、いいいいえええ、断じて会ったことなんか」


「そうだったかしら。ごめんね、わたしの知ってる男の子と髪の毛とか目の色とか、顔の雰ふん囲い気きもすごい似にてて」


「かっ、顔なんて他人のそら似でいくらでも似てる人がいると思いますです！　初めてお会いしたかと思いますっ！」


　息を荒あららげて顔を逸そらそうと──したところで、顔を背そむけて右を向けば、そこにはイフレティカ部長が座っていることを思いだした。


　左にはクルーエル、右には部長……絶体絶命だ。


「うむ、そうだイブマリー殿、ところでな」


「イブマリー？」


　……まずい。


　ぴくんと、それを聞いたクルーエルが振り向いたのが気配で分かった。


「イフレティカ部長、イブマリーって──」


　クルーエルが口を開けるその前に。


「メリーです、イブメリーっ！　断じてイブマリーなんかじゃありません！」


「む、そうだったか。すまんなイブメリー殿、私の聞き間違えのようだ」


　噓うその上うわ塗ぬり成功！


　だけど、ますます泥どろ沼ぬまにはまっていく気がするのはなんでだろう。


「ところでだイブメリー殿、せっかくだから見学と言わず、実じつ際さいにここで汗あせを流していかれてはいかがかな。道着もあるし、更こう衣い室しつもほら、そこの扉とびら脇わきに見えるのが入口だ」


「────え？」


　イフレティカの一言に、ネイトは全身凍こおりついた。


　……僕が、女子更衣室で道着に着き替がえる？


「クルーエル、お前もいつまでも制服でいないで早く道着に着替えてこい。そうそう、ついでにイブメリー殿の道着のサイズも見てやってくれ」


「分かりましたー。じゃ、行きましょ、イブメリー？」


　やばい。ちょっとだけ未来の光景を思い描えがき、ネイトは息を呑のんだ。


　更衣室に行く。制服を脱ぬがされる。男というのがバレル。そうなればおしまいだ。間違いなくその場で半殺しにされるに違いない。


　それに加えクルーエルからはきっと、「キミにまさかそんな趣しゆ味みがあったなんて。……最っ低！」と冷れい酷こくな視線で。クラスの皆みなからはもちろん、教きよう師しからも「あの生徒は女子更衣室に忍しのびこんだんだ」と噂うわさされることだろう。


　さらにさらに話は肥ひ大だい化かし、「あいつ、女子更衣室に入って女子の道着を盗ぬすむのが趣味らしいぜ」、「俺も聞いた。真夜中を狙ねらって忍しのびこむことから、裏の業界では夜色女装士と称しようされているんだとか」なんて、そんな噂うわさまで。


　……僕の人生終わりだ。


　妙みように凝こった展開シナリオを思い浮かべ、ネイトの全身からどっと冷たい汗が噴ふきだした。


「いえいえ、わたし本当に見学だけで十分ですから。そんなに気を遣つかって頂いただかなくても」


「ううん、遠えん慮りよしなくて平気よ。うちの部長は女の子にはすごく優やさしいから」


　一部分だけやたらと強調し、クルーエルが迫せまる。


「あ……あう……」


　どうしよう。いや諦あきらめちゃだめだ、幸い見み張はりはクルーエルさん一人、ならどうにか隙すきを見て抜けだせば──


「ふむ、その謙けん虚きよさは今時珍めずらしいぞ。気に入った、私の愛用しているトレーニング機器の予よ備びが更衣室にあったはずだ。それをイブメリー殿に授さずけたい、私も更衣室まで同行しようか」


　前門の虎クルーエル、後門の狼イフレテイカ。


　……終わった、何もかも。


「さすが部長、優しい。じゃあ私先に行って着替えてますね。あと部長のトレーニング機器も出しておきます」


　先に更衣室へと向かうクルーエル。その背中をイフレティカは指さして。


「うむ、では私たちも行こうかイブメリー殿」


　既すでにクルーエルが更衣室で待機。そして自分のすぐ背中にはぴったりと部長がついている。この二人に見張られてる中で更衣室から逃げだせるわけがない。


　ネイトが諦あきらめかけたその時。


「むっ、男の気配におい！」


　突とつ然ぜんにイフレティカが扉の方向を睨にらみつけた。それと同時。


　どしんという音を立て、金きん属ぞく製せいの扉が勢いきおいよく蹴けり開けられた。現あらわれたのは、校庭で待機しているはずの男子生徒たちだった。


「待たせたなネイト、助けに来たぜっ！」


「ネイトとボールを返せぇぇっっ！」


　防ぼう災さいヘルメットに掃そう除じ用のモップという珍ちん妙みような武ぶ装そうだが、今のネイトには彼らが歴戦の勇者に見えた。


　──みんなっ、助けに来てくれたの？　嬉うれしい、嬉しいよ。だけど。


「甘あまいわっ、その程度の装備で私に勝てると思ったか！」


「うっ……ぐはぁっ！」


　どこからともなくイフレティカの取りだしたトゲ付き鉄球で、総そう勢ぜい五人の勇者たちは悲鳴を上げて部屋の壁かべまで吹ふき飛ばされた。


　……ああっ、僕が言うのもアレだけどなんて頼たよりない。


「さてはお前ら、先ほど入ってきた男の仲間だな。よい機会だ、黒くろ幕まくの名を教えてもらおうか」


　鉄球を目の前で掲かかげ、妙みように酔よった台詞せりふと仕草でイフレティカが迫せまる。


「……ふ、断ことわる。男が仲間を裏うら切ぎるなんざ死んでもできねえ！」


　勇者たちは男くさい笑えみを浮うかべ、頑かたくなに口を閉とざしたままだった。どうやら彼らも場の雰ふん囲い気きに酔ってしまったらしい。


　──あ、でも今もしかして、これが最後の機会チヤンス？


　こっそりと、ネイトは制せい服ふくに忍しのばせておいた黒こく曜よう石せきの欠片かけらを取りだした。


「ふん、いいだろう。ならば覚かく悟ごはできているな」


　イフレティカが鉄球を振ふり上げ、男たちに向かって叩たたきつける。


　それと同時。


　──『Ezel夜の歌』──


　ぶわっと、部屋の中が真っ黒い濃のう霧むに包まれた。


「な、なんだこれはッ、火事か？　イブメリー、まさかお前が！」


　イフレティカ、そして部員の少女たちが動どう揺ようの声を上げる。


「ボールは頂いただきます、さようならっ！」


「お、おのれぇえ！」


　ボールを小こ脇わきに抱かかえ、ネイトは男子五人と共に死に物狂ぐるいで護ご身しん部ぶの部室から逃げだした。しかし安あん堵どの息をつく間もなく、背はい後ごでは追っ手の迫せまる足音が。


「待てぇぇい悪あつ漢かんども！」


「誰だれが待つかぁ！」


　ミオやサージェスたちが待機しているはずの総そう務む棟とうへとひた走る。


　その途と中ちゆう。


「なんだなんだ、やけに護身部の方向が騒さわがしいな」


「あれ、あの煙けむり何かしら。火事でも起きたのかしらね」


　並ならんで歩く、赤いシャツを着たゼッセル教きよう師しと、こちらは白のブラウスを着たエンネ教師の姿すがたがあった。


「あ、ゼッセル先生、エンネ先生いいところに！　僕ぼくたち追っ手に追われてるんです、助けてください！」


　ネイトのよく知る教師二人である、彼らなら自分たちを保ほ護ごしてくれるだろう。しかしその二人の教師は、自分を見た途と端たん。


『い、イブマリーっ？　なぜその姿でここに！』


　あろうことか、なぜか慌あわてて後ろに後ずさりしはじめた。


「え、ど、どうしたんですか」


　二人に駆かけ寄より、ネイトが二人をじっと見上げると。


「ねえゼッセル先生、エンネ先生ってば！　なんで逃にげるんです？」


『う、うそだ、そんなはずが────う、う～ん……』


　ミラー教師と同様、二人は仲良く泡あわを吹ふいて倒たおれてしまった。


「えっ、ちょっと！　なんで二人して倒れるんですか、立場が逆ぎやくですよ。ねえってば！」


　総務棟にて、黒くろ髪かみの少女の声だけがいつまでも悲しくこだましていたのだった。
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　その翌よく朝あさ。トレミア・アカデミーの校こう舎しや一帯に、「お尋たずね者、発見者には金きん一いつ封ぷう。名前はイブメリー、あるいはイブマリーの可か能のう性せいもあり」という貼り紙で、黒髪の儚はかなげな少女の似に顔がお絵えが掲けい示じされるのだった。


　なおそれを見たミラー教師やゼッセル教師、エンネ教師がまたしても気を失って倒れるという謎なぞの現げん象しようが起きるのだが、その理由は他の教師たちにも謎のままだった。


　また校舎の一角では──


「ねえネイト、この子ってもしかしてネイトの知り合い？　なんか雰ふん囲い気きが似てるけど」


「ううん、そんな人全然知りません！」


「そう？　でもイブマリーって……あと部室にすごい黒こく煙えんがたちこめて……部長は火事だって言ってたけど、あれはまるで夜色名めい詠えいの──」


「偶ぐう然ぜんですっ！　さ、そんなの見てないで早く教室に行きましょう！」


　ポスターを見つめるクルーエルの手を取り、急いで歩きだすネイトの姿があった。





　さらに後日。


　どこから情じよう報ほうを入手したのか、例の少女の似顔絵を握にぎりしめた一人の某ぼう虹にじ色いろ名詠士が、トレミア・アカデミーに息を切らせて駆けこんできたという噂うわさも流れたのだが──


　その真相は、いまだ不明のままである。




黄奏　『走れ、そいつはあたしのだ！』
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　大陸辺へん境きようの地に建けん設せつされた名詠専せん修しゆう学校、トレミア・アカデミー。うっすらと色づきはじめた学園内の木々、芝しば生ふをゆらす秋の薫くん風ぷう。


「秋も深まってきましたね」


「うむ、つい数日前まで夏の陽気かと思っていたが」


　総そう務む棟とう一階の学園長室で。


　トレミア・アカデミーの創そう設せつ者しや、ゼア・ロードフィル学園長は窓まど向むこうの景け色しきをじっと見つめた。教師長ジェシカの淹いれたハーブティーの香かおりを楽しみ、移うつりゆく景色を眺ながめる。ここ数年のゼアの楽しみの一つだ。


「なあジェシカ君、そろそろアレの季節かな」


　窓向こうを見み据すえたまま、飲み終えたティーカップを机つくえに置く。


「ええ。今日の朝一番にアレの貼り紙を各校舎内に掲けい示じしておきました。教師たちの間でも、どの生徒が優ゆう勝しようするかなんて話題が少しずつ出てきましたわ」


「ふ、今年は一年生にも有望な子がいるようだしな。今から楽しみだ」


　愉ゆ快かいげに口元をほころばせ、ゼア学園長は満足そうに腕うで組ぐみした。
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「あれ、みんなどうしたんだろう」


　一年生校舎の玄げん関かんにできた人ひと集だかりを遠目に眺ながめ、ネイト・イェレミーアスは首をかしげた。年ねん齢れいは十三、幼おさない中性的な顔だちに夜色の髪と瞳ひとみをした少年である。


「僕ぼくここからじゃ見れないです、クルーエルさん見えますか？」


「ううん、わたしも無理。すごい数だもん」


　隣となりを歩く、緋ひ色いろの髪をした長身の少女が首を振ふる。


　クルーエル・ソフィネット──ネイトの最も親しい少女でもある。ネイトは学園の男子寮りよう、クルーエルは女子寮住まい。今日はたまたま登校途と中ちゆうで出くわして、そのまま一いつ緒しよに校こう舎しやへ向かう途中だったのだ。


「でも、何かおっきなポスターがあるみたいよ。さすがに内ない容ようまでは見えないけど」


　つま先立ちになるクルーエルが、人集りの方向をじっと見つめる。


「ポスターですか？」


　今日突とつ然ぜんに掲示され、それを目的に数十人が一いつ斉せいに群むらがっているらしい。何か大事な情報なのだろうか。


「うーん、でも試験は当分ないはずだし、講こう義ぎが休講っていうのも聞いてないですよね。なら、今すぐじゃなくてもいい気がするんですけど」


「それもそうね。こんなことで遅ち刻こくするのも嫌いやだし」


　ここで時間を浪ろう費ひしては朝の出席確かく認にんに遅おくれてしまう。気になる気持ちを堪こらえ、ネイトとクルーエルは自分たちの教室へと向かうことにした。





「おはようございます」


　ネイトが教室の扉とびらを開けたその途と端たん。


「ネイト君、クルル、大変だよっ！　これこれ、コレ見た？」


　金きん髪ぱつ童顔の少女、ミオが猛もう烈れつな勢いきおいで走り寄よってきた。その片かた手てには一枚のパンフレットがぎゅっと握りしめられている。


「あれ、このパンフレットってさっき玄関に貼はってあった物の写し？」


　ミオの握にぎる紙をクルーエルがしげしげと見つめる。


「うんうん、総務棟の一階に何百枚って積んであったからクラス分持ってきたの！　はい、これネイト君とクルルの分だよ！」


「……『徒競走大会トライアルコンペ、参加者大だい募ぼ集しゆう！』？　なんですかこれ？」


「登山部の先せん輩ぱいが言うにはね、毎年やってるマラソン大会らしいよ」


　ミオの代わりに答えたのは、艶つややかな黒くろ髪かみにすらりと伸のびた長身の少女サージェスだ。


「夏の競演会コンクールは全員参加だったけど、徒競走大会トライアルコンペは自由参加なんだって。ネイティはどうする？」


「えっと、まだどういうのかよく分かってないですし、みんなが出るなら出ようかなって。クルーエルさんはどうします？」


　隣に立つクルーエルと顔を見合わせると、彼女は少し考えた後。


「走る距きよ離りとコース次し第だいで要よう検けん討とうかな。詳くわしいことって分かる？」


「ふふふ、それについてもチェック済ずみだよ～」


　懐ふところからごそごそと、しわくちゃのメモ用紙をミオが取りだした。


「コースはね、校庭から一斉スタートして、学校の裏うら門もんを抜ぬけて裏山へ。裏山をぐるっと一回りするコースだって」


　トレミア・アカデミーの背せにある裏山を散さん策さくする道。放課後にネイトも試ためしに回ったことがあるが、徒歩で三時間ほどかかった記き憶おくがある。となれば走る距離もそれなりだろう。


「ちょっと長い距離みたいですね」


「そうね、秋の紅こう葉ようを見ながらゆっくり歩くのなら楽しそうだけど」


　ネイトとクルーエルが思うままを口にする。しかしその反はん応のうに、黙だまっていたサージェスが突とつ如じよ大声で。


「なーに言ってるの！　ネイティもクルーエルも、これを見なさい！」


　サージェスがパンフレットを裏面へとひっくり返す。そこに記き載さいされた内容をネイトは穴あなが空くほど見つめ──


「へえ、優勝特典すごいんですね」


　パンフレットによれば、参加者にはまず特別単位が進しん呈ていされるらしい。


　それから優勝者には『一年間学費の免めん除じよ』、『学食一年間食べ放題』、さらには学園長のコネで『競闘宮コロセウム観戦ツアー、特別来らい賓ひん席せきで見られる激げきレアのペアチケット三泊ぱく四日』のどれかを選せん択たくする権けん利りが与あたえられるとのことなのだ。


　前二つは学生にとって喉のどから手が出るほど欲ほしい特典。競闘宮コロセウムの観戦ツアーだって特別来賓席となると、それこそいくらお金を積んだとしても手に入るものではない。


「すごいです、こんな豪ごう華かな優ゆう勝しよう特典だなんて」


　思わずネイトも驚おどろきの声を上げていた。


「でしょでしょ、絶ぜつ対たい優勝して賞品頂いただかないと！」


　はしゃぐミオ。けれどただ一人、クルーエルはじっとパンフレットを眺ながめながら。


「でもマラソンで優勝っていっても、毎日運動部で走ってる人に勝つのは難むずかしくない？」


「ふふふ、それがただのマラソンじゃないらしいんだよ。この徒競走大会トライアルコンペね、名めい詠えい式しきもアリ、何でもアリの大会なんだってさ」


　……えっと、それって。


　天てん井じようを眺めしばし考えた結果、ネイトは控ひかえめに手を上げた。


「それってつまり、名詠で詠よんだ名詠生物を使っていいってことですか」


「そのとおり！　たとえば白色名詠で白馬を詠べる子なら、その白馬に乗ってゴールしてもいいんだよ。さらに言っちゃえば、実じつ際さいの危き険けんを伴ともなわない程てい度どなら名詠による他生徒への妨ぼう害がいもアリなんだって！」


　身み振ぶり混まじりで熱っぽくミオが拳こぶしを握る。


「妨害？」


「うん。去年とかね、青色名詠で水を詠んでさ、名詠された馬の足あし下もとをぬかるませるっていう程度なら許ゆるされたみたいだよ」


　なるほど、名詠式で詠びだした名詠生物が可かなら、名詠式で逆ぎやくにそれを妨害するのも許される。確たしかに名詠専せん修しゆう学校ならではの独どく自じルールだ。


　──うーん、どうしよ。そのルールなら僕も何とかなるかなあ。


「ねえ、ネイト」


　不意に、こっそりとクルーエルが耳打ちしてきた。


「ネイトの夜色名詠ってさ、黒馬詠べたよね。あれに乗れば割わりと有利じゃない？　あと、真っ黒い煙けむり詠べば煙えん幕まくにもなりそうだし」


「クルーエルさんこそすごいの詠べますよね」


　ネイトの扱あつかう名詠は、通つう常じようの名詠五色とは異ことなる異い端たんの夜色名詠。使い方次し第だいで徒競走大会トライアルコンペでも生徒を驚かせることもできるだろう。かたや、赤色名詠に対して驚きよう異い的な潜せん在ざい力を持つクルーエル。


「……せっかくだから一いつ緒しよに出てみる？」


「……出てみましょうか」


　互たがいにこそこそと呟つぶやきあっていると、ミオがひょっこりとその様子を覗のぞきこんできた。


「ね、ね、二人とも出てみない？　それともやっぱり出ない？」


「えっと……ど、どうしましょうクルーエルさん」


「さ、さあ。どうしよう。ちょっと考えさせてね」


　ミオの再さい度どの誘さそいに、ネイトとクルーエルは揃そろって白々しく明後日あさつての方向を向いたのだった。





　その集しゆう団だんから離はなれた場所、教室の隅すみで──


「ふ……ちょうどいい機会ね。エイダ、春の部室争そう奪だつ戦せんでの決けつ闘とう、あの時の決着をここでつけるとしませんこと？」


　可愛かわいらしい字体で『料理研究会キリエ』と刺し繡しゆうの入ったエプロンを着けた少女がいた。


「望むところさ。けど、あたしらが戦っている間に他の連中がゴールするのも癪しやくだね」


　そして同じく、『鎗そう術じゆつ会かいエイダ』と刺繡の入った運動着を着た少女の姿すがたも。


「確かにわたしもあなたも名詠式の技ぎ術じゆつはまだ未み熟じゆく。一度足の速い名詠生物を詠びだされれば面めん倒どうになる。ならばここは、序じよ盤ばんは互たがいに邪じや魔ま者ものを排はい除じよするということでいかが？」


「それでいこう。その後、どっちが優勝できるかで勝敗を決するってことで」


「そして負けた方は一か月、勝った者の鞄かばん持もちと宿題代理」


「ふっふっふ、あたしやってもらいたい宿題がたんまりあるんだよね」


「あら、あなたこそ今から鞄持ちの練習をしておいた方がよいのではなくて？」


　怪あやしげな笑えみを撒まき散らし、それぞれ鎗やりと包丁を研とぐ二人の少女。クラス四大暴ぼう走そう娘むすめの中でも武ぶ闘とう派は二強とされるエイダとキリエである。


　彼女たちの迷めい惑わく極きわまりない企たくらみを、まだネイトたちは知らなかった。





　　　　２





　徒競走大会トライアルコンペ、当日──


　会場となる校庭は、開始一時間前にもかかわらず参加生徒で埋うめつくされていた。


「いやー晴れたな。雲一つない青空ってこんなのを言うんだよな」


　降ふりそそぐ日ひ射ざしに、運動着姿のオーマが眩まぶしそうに目を細める。鳶とび色いろの髪かみと目をした男子生徒で、ネイトたちの教室でクラス委員を務つとめる少年だ。


「さっき受付の人に聞いたけど、参加生徒はちょうど千人くらいだそうですよ。学校の三分の二くらいの人が一斉に走るみたいです」


　彼と並ならびながら、ネイトはスタート地点へと向かっていた。


「そんな走るのかよ！　まあ参加するだけで単位もらえるしな……あーけど優勝厳きびしそ。ん、あれ、キリエ何してるんだ？」


　オーマが見つめる方向にネイトも振ふり向いて。


「はい先せん輩ぱい方、料理研究会から差し入れです。水分補ほ給きゆうしていないと途と中ちゆうで倒たおれてしまいますよ」


　左ひだり肩かたに参加者番号４４４と書かれたゼッケンを縫ぬいつけた、白い運動着姿のキリエ。


　準じゆん備び体たい操そうをするわけでもなく、なぜか彼女は両手にバスケットを持って、小こ瓶びん入りの飲料を配っていた。それも主に、見知らぬ上級生たちに。


「キリエさん？」


「あら二人とも、もう来てたのね」


　ドリンクを配る営えい業ぎよう用の笑え顔がおから一転、普ふ段だんのどこかとぼけたような笑顔になる彼女。


「うまそうなの配ってんじゃん。俺おれらの分もある？」


　ドリンクに手を伸のばそうとするオーマに、キリエは悲しそうな表ひよう情じようで首を振った。


「ごめんなさい、あなたたちの分は用意していないの。本当は作りたかったんだけど、ちょっと予算の関係で上級生たちの分だけで精せい一いつ杯ぱいで」


「そっか、残念」


「ええ、本当に…………ふふ、命いのち拾びろいしたわね二人とも」


　ぼそっと何やら小声で呟つぶやく彼女。


「え、キリエさん今何か言いました？」


「なんでもないわ。それじゃ二人とも、大会頑がん張ばりましょうね」


　優ゆう雅がな仕草で金髪を搔かき上げ、すっと去っていくキリエ。彼女と入れ違ちがいに現あらわれたのは緋ひ色いろの髪の少女だった。


「あ、いたいた。おはようネイト」


「おはようございますクルーエルさん。あれ、その恰かつ好こう？」


　運動服姿ではなく、彼女は普段の制せい服ふくのままだった。


「それがね、ちょっと風か邪ぜひいちゃって」


　くしゅん、と小さくくしゃみを繰くり返す彼女。


　……あれ、おかしいなあ。昨日までクルーエルさんすごく元気だったのに。


『というわけだ、今回走るのはネイト一人だな』


　その肩に、夜色のトカゲが留まっていた。外見は小こ猫ねこほどの大きさのトカゲだが、その正体は、今は亡なき母からネイトが預あずかった名めい詠えい生物である。


「あれアーマ、寮りようにいたんじゃなかったの」


「ん、呼よんだか」


　しかし、振り向いたのは離はなれた場所にいたオーマだった。


「ああ、いえ違います違います。……偶ぐう然ぜん、なんかすごく紛まぎらわしい名前だけど」


『なにやら学校が騒さわがしかったのでな。それが気になって抜ぬけだしてみれば、ばったり小こ娘むすめと出会ったわけだ』


　クルーエルの肩からネイトの肩に飛び移うつる夜色トカゲ。


「そっか、残念ですけどクルーエルさんはお休みですね。ゆっくり観みててください」


「うん。このトカゲと一いつ緒しよに観戦してる。頑張ってね」


『まあ待て小娘、実は我われは先約が入っていてな』


　予想外なアーマの台詞せりふに、ネイトとクルーエルは揃そろって首をかしげた。


「先約？」


『うむ、ミオに呼ばれている。それと小娘、お前が使わないゼッケンをもらうぞ』


　クルーエルのゼッケン６６９番を背せ中なかに負うアーマ。その恰好だけ見れば、まるでゼッケンをつけて参加する選手のような雰ふん囲い気きだ。


『小娘が使わないゼッケンは本部で引き取るらしいからな。ミオのところまで持っていくらしい。というわけだネイト』


「うん、分かった。でもあんまり人目につくようなことしちゃだめだよ」


　無言で頷うなずき、背せの翼つばさを広げて夜色トカゲが飛んでいく。


　と、前まえ触ぶれなく──





《はーい、参加者の皆みなさんは校庭に集まってください。開会式が始まります～！》





　校庭の拡マ声イ器クから、聞き覚えのある妙みようにあどけない声が。


「……ミオさん？」


「そういや大会の運うん営えい補ほ助じよやっても単位もらえるって、ポスターに書いてあったっけ。うちの女子はそういうのしっかりしてんな」


　腕うでを組みオーマが苦く笑しよう。


《さてさて、本日は天気にも恵めぐまれ、絶ぜつ好こうの大会日和びよりとなりました。ここに第六回秋の徒競走大会トライアルコンペの開会を宣せん言げんします。参加選手の皆様、よろしくお願いいたします～》


　校庭に、のほほんとしたミオの声がこだまする。


《まずは大会本部役員の紹しよう介かいです。本部委員長は我われらがゼア学園長、スケジュール管理はミラー先生。司会は僭せん越えつながら運営補助役員の一年生、あたしミオがお届とどけしま～す！》


「……ミオってば、まんざらでもなさそうね」


「すっごい楽しそうですね」


　呆ぼう然ぜんとした表ひよう情じようのクルーエルにネイトも首しゆ肯こうした。


《さて本日は今大会のため、多た忙ぼうにもかかわらず三人の著ちよ名めいな来らい賓ひんがいらっしゃいました。まずは一人目、解かい説せつ役も引き受けてくださったサリナルヴァ先生、どうぞ！》


　サリナルヴァ？


　聞き覚えのある人名にネイトは思わず振ふり向いた。


《あーあー、マイクテストマイクテスト。うむ、いい感じだ》


　本部内に設もうけられた来賓席。そこに座すわっているのは、濃のう緑りよく色しよくの髪かみをした長身の女じよ性せい研究者だった。簡かん素そな服ふく装そうの中で色いろ鮮あざやかな赤のハイヒールが妙みように目立つ。


《さて諸君、トレミアと相そう互ご協力契けい約やくを結んでいるケルベルクのサリナルヴァだ。君たちの血湧わき肉躍おどる壮そう絶ぜつな激げき闘とう、そして貴き重ちようなサンプリングデータを期待しているぞ》


　……紛まぎれもなく本人だった。


《サリナルヴァ先生のコメントでした。では次の来賓、この方には本部の仮か設せつ医い療りよう所じよの責せき任にん者しやも特別に引き受けて頂いただきました。それではティンカ先生、メッセージをどうぞ》


　ティンカ？


　またも聞き覚えのある人名。まさかやっぱりあの人？　でも、あの人はつい最近までトレミア・アカデミーにいてくれて、その間に他ほかの仕事も溜たまってるって言ってたけど。


《もしもし、聞こえていますか、もしもし？　はい、よさそうですね》


　来賓席に座る白いブラウス姿すがたの女性が控ひかえめに発言。白銀色の髪に瑠璃色ラピスラズリの瞳ひとみをした、煌きらびやかな印象の女性だ。


《仮設医療所の責任者を務つとめさせて頂きます、ティンカ・イレイソンと申します。皆さん、負ふ傷しようした時は速すみやかに来てくださいね。今なら診しん察さつ代もお安くしておきますので》


　……こちらも紛れもなく本人だった。


《以上、ティンカ先生のお話でした～。ちなみにティンカ先生は、この学校の一年生キリエさんの親しん戚せきでもあるんですよね？　彼女に向けて何か応おう援えんメッセージをどうぞ》


《──キリエちゃん、負けたら分かってるわよね？》


《えー……っと、なにやら妙に怖こわいけど気を取り直していきましょう！　それでは最後の来賓紹しよう介かい！　この方こそ〈イ短調〉が誇ほこる、知る人ぞ知る大だい英えい雄ゆう。トレミア・アカデミーともつながりの深い──》


　ミオの放送に周囲がざわつきはじめる。


　大英雄。そしてトレミア・アカデミーに馴な染じみある人物といえば。


「もしや、カインツ様？」


　伝説の虹にじ色いろ名めい詠えい士しの名を呟つぶやき、エイダやサージェスが目を見開いた。


《もうお分かりの人もいるでしょう、そうですこの方！　さあ、お願いします！》


　校庭に集つどう生徒の目が一いつ斉せいに本部へと釘くぎづけになる中で。


《……ごほっ、ごほん。……えー、祓名民ジルシエの元長老、ルーファ・オンスだ。いやー、若わか者もの諸しよ君くんの張はりきる姿を見ていると、儂わしもまるで若返ったような気がする。大いに結けつ構こう、存ぞん分ぶんにやりたまえ！》


　現あらわれたのは、みすぼらしい紺こん色いろの衣い装しようを纏まとった小こ柄がらな老人だった。


「誰、あの爺じいさん」


「わかんね。偉えらい人なの？」


　周囲の学生がひそひそとささやきあっているのに交じり。


「……お願いだから身内ばっかり集まらないでよ。特にルフ爺、いい歳としして嬉うれしそうにマイクなんか握にぎっちゃって……恥はずかしいったらありゃしない」


　突とつ然ぜん現れた大おお勢ぜいの応援に、エイダだけが顔を真っ赤にしてほろりと涙なみだを流していた。


「あのさエイダ、〈イ短調〉の人たちってみんな暇ひまなの？」


「いや、あの三人が特別。ルフ爺は名目上はとっくに引いん退たい済ずみ。サリナとティンカは元からこういうお祭り騒さわぎ大好きだから……まあクルーエルがそう思うのも無理ないけど」


　がっくりと肩かたを落とすエイダをよそに、ミオの声が再ふたたび拡マ声イ器クから響ひびき渡わたる。


《さてそれでは、現げん時点での有力生徒とみなされる今回の人気選手四名を発表します！》


　人気選手？　馴染みのない単語に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる大会初参加の一年生たち。しかしその一方、校庭に集う上級生はその宣せん言げんを合図に叫さけび声を上げていた。


《まずは第四位、二年生シリィ、専せん攻こうは白。競演会コンクールで二頭の白馬を名詠してみせた凄すご腕うでの少女です。馬に乗って一気に優ゆう勝しようか？　賭け券チケツトの当せん倍ばい率りつは三・七倍。まだまだ賭け券チケツトにも余よ裕ゆうがあります！　ご購こう入にゆうはお早めに！》


　賭け券チケツト、当せん倍率……？


「オーマさん、賭け券チケツトて何ですか」


「あー、そういや受付付近で大会の賭博トトカルチヨやってたな。誰が優勝するかを予想して賭け券チケツトを買うの。で、当たれば配当金が貰もらえるみたい。売上は学校の修しゆう繕ぜん費ひに一部充あてるとか何とかって名目で」


　なるほど、だから賭け券チケツトを購入した上級生たちは興こう奮ふんしているのだろう。言われてみれば、校庭の入口の受付でも購入を勧すすめられた覚えもある。


《続いて第三位、三年生のレオン、専攻は赤。ゼッセル教きよう師しとは熱い男の師し弟てい関係を結んでいる、燃もえるハートの熱血少年。『名詠なんて使わねえ、陸上部部長の名にかけて、俺は自分の足だけで一位をもぎ取ってみせる！』とコメントまで熱いです。賭け券チケツトの当せん倍率は三・四倍、こちらもまだ賭け券チケツトに余裕があります！　そしていよいよ第二位》


　しんと静まりかえる校庭で、ミオの興奮しきった声が轟とどろいた。


《さあ第二位──おおっと、これは意外なダークホース。まだ一年生の少女が前評ひよう判ばんにて、千人を超こえる参加選手の中でも堂々の第二位だ！》


「へえ、すごいですね。誰だろう。ね、クルーエルさん」


「……え、…………ええと……くしゅんっ！」


　妙みように白々しいくしゃみを繰くり返す彼女をよそに。


《一─Ｂ所しよ属ぞく、クルーエル・ソフィネット！》


　──クルーエル？


《専攻はこちらも赤、生徒ではなく学園の一部教師から圧あつ倒とう的な人気。そんな彼女が第二位です。噂うわさではフェニ……あ、今のなし、ごめんねクルル。ええと、とにかく圧倒的な名詠を使いこなすと教師間で噂の彼女が堂々の第二位！　しかし、彼女は風か邪ぜをひいてしまったとのこと。ちなみにコメントは『わたし風邪ひいたので辞じ退たいします』。ああっ、何とタイミングの悪い！》


「ええと……クルーエルさん？」


「ち、違ちがうの！　わたしは何にも知らないのっ！」


　焦あせったように手を振ふるクルーエル。


　……風邪というには元気そうな表ひよう情じようと、妙に白々しいくしゃみ。


　それと今回の賭博トトカルチヨによる注目度。それから推すい測そくされることは、すなわち──


「もしかしてクルーエルさん、仮け病びよう？」


「……うん。わかっちゃった？」


　恥はずかしそうに頰ほおを染そめ、はにかむような面おも持もちで頷うなずく彼女。


「最初は出る気だったんだけど……まさか賭博トトカルチヨでこんなに人気の順位が高いなんて思ってなかったから」


　以前に黎明の神鳥フエニツクスなどの噂で学園を騒がせた彼女のことだ。今回のイベントで目立ってしまってはまた同じようなことになるかもしれない。それを嫌いやがってのことだろう。


「でも観みてるのも楽しそうよ。ネイトも、わたし応おう援えんしてるから頑がん張ばってね」


「はい、とにかく完走だけはしたいです」


　クルーエルの応援に、ネイトは名詠用の触媒カタリストを握りしめた。彼女の不参加は残念だけれど、彼女の分まで頑張らなければ。


　……でも、そのクルーエルさんより人気度が高い人っていったい誰なんだろう。


《ともかくも彼女に賭かけた賭け券チケツトの返品は校こう舎しや裏うらで受けつけております。えー、こほん、お待たせしました。それでは人気第一位の発表です》


　全員が固かた唾ずを呑のんで見守る中、ミオが手元のメモ用紙を読み上げる。


《第一位は──最上級生のエスカリ姉きよう弟だい、来ました大本命！》


　その瞬しゆん間かん、校庭から歓声と溜ため息いきの両方が湧わき上がった。


《去年は姉弟で有翼馬ペガサスを名めい詠えい、二位以下を圧倒的に突つき放した最強のチャンピオン。今年も堂々の一番人気です！　配当倍率はなんとわずか一・六倍。なおコメントですが『今年もわたしたち姉弟が絶ぜつ対たい優勝、のろまな亀かめさんたちはせいぜいわたしたちの背せ中なかを見つめていなさい』とのこと。コメントからも既すでに王者の風ふう格かくがうかがえます！》


　校庭の一角に一ひと際きわ大きな人ひと集だかり。その中心にいる白しろ制せい服ふくを着た金きん髪ぱつ碧へき眼がんの双ふた子ご姉弟。彼らがその姉弟なのだろうか。あまり詳くわしいことは分からないが、どうも二人とも余裕の表情のようだった。


「うわぁ、すごい自信満々な人たち」


　ぽかんと半開きになりそうな口を、ネイトはきゅっと引き締しめた。


　──ううん、驚おどろいてばかりじゃなくて、僕ぼくも頑張らないと。





《それでは、いよいよスタートの時間です。各自スタートラインにつきましたね。では、スタートの合図をゼア学園長お願いします》


《うむ。諸しよ君くん、本日は天気にも恵めぐまれ実によき大会日和びよりとなった。これも君たちが毎日この学園で日夜勉学に励はげんでいるからに他ほかなるまい。そもそもワシがこの大会を企き画かくしたきっかけは二十四年前に遡さかのぼる。当時は──》


　いい加か減げん生徒や教師も話に飽あきてきた、その時。


《この老いぼれ、話が長いわいっ！》


　カッコーン！


　来らい賓ひん席に座すわる祓名民ジルシエの老人が投げつけた湯飲み茶ぢや碗わんが、マイクを握にぎる学園長の頭に盛せい大だいに炸さく裂れつ。


《き、貴き様さまぁぁルーファ！　お前という奴やつは、今日という今日こそ──》


　壮そう絶ぜつな取っ組み合いを始めた学園長と祓名民ジルシエの老人を後しり目めに、マイクを奪うばったのは来賓のティンカだった。


《はーい、皆さん。このお爺じいさん方二人は放ほうっておいてスタートしちゃってくださいな。ね、サリナ？》


《うむ、では諸君らの健けん闘とうを祈いのる。いくぞ、三……二……一……》


　サリナルヴァ手て製せいの小型手しゆ榴りゆう弾だんが放たれる。


　その爆ばく音おんを合図に、アスリートたちは一いつ斉せいにスタートを切ったのだった。





　まず動いたのは集しゆう団だんの最前列にいる選手、すなわち名詠に頼たよらず自分の足で走って上位を狙ねらう生徒たちだ。


　馬や巨きよ鳥ちようなど、人を運べる名詠生物を詠よぶことができる者は多くない。特に高等部ハイスクールに入学したての一年生ならばなおさらだろう。地鳴りを上げて第一陣じんの数百人が駆かけていき、残りの集団に緊きん張ちようが走る。


　そう、ここからが本番。人を運べる名詠式が使える上級生徒たちの番だ。


　足の速い名詠生物を詠べば、前集団を一気に抜ぬき去ることも容よう易いとなる。当然、優ゆう勝しよう候こう補ほたちもこの後部集団に控ひかえているのだ。


　──よし、僕も頑張らないと。


　触媒カタリストとなる黒こく曜よう石せきを握りしめ、ネイトは詠うたうべき〈讃来歌オラトリオ〉を脳のう裏りに思い浮うかべた。


　自分が用意した触媒カタリストでは黒馬の成功率りつは決して高くない。成功するまで何度か失敗するかもしれない。だからこそ他人より少しでも早く名詠を開始しなければ。


　と思ったその時。


「はははっ、遅おそい、遅いわあなたたち！」




[image: ]


　何者かの哄こう笑しようが後部集団に響ひびき渡わたった。


「ちくしょう。エスカリ姉弟、もう名詠が終わったのか？」


　周囲の誰かが悔くやしげに叫さけぶ先に、姉弟を乗せて今にも羽ばたこうとする二頭の有翼馬ペガサスの姿すがたがあった。


「ふふふ、我われらは白色名詠の中でも有翼馬ペガサスを名詠することのみに努力の全すべてを費ついやした姉弟、有翼馬ペガサスに関しては名詠の速度とて誰にも負けはしない！」


　……あれれ、でも……本当に有翼馬ペガサス？


　あのちょっと丸っこい身体からだつきと短い脚あしは、どちらかと言えば馬ではなくロバだ。顔もなんか造ぞう形けいがおかしいし、翼つばさも折れ曲がってる。よく見れば毛け並なみの色つやも悪い。


「はっはっは、見るがいい負け犬共！　これが我々に勝利をもたらす美しき伝説の馬、この名詠生物そのものが芸げい術じゆつ品ひんなのだよ！」


　勝ち誇ほこるエスカリ姉弟の弟。その姿をネイトはじっと眺ながめ──なんとなく、競演会コンクールであの姉弟がまるで話題に上らなかった理由が分かった。いやはやもったいない。名詠前の想そう像ぞう構こう築ちくが足りないのか、はたまたあれはあれでまったくの別種なのかは分からないけれど、もう少しまともな有翼馬ペガサスならば競演会コンクールでも表ひよう彰しようされただろうに。


　しかしそんなネイトの心中を知るわけもなく、息いき巻まく弟に続いて姉が声高らかに、


「ほほほ、いくら足の速い名めい詠えい生物を詠よんだって、空を飛ぶ生物には敵かなわない。わたしたち姉弟の前にはいかなる相手も存そん在ざいしな──」


「はーい、ごめんよ」


　その時。まだ低空を浮ふ遊ゆうしている有翼馬ペガサスへと、小こ柄がらな黒い影かげが飛び乗った。


　亜あ麻ま色いろの髪かみに琥こ珀はく色の瞳ひとみ、ボーイッシュな顔だちの小柄な少女だ。その手には鈍にぶく輝かがやく鎗やりが握られている。


「だ、誰だお前は」


「ふ、今年の優勝を頂いただく者とだけ言っておくよ。そんなわけで……えい、ぷすっと」


　手にした祓戈ジルでエイダが有翼馬ペガサスを軽く突つく。その直後、姉弟を乗せていた有翼馬ペガサスはあっという間に光の粒つぶとなって消えてしまった。


「なっ、なにぃっ？」


　姉弟がそろって悲鳴を上げる。反はん唱しよう──名詠されたものを送り還かえす反名詠式である。どの名詠専せん修しゆう学校でも、ごく限かぎられた講こう義ぎでしか教えていない特とく殊しゆ技ぎ法ほうだ。


「ばかなっ……一年生風ふ情ぜいが反唱だと」


「わたしたちの有翼馬ペガサスがあんなにあっさり……？」


　目の前の出来事が信じられない姉弟に対し、エイダは腕うでをくんだまま。


「ふ、去年と同じ手で勝とうなんざ甘あまいってこと。反唱されることなんて想定してないから、余よ分ぶんな触媒カタリストも持ってきてないだろ？」


　返事の代わりにがっくりと、エスカリ姉弟はその場に膝ひざをついたのだった。





　───エスカリ姉弟、脱落リタイア──





《な、なんということでしょう！　わずか開始数分で、優勝候補だったエスカリ姉弟が脱落リタイア。エスカリ姉弟の賭け券チケツトが宙ちゆうに舞まってます！　この瞬しゆん間かん、人気第三位だったレオン選手、第四位のシリィ選手の賭け券チケツト価か格かくが高こう騰とう、売り切れ目前です！》


　ミオの実じつ況きように、会場は怒ど濤とうの歓かん声せいと罵ば声せいが入り混じる騒さわぎになった。


「ふ……ふふ、一年のくせにやるわね」


　そんな中、怪あやしげな笑えみを浮かべて立ち上がったのはエスカリ姉弟の姉だった。


「けれどたかが一年風情、今年の優勝を頂くなんて軽はずみな言動は避さけなさい。たとえわたしたちが敗れても、上級生にはまだまだ強力な──」


　その声を遮さえぎるタイミングで、さらにミオの実況が、


《おおっと、ここでさらに緊きん急きゆうニュースです。中ちゆう継けい地点にいるエンネ先生によると、目下の優ゆう勝しよう候こう補ほとされるレオン選手、シリィ選手が腹ふく痛つうを訴うつたえて棄き権けんしたとのこと。それも彼らだけでなく、上級生を中心に集しゆう団だん食中毒か？　原げん因いんはただ今調ちよう査さ中！》


　突とつ然ぜんの報ほう告こくに応おう援えん会場がどよめいた。レオン、シリィだけではない。何十人という数の選手が腹痛を訴うつたえているからだ。しかも有力選手の割わり合あいが異い様ように多い。


　そんな中、くすくすと邪じや悪あくな笑みを浮うかべる少女が一人。


「あら先せん輩ぱい方、申し訳わけありませんわ。先ほどお渡わたしした差し入れのドリンクが、そういえば薬品の調合を間ま違ちがえていた気がします」


「おまえ……一年のキリ……エか」


　腹部を押おさえ、鬼おにのような形相で迫せまる上級生たち。


「ふふ、そんなありさまで私に勝てるとお思い？　そんなことより、解げ毒どく剤ざいは料理研究会の部室にて良心的なお値ね段だんで提供中ですわ──ま、解毒剤を飲んだとしても今日一日はろくに動けやしないでしょうけど」


　刃はこぼれした包ほう丁ちようを携たずさえ、キリエはその横を悠ゆう然ぜんと通つう過かしていった。





　───人気第三位レオン、人気第四位シリィ、その他有力選手多数脱落リタイア──





《なんという悪あく魔まの策さく略りやく、恐おそるべき一年女子二名！　しかしあれは他者への危き険けん行こう為いでは？　それでは解説のサリナルヴァ先生、お願いしま～す》


《うむ、あれは確たしかに判はん定ていの必要がありそうだ。しかし今日は幸さいわいにして、暴エ走イ娘ダとキリエの身内が来らい賓ひん席にいる、その二人に判はん断だんを仰あおぐとしよう》


　マイクがサリナルヴァからその隣となりにいるティンカへと渡わたる。すると彼女は笑え顔がおのまま、口元に手をあてて──


《あらごめんなさい、わたしちょっと目を離はなしておりまして。ルーファ老はいかが？》


《うむ、すまんな。ワシも歳としのせいか目が霞かすんでおってな、よく見えんかった》


　笑顔で首を横に振ふる二人。ちなみにそれぞれ、エイダとキリエの名が書かれた賭け券チケツトをしっかりと握にぎりしめている。


《お前らじっと見てたくせに……ま、私も暴エ走イ娘ダの優勝に今年のボーナス総そう賭がけしてるから人のことは言えないか。暴エ走イ娘ダはこの学校ではまだ無名で大おお穴あなだからな、配当倍ばい率りつで今年の冬は優ゆう雅がに暮くらせそうだ》


　かくして身内感溢あふれる本部席は、二人の暴ぼう走そうを見て見なかったことにした。


　その間に──


　選手と選手の隙すき間まを疾しつ風ぷうの如ごとく通過する料理研究会副部長。次の瞬間には、彼らの手に持つ名めい詠えい用の触媒カタリストが微み塵じん切りとなって地に落ちていく。


「う、うそだっ……！」


　名詠用の触媒カタリストを失い、悲鳴を上げながら次々と脱落リタイアしていく選手たち。


「あ、エイダ、そっち一匹ぴき逃のがしましたわ」


「よしきた！」


　残りのエイダはといえば、キリエの手を逃れて名詠された名詠生物を片かたっ端ぱしから反はん唱しようで還かえしていた。彼女ら二人から逃にげようとする選手、逆ぎやくに立ち向かって返り討うちにあう選手。後部集団はとにかく混こん乱らんの渦か中ちゆうにあった。そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの光景を目まの当たりにし──


　……えっと、目立たないようにこっそり走ろっと。


　名詠は断だん念ねんし、黒こく曜よう石せきをポケットにねじこむ。エイダとキリエを大きく迂う回かいして、ネイトは校庭のスタート地点から普ふ通つうに走って脱だつ出しゆつした。


　その十分後。ネイトの逃げだした後部集団は、暴走少女二人によって壊かい滅めつした。





　───後部集団。キリエ、エイダ、ネイトを残して全員脱落リタイア──





　大会本部席にて。


　実じつ況きよう席に座すわるミオと、その隣に佇たたずむアーマの姿すがたがあった。


『ミオ、頼たのまれた小こ娘むすめのゼッケンを持ってきたぞ』


「おーありがと」


『そういえば、本部席ここはどういうカラクリで生徒の状じよう況きようを把は握あくしているのだ？』


「んとね、空飛ぶ名詠生物を詠よべる先生が空からチェックしてるの。それで何かあれば音おん響きよう鳥ちようで本部に伝えてくれて、それをあたしが実況」


『ほう。大会の意い義ぎはともかく、名詠のそうした応おう用ようは悪くないな。名詠式の可か能のう性せいを広げるという点でもよい発想だ』


　ミオの説明を聞き、アーマは珍めずらしく感心したように頷うなずいた。


「せっかくだからアーマもここで観みてる？」


『いや、我われは寮りように戻もどる。こういううるさい場所はどうにも好かん』


「そう？　残念だなぁ」
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　……なんだろう、やけに後ろが静か。


　後部集団が自分を残して壊滅したことも知らず、ネイトは裏うら山やまのマラソンコースをマイペースに走っていた。前方集団は自分よりだいぶ前を進んでいるらしく、前を見てもその姿は見あたらない。


「あ、でもすごい綺き麗れいな紅こう葉よう」


　色づく裏山の木々。足あし下もとに重なる落葉もほんのりと黄色に染そまり、まるで黄金の絨じゆう毯たんの上を歩いているような雰ふん囲い気きだ。


「こういうの、走るより歩く方が楽しそう」


　後ろへと通り過すぎていく木々へ振り返る。と、不意に──


「あらネイティ、まだこんなとこ走ってたの？」


　自分の名を呼よばれ、ネイトは声の方向に振り向いた。すぐ後ろ、クラスメイトのサージェスがのほほんと立つ姿が。


「サージェスさんこそ、だいぶ前に走り始めてたかと思ってました。それに……」


　彼女の出いでたちをしげしげと眺ながめる。校庭にいた時は運動服姿だったはずが、いつの間にやら彼女の服ふく装そうは動きやすそうな迷めい彩さい服になっていたのだ。しかもその背せ中なかには、一ひと抱かかえはある巨きよ大だいな褐かつ色しよくのリュックまで。


「今ってマラソン大会中ですよね」


「そだよ」


「サージェスさん優ゆう勝しよう狙ねらうって言ってませんでした？」


「狙ってるよー」


　あっけらかんとした表ひよう情じようで頷く彼女。


「あの……なんでこんなところにこんな恰かつ好こうで？」


「んー説明が面めん倒どうなんだよね。やれやれ仕方ない、特別にネイティも連れてってあげる。でもわたしが一位でネイティが二位だからね」


　おいでおいでと彼女が手て招まねき。しかし彼女が向いている方向は、道なき山の斜しや面めんだった。通つう常じようのマラソンコースとは方向から何からかけ離はなれている。


「ほら、早くこっち来て！　誰だれかに見つかったらまずいから！」


　しかし、そう告げる彼女の目は真しん剣けんこの上ない。


「は……はあ」


　言われるまま、サージェスと一いつ緒しよに林の陰かげへ身を隠かくす。


「いい、これを見て」


　サージェスが取り出したのは今回のマラソンコースの地図だった。校庭から出発して裏門を抜け、裏山の反対斜面にあるゴールを目指すコースである。


「大会は山を迂う回かいする経けい路ろになってるけど、山を登って直線距きよ離りを突つっ切れば圧あつ倒とう的に早いの。この山は斜面もきつくないし高度もない。ネイティにだって楽勝だよ」


「え……ちょ、ちょっと待ってください。このマラソン大会ってそんなショートカットも認みとめられてるんですか？」


「うん。だって空飛べる名詠生物なんか、コース無む視ししてゴールまで最短距離で向かっていいんだからね。ウチらが同じことやったって何も問題ないはずだよ」


「え、でも……でも」


　口ごもるネイトに、サージェスは優やさしげな表情を浮かべ。


「いい、ネイティ。要するにこの大会はね、スタート地点から出発してゴール地点にさえ着けば、途と中ちゆうの経けい過かは問わないということなの。結果が全すべて、勝者はただ一人！　まさに食うか食われるかの──」


「いったい誰ですかぁぁっ、こんなヘンテコ大会を企き画かくし──」


　あまりに想そう像ぞうを超こえた大会ルールに、思わずネイトが叫さけぼうとした途と端たん。


「し、静かにっ！　ネイティ木の陰に隠れて！」


　サージェスの合図の直後、後方からけたたましい刃の衝しよう突とつ音おんが伝わってきた。嵐あらしのようにマラソンコースに現あらわれたのは二人の少女だ。


「どりゃあー、くらえぇッ！」


「ふっ、ここがあなたの墓はか場ばよ！」


　自分の身長より長い鎗やりを軽々と振ふり回すエイダに、こちらも大おお鉈なたを棒ぼうきれのように扱あつかうキリエ。


　互たがいに高速で切り結びながらも、彼女たちは尋じん常じようではない速度でネイトの前を通つう過かしていった。あれだけの速度だ、遥はるか先の前方集団に追いつくのも時間の問題だろう。


　後に残されたのは、余よ波はを受けて切り刻きざまれた木の葉だけ。


「……なんて怖おそろしい」


「ほら、あんな子たちと体力勝負しても無む駄だだから。こっちは戦せん術じゆつで勝負だよ、ゆっくり行くからネイティもついてきなさいね。それじゃあ、出しゆっ発ぱあぁぁっ！」


　と同時、山の急斜面を凄すさまじい勢いきおいで駆かけ上っていくサージェス。


「え、ちょっ、ちょっとサージェスさん速！　どこがゆっくりなんですかぁぁっ」


　あっという間に小さくなっていく彼女の姿を遥か後方で眺め、ネイトは溜ため息いきをついた。


　……サージェスさんも体力なら負けてないですってば。





《さあ、いよいよ過熱してきましたよ～。前方集しゆう団だんの中でもトップグループは既すでに折り返し地点を抜け、大会名物の大カーブへとさしかかっている模も様よう。この大カーブを抜ければいよいよ最後の直線！　優勝候補も次し第だいに絞しぼられてきました！》


　本部席の放送に、校庭の応おう援えん席はいよいよ盛もり上がっていた。


「さあどうなるかしらね、わたしのクラスのみんなも頑がん張ばってるらしいし。オーマなんか今第一グループにいるみたいよ」


　応援席にて、クルーエルは担たん任にん教きよう師しのケイトと並ならんで座すわっていた。


「へえ、すごいですね。もしかしたら優勝も狙えそうですか？」


「まだ分からないけど、いい順位は狙えそうよ。でもとにかく無事ならいいんだけど」


「転んだりケガとかはしないでほしいですよね」


　……そうだ、せっかくだからミオにネイトの様子も訊いてみよう。実じつ況きよう役の彼女なら選手の順位も細かく把は握あくしているはずだ。


「ミオ、ちょっといい？」


　応援席から本部席へとクルーエルは歩いていった。


「お、クルルどしたの～」


「大したことじゃないんだけど、ネイトって今どこらへんにいるのかなって」


「ふふ、気になる？　ええとちょっと待ってね……あれ」


　手元の中ちゆう継けい報ほう告こく書しよをめくるミオの手が、いつまで経たっても止まらない。


「おかしいなぁ。ネイト君の現げん在ざい地ち、中継地点の先生たちも摑つかめてないみたい」


「どういうこと？」


「あとサージェスの場所も分からないみたい。確かく認にん中だって。ま、平気でしょ」


「……そうだといいんだけど」


　空いていた椅い子すを引き寄よせ、クルーエルはミオの隣となりに腰こし掛かけた。


「そういえば夜色トカゲは？　さっきわたしのゼッケンを本部に持っていくって」


「んとね、騒さわがしいのは嫌いやだからって先に寮りように帰っちゃった」


「そうなんだ。ゼッケン持って行ってくれたから、たまにはお礼でも言ってあげようと思ったんだけどな」


「まあまあ、今はトップ集団に注目だよ、ほらクルルもおとなしく観戦！」
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　名めい詠えいに頼たよらず自分の足で走ることを選せん択たくした第一集団。


　その中でも先頭集団はいよいよコースの佳か境きよう、大カーブへとさしかかっていた。大きく左に迂う回かいする道で、かつ緩ゆるやかな上り坂。毎年、疲ひ労ろうした足がもつれ転てん倒とうする選手が相次ぐ難なん所しよだ。


　そんな中、ネイトたちの教室で男子クラス委員を務つとめるオーマは、今も先頭集団に食くらいついていた。


　……うわ、このコースひっでえな。


　ゴール目前というのに、最も苦しいポイントがここで来るとは。案の定、自分のすぐ前や後ろでも、速度を落とす選手が大半だ。


「でも、逆ぎやくに言えばここで頑がん張ばれば優ゆう勝しようも見えてくる……か？」


　オーマはトレミア・アカデミーでは特に部活にも入っていないが、放課後は男友達と毎日のように校庭で走り回って自然と体力がついている。トレミア入学以前も、毎日遠えん距きよ離りを走って通学していたという過か去こがある。そう、彼はなにげに苦学生なのだ。


「わぁ、オーマ頑張って！」


　先頭集団についているからだろう、大カーブに先回りしていたクラス女子からの声援も熱い。手を振ふって応こたえる余よ裕ゆうはないが、それでも視し線せんでの返事は忘わすれない。


　……おいおい、もしかして俺おれって今、輝かがやいてないか？


　最初は参加特典である特別単位を得るためだけに参加してみたが、優勝すれば一年間の学費が浮うく。これは非ひ常じように大きい。


　自分の前を走る選手は全部で五名、いずれも上級生だ。しかしその先頭はどうやら女子らしい。男子に交じって首位を守ってきたのはオーマにとっても驚おどろきだが、さすがに体力も限げん界かいのはず。


「よし、これなら行けるぜ！」


　こっからスパートをかけて、最後の直線で逃にげきって俺の勝ちだ！


　苦しい呼こ吸きゆうを懸けん命めいに整え一気に加速。目の前を走る選手を一人、二人と次々に走り抜ぬいていく。三人、そして四人。瞬またたく間に、オーマは先頭集団でも第二位に躍おどり出た。無名の一年生の活かつ躍やくということで、周囲の応援もますます大きく熱くなる。


　──捉つかまえた！


　その声援に背せを押おされ、オーマは先頭を走る少女のすぐ背はい後ごを捉とらえた。


　少女というが身長はかなり高く、男子の平均身長ほどはある。体たい格かくもしっかりしているし、走り方も規き則そく正しい。男でも苦しいこのコースを走りながらも呼吸は落ちついている。よほど普ふ段だんから鍛きたえていなければできない芸当だ。


「だがっ、男としてここは譲ゆずれねえ！」


　さらに加速。そして、オーマはとうとう少女の横に並んだ。そのまま一気に抜き去ろうとした刹せつ那な。ふとオーマの中に小さな疑ぎ問もんが生まれた。


　──そう、これだけ足の速い少女はいったい誰なのか。


　ほんのわずかな好こう奇き心しんでオーマは横目で隣を見……それが、命取りだった。


「あれ？」


　まず目についたのは額ひたいに巻まいた白地の鉢はち巻まき。短く切りそろえた深い紺こん色いろの髪かみに、獅し子しの類たぐいを思わせる金色の瞳ひとみ、鋭するどい顔のライン。


　ちなみに、白地の鉢巻には大きく赤で『唸うなれわたしの豪ごう腕わん、死して滅めつせよ痴ち漢かん共！』と書いてある。


「男として私に負けられないだと？」


　ぎらりと、その少女の両目が怪あやしく輝いた。


「あ……あれ、……あの……なんで貴女あなたがこんなところに」


「貴き様さま、見覚えがあるぞ。以前我われらが護ご身しん部の部室に侵しん入にゆうした輩やからだな？」


　トレミア唯ゆい一いつの男子禁きん制せいの部活、護身部。その部長イフレティカ。かつてオーマが護身部の部室に入ろうとして返り討うちにあった相手である。


「くっくっく、そうかそうか。貴様、まだ懲こりていないようだな。ならば今度こそ、二度と足あし腰こし立たないようにしてやろう」


　ぱきぱきと指の骨ほねを彼女が鳴らし。


「ち、違ちがうっ！　う、うわぁぁぁぁっ、お、お助け──」


「問答無用、覚かく悟ごぉ！」





　───オーマ、大カーブ終了直前にて無念の脱落リタイア──





《おおっと、ここでオーマ選手が脱落リタイアしたという情じよう報ほうが入りました！　一年生ながらなかなかの健けん闘とうをみせた彼。しかし最後の大カーブで転倒したのか、全身ボロボロの状じよう況きようで発見された模も様ようです。クラスメイトとしてあたしもちょっと残念！》


　校内に、ミオの悲しげな放送が響ひびき渡わたった。


「あー、残念ね。もう少しで優勝狙ねらえたのに」


　まさか部長のイフレティカの仕し業わざとはつゆ知らず、同じ護身部のクルーエルはオーマの脱落リタイアに溜ため息いきをついた。


　……うーん、でも本当にネイトどうしちゃったんだろ。
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「ま……まってくださいサージェスさんてば」


　岩だらけ、凹おう凸とつだらけの斜しや面めんを軽々と進んでいくサージェス。彼女の背せ中なかをネイトは死に物狂ぐるいで追っていた。


「ネイティのは靴くつが悪そうだねえ」


　登山専せん用ようの頑がん丈じような靴を履はいたサージェスが腕うでを組む。彼女の言うとおり、登山専用靴はとにかく硬かたいのだ。岩や木の根を踏ふんでもまるで気にならない。一方のネイトの靴はジョギング用の薄うす底ぞこ、足あし下もとの岩や突とつ起きを踏ふめばすぐに捻ねん挫ざしてしまう。


「ま、ゆっくり行こっか。どうせウチらが一番だし」


「ほんとですか？」


「うん、去年名めい詠えい生物なしで一番早かった人の記録を見た限かぎりね。この上り坂を越こえて下おりれば、いきなり最後の直線までショートカットできるから」


　最後の直線まで来れば、もうゴールは目の前のはず。


「すごい、下調べ完かん璧ぺきですね」


「この裏山は登山部のいつもの練習コースだもん、そんなの当たりま──」


　ぴたりとサージェスの口が止まった。


「あ、あれ。どうしたんですか？」


「…………」


　口を半開きにしたままサージェスが見つめるのは、ひらひらと宙ちゆうを飛び回る一匹ぴきの蝶ちよう。それも小鳥ほどの大きさの、黄き金ん色に輝かがやく翅はねをした蝶である。


「うわー、綺き麗れいな蝶。僕ぼくあんなおっきくて綺麗なの初めて見ました。この山ってあんなのもいるんですね。ね、サージェスさん」


「……あ、あれは」


「サージェスさん？」


「あれは黄金女王蝶クイーンバタフライ……遥はるか南の熱帯雨林、その奥おく底そこにそびえる火山の火口付近にしか生息しないはずの超ちよう激げきレア蝶ちよう。自然を愛する者ならば一生のうち一度はお目にかかりたいと願ってやまない蝶が、なぜここに!?」


　背負っていたリュックを下ろし、中の荷物をごそごそと取りだすサージェス。


　あれ、なんでだろう。前にもこんなことがあったような気が。


「……ネイティ」


　にやりと、有う無むを言わさぬ禍まが々まがしい笑えみをサージェスが浮うかべる。


「は、はいっ？」


「今回のマラソン大会、一位はネイティにあげる」


「……え？」


　どういうこと？


　ネイトが疑ぎ問もんを口にするより先、彼女はリュックから巨きよ大だいな虫むし網あみを取りだして──


「ここであの蝶を採とり逃のがすわけにはいかないの！　一いつ攫かく千金、やったぁぁ！」


　次の瞬しゆん間かん、サージェスは進路を九十度変え、黄金女王蝶クイーンバタフライ目がけ爆ばく走そうしていた。


「あああっ、やっぱりぃ！」


　あっという間に林の中へ消えたサージェス。ぽつんと一人残され、ネイトはがっくりと肩かたを落とした。


「……仕方ないよね。最後くらい自分で頑がん張ばらないと」


　地図と方位を確たしかめ、慎しん重ちように下り坂を進んでいく。足下に注意しておそるおそる木々の合間を抜けていき──不意に、さっと視し界かいが開けた。


　登山口と書かれた門を抜け、本来のマラソンコースである散さん策さく道どうへと合流。


　途と端たん、津つ波なみのような怒ど濤とうの歓かん声せいが鼓こ膜まくをふるわせた。


　……え、な、何？


《おおーっと、これはいったいどんなカラクリでしょう！　今の今まで位置が特定できていなかったネイト君……もとい、ネイト選手がこの土ど壇たん場ばで一気に単たん独どく首位に躍おどり出ました！　さあ残すところは最後の直線百メートル、このまま逃にげきるのかぁぁ？　解かい説せつのサリナルヴァ先生、どうでしょう》


　コースの合間に建てられた鉄てつ塔とうから伝わる実ミ況オの声。


《うむ、おそらくは裏山を直ちよく接せつ突っきることで距きよ離りを短たん縮しゆくしたのだろう。しかし相当に山道を熟じゆく知ちしていなければできない芸当。よもや少年にそんな技ぎ能のうがあったとは……私としても計算外だ。ルーファ老、どう思う？》


《ふ、やはりワシが見こんだだけのことはある。あの少年ならワシはやると思っとった！》


《その割わりに賭け券チケツトはエイダちゃん一ひと筋すじでしたのね》


《あ、ティンカ、それは言わない約束──》


　妙みような発言を繰くり返す本部席はさておいて……


　ネイトはじっと正面を見つめた。視界の先、白いゴールテープが確かに見える。


「この直線を走りきれば、もしかして僕が優ゆう勝しよう？」


　慣なれない登山の疲ひ労ろうでろくに動かない足を懸けん命めいに前へ。ふらつきながらも、ネイトは最後の直線を走りだした。しかし直後、慌あわてたようなミオの絶ぜつ叫きようが。


《な、なんと皆みな様、ネイト選手の後ろを御ご覧らんください。あの三つの人ひと影かげは──》


　──僕の後ろ？


「み～つ～け～たぁぁぁっっっ！」


　背せ筋すじが凍こおりつくような雄お叫たけびを上げながら、猛もう烈れつな勢いで近づいてくる少女が三人。


《き、きたぁっ！　序じよ盤ばんにて数多あまたの選手を絶望の淵ふちに追い詰つめたエイダ、キリエ両選手！　それと護ご身しん部の部長、知る人ぞ知る三年生のイフレティカ選手だ！》


　まるで草食動物を追いかける肉食動物の如ごとく、爛らん々らんと目を輝かせる三人。エイダは鎗やり、キリエは両手に大おお鉈なた、イフレティカに至いたっては愛用の鉄球を振ふり回しながら走ってくる。


　……えっと、もしかして追いつかれたら殺される？


「まぁぁ～てぇえ～～」


「絶ぜぇっ対たい、待ちません！」


　悲鳴を上げたくなるのをぐっと堪こらえ、ネイトは全力で逃げだした。しかし速度は断だん然ぜん向こうが上。背はい後ごの足音がどんどん大きくなってくる。


《は、速い、速すぎるぞこの三人！　このままではネイト選手を追い越すのも確かく実じつか？　来らい賓ひんの皆様、いかがでしょう？》


《よし、行け暴エ走イ娘ダ、これで私の懐ふところは温かいぞ》


《ワシぁエイダならやると信じておった！》


《キリエちゃん、負けたら分かっているわね？》


《……えー、身内感溢あふれるコメントをありがとうございました。なんか可哀かわい想そうなので、あたしミオは個こ人じん的にネイト君とイフレティカ選手を応おう援えんしたいと思います。がんばれ～》


　ミオの応援に支ささえられ、必死で足を前へと進める。だが背後の三人はまだ体力にも余よ裕ゆうがあった。


「うふふふふ、つ～か～ま～え～たぁ？」


　背後に迫る声。もはや自分の足だけで逃げきるのは不ふ可か能のうだ。


　……名めい詠えいで何とかしないと。


　触媒カタリストは、黒馬を使うためにとっておいた黒こく曜よう石せき一つ。


　今から黒馬用の〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたう時間はない。目め隠かくしのための黒こく煙えん？　いや、イフレティカには護身部の部室でこの前見せてしまったばかり。エイダだってこの手は知っているはず。なら、これだ！


「ふふふ、諦あきらめなさい！」


　三人の手が背中に伸のびる直前、ネイトは黒曜石を足あし下もとに投げつけた。


　──『Ezel夜の歌』──


　夜色に輝かがやく名詠門チヤネルが地面に描えがかれ、そこから黒く輝く泥どろのような物体が大量に撒まき散らされた。その泥の上を三人が通つう過かし。


「……なっ！　これ、ただの泥じゃないっ？」


　靴くつにまとわりついて離はなれようとしない粘ねん着ちやく性せいの物体を前に、三人の表ひよう情じようが豹ひよう変へんする。


《あれはまさか──》


《アスファルトか！》


　勉強家の実ミ況オ、そして解説者サリナルヴアの声が重なった。


　アスファルト──天然に存そん在ざいする炭化元げん素そ類である。粘度が高く一度触さわればそこにこびりつき、冷えることで急速に固まる性せい質しつを持つ。


「ちょっとエイダ、あなたさっさと還かえしなさいってば」


「しまったぁっ、あたしちび君の夜色名詠の反唱は知らない！」


「な、何ですってぇ！」


　粘ねばりつく泥に足を奪うばわれ、ネイト以外の三人が悲鳴を上げる。


「キリエこそ何とか方法はないの、これベトベトして気持ち悪いぃいい！」


「おのれ、ここまできてこんな屈くつ辱じよくぅ」


　口々に騒さわぐ三人の追つい跡せきを振りきって、ネイトはゴールテープを通過した。
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《ッッッゴォオオーール！　なんと、第六回秋の徒競走大会トライアルコンペを制せいしたのは一年生のネイト選手でした！　あの小こ柄がらな身体からだでは走りきることすらできない、誰だれもがそう思っていた中の一位、ネイト君本当におめでと～》


　へとへとになったネイトが校庭に帰った時には、会場は割われんばかりの喝かつ采さいに包まれていた。


　……くたくたで、もうこれ以上歩けないや。


　興こう奮ふんしきったミオの放送がひっきりなしに伝わってくるのに、まだ自分が一番になったという実感すら湧わいてこない。


「いやー、ネイティよかったね」


　金色の蝶ちようが入った虫かごを抱かかえたサージェスに、バンバンと背中を叩たたかれた。


　彼女はといえば無事に蝶を捕つかまえたらしく満面の笑えみだ。登山部で生せい態たいを観察し、また山に帰すらしい。


「あーあ、あとちょっとだったのにな」


「まあ面おも白しろかったからよしとしましょう。久ひさ々びさに心ここ地ちよい汗あせもかけたことだし」


　エイダ、キリエが揃そろって腕うで組ぐみ。


《ネイト君ネイト君、ちょっと本部席おいで～》


「あ、はいー！」


　本部席のミオに呼よばれ、ネイトは実じつ況きよう席によろよろと走っていった。


「今から大会の閉へい会かい式しきがあってさ、その後優ゆう勝しようインタビューあるんだけどできそう？」


「えっと、僕もうへとへとなので明日でもいいですか」


「言うと思った～。優勝者の特別賞品もまた今度聞くね。どうせ決めてないんでしょ？」


　楽しそうな笑顔でミオが片かた目めをつむる。


「あ……実はそうなんです」


　特別賞品。パンフレットを見た限かぎりは三種類の中から選べるらしい。まさか優勝できるなんて思っていなかったから考えてもいなかった。


「うーん、それにしても残念。あたしネイト君の賭け券チケツト買っておけばよかったなあ。買ってればすごかったんだよ。ネイト君には悪いけど参加選手中一番人気なかったから、配当倍ばい率りつの高さったら」


　賭け券チケツト。ケイト教きよう師しから聞いたことだが、非ひ公式とはいえほぼ全校生徒が知るものらしい。売上が学園の修しゆう繕ぜん費ひに充あてられることから教師も黙もく認にんしているのだとか。


「うーん、一枚だけ減へってたからさ、あたしてっきり、ネイト君が自分で自分の分を一枚買ったのかと思ってたんだけど……やっぱり違ちがうよね？」


「僕は賭け券チケツトは買ってないですけど、でも誰も買わなくたって、何かのはずみで一枚くらいなくなってもおかしくはない気もします」


「ん～……まあそっか。さてそろそろ時間だし、閉会式始めよっか」


　頷うなずいて、ミオは再ふたたび拡マ声イ器クの前に口をあて。


《それでは皆みなさん、閉会式に移うつりますので校庭中央にお集まりください～》
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　閉会式終しゆう了りよう後ご、参加選手はそのまま流れ解かい散さんになった。


　……ふう、やっと終わったんだ。


　受付に預あずけていた荷物を受け取る。と、ぽんと誰かに肩かたを叩かれた。


「おつかれさま、ネイト」


　そこには自分のよく知る少女が。


「あ、クルーエルさん、待っててくれたんですか」


「うん。それにしてもまさか優勝なんて思わなかったよ。すごいね」


　並ならんで歩きながら、クルーエルの声のトーンが自然と上がる。


「い、いえ、あれはサージェスさんが道を教えてくれたからで」


「ふふ、控ひかえめなところがキミらしいね。──ところで、走りっぱなしだったからお腹なかすかない？　学食で何かご馳ち走そうしてあげるよ」
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「え……でも、クルーエルさんお金平気なんですか？」


「ふふ、お姉さんに任まかせなさいって」


　いたずらっぽい笑え顔がおを浮うかべ、クルーエルが制服のポケットから何かを取りだす。


　ひらひらと風にゆれる一枚の紙切れ。そう、彼女が指先に挟はさんでいたのは、大会で売られていた賭け券チケツトだった。


　その賭け券チケツトに書かれた選手名は──ネイト・イェレミーアス。


「あ、あれ？」


「ほんとはこういう賭け事って好きじゃないし苦手なんだけどね、キミへの応おう援えんのつもりで一枚だけ買っておいたの」


　少しだけ照れくさそうに、くすりと彼女が微笑ほほえむ。


　……そっか、一枚だけ僕の券けんを買ってくれた人って。


「さ、ちょっとしたお小こ遣づかいも入ったことだし、行こっか？」


「──はい！」


　荷物をぎゅっと握にぎり、ネイトはクルーエルの後を歩きだした。




虹奏　『また会う日までの夜想曲ノクターン』
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　どこからとも分からず聞こえてくる、下校の時を報しらせる鐘かね。


　今日も、いつものように一日が終わる。夕ゆう陽ひが放つ赤しやつ光こうが校庭を染そめる景け色しき。その校庭で部活動に興きようじる学生たち。


　普ふ段だん何も思わぬまま通り過すぎていった、エルファンド名めい詠えい学がく舎しやの見慣れた光景だ。


　大陸辺へん境きようにある専せん門もん校こうであり、勉学が特に盛さかんなわけでもないありふれた中等部ミドルスクール、それがエルファンド名詠学舎である。


「……この学校とも、あと三日でお別れか」


　誰だれもいない教室の一角で。


　茶か金か判はん断だんに迷まよう色の髪かみをなびかせる男子生徒がいた。端たん整せいな顔だちと対照的に、どこかとぼけた印象を与あたえる少年だ。


　卒業まであと三日。高等部ハイスクールへの進学で、今の学友とも別れることになる。それ自体は別に悲しいわけじゃない。仕方のないことだ。


「……いや、どうなんだろう」


　窓まど枠わくに背せを預あずけ、カインツ・アーウィンケルは天てん井じようを見上げた。卒業、悲しいわけじゃない……でも、本当は寂さびしいのかもしれない。


　彼女と──イブマリーと別れることが。
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　それは卒業を一週間後に控ひかえた日の、その放課後のことだった。


　掃そう除じ当番だったカインツが掃除を終えて、担たん任にんのジェシカ教きよう師しへ報ほう告こくに向かう途と中ちゆう。


「イブマリー、何を言っているんだね」


　声は、唐とう突とつに聞こえてきた。


　──イブマリー？


　唐突に聞こえてきたクラスメイトの名に、カインツは反はん射しや的に振ふり向いた。声はすぐ近く、左手側の扉とびら一つを隔へだてた部屋からだ。


　……学長室じゃないか。


「ですから卒業式の際さいのお願いです。担任のジェシカ先生に頼たのんだのですが、そういった要望は学長にとのことでしたので」


　普ふ段だんクラスの生徒とはおろか、担任教師とも口をきこうとしない彼女。


　……そのイブマリーが学長に要望？


　間ま違ちがいない。物言いこそ丁てい寧ねいだが、それでも言葉の端はし々ばしに、彼女らしい無ぶ愛あい想そうな言こと葉ば遣づかいがうかがえた。


「先ほども申し上げましたが、卒業証しよう書しよの授じゆ与よ式しきでわたしの専せん攻こう色を──」


「君の専攻は『Keinez赤』と記き憶おくしているが」


　言い終える間も待たず、学長がぴしゃりと言葉を断たつ。


「名目上はそのとおりです。でもわたしは──」


「イブマリー、君の噂うわさは職しよく員いん間でもよく耳にする。なんだっけ、黒色名詠式？」


「……夜色名詠式です」


　少女の声にあからさまな棘とげが混まじる。


「ああ、そうそう。そうだったね」


　予想の内か、学長の態たい度どに変化はない。


　──噓うそだ。


　心中カインツは吐はき捨すてた。学長のあまりに演えん技ぎじみた口調が嫌いやでもそれを伝えてくる。


　学長は、わざとこの少女をからかっていた。


「だがいずれにせよ。そんな名詠色は公おおやけには存そん在ざいしないはずだが？」


　名めい詠えい式しき。それがこの学校で生徒たちが学んでいる専門技ぎ術じゆつだ。自分が望むものを心に描えがき、詠うたうことで自分の下もとへと招まねき寄よせる転送術、それが名詠式である。


『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』。


　名詠式はこれら五色から成り立ち、この五色と同色をした物体を詠び招くものだ。


　そして現げん状じよう、この五色以外の名詠色はいまだに確かく立りつされていない。


「それでもわたしは、自分の専攻を夜色名詠として頂いただきたいのです」


　夜色名詠。それがイブマリーの目指している名詠式だ。いまだ誰だれもなしえたことのない、新しい名詠色の確立である。


「ではその夜色名詠とやら、実際にここで見せてもらいたいものだな。出来によっては、卒業証書授与式で君の専攻を夜色名詠とすることも検けん討とうしよう」


　──そういうことか。


　名詠学校の生徒は中等部ミドルスクールで名詠式の基き礎そを学び、高等部ハイスクールでは一つの専攻色を専門に学ぶことになる。そのような理由からエルファンド名詠学舎では卒業の際に、生徒が高等部ハイスクールに進学する際の専攻色を読み上げる慣かん習しゆうがあるのだ。


　そしてイブマリーは高等部ハイスクールの入学試験で『Keinez赤』を選せん択たくしていた。となれば当然、教師もそれを彼女の専攻色として読み上げるだろう。


〝でもさ、どうして『Keinez赤』なんだい？〟


　イブマリーがそれを選んだ理由。カインツは一度だけ聞いたことがあった。


〝理由？　それが一番簡かん単たんだからよ〟


　極きわめようとするのならともかく、生徒がそこそこの名詠技術に達するまでに要する時間が、最も短いのが赤色名詠式とされる。


〝名目でいいの。どれか一色さえできるようになってれば、夜色名詠こつちの練習に時間を割さくことができるでしょ〟


　イブマリーが自分だけに打ち明けた事実。


〝わたしの家系、代々からだが弱いの。みんな早死にしてる。わたしのお母さんも、わたしを産んですぐ死んじゃった〟


　彼女の身体からだは重病に冒おかされ、もう長くは保もたない。自分が死ぬ前に何かを成し遂とげて、それを誰かに伝えたい──彼女が夜色名詠を志こころざすのはそれが理由だった。


「夜色名詠を、この場でやれと？」


「ああ、そうすれば私や他ほかの教員も頷うなずける」


「…………」


　イブマリーが口を閉とざす。


　事じ情じようを外に吐き出せば彼女はどれだけ楽になることか。彼女の理由を知れば、この学長とて多少はまともな対たい応おうもするだろうに。


　しかしそれでもなお、カインツには分かっていた。この少女は、絶ぜつ対たいにそんな真ま似ねなどしないということを。


「いい加か減げん認みとめたらどうだね。そんな名詠色などないということを」


「いいえ」


　無む機き質しつな声こわ音ねで、再さい度ど彼女が否ひ定ていする。


「専攻色を夜色にしろと言いながらそれを見せようとはしない。すまんが私には理り解かいしかねる」


「──ですが！」


「話は終わりだ。私も卒業式の段だん取どりがあるのでね」


　少女が押おし黙だまる。壁かべ越ごしに伝わってくる、痛いたみさえ感じるほど張はり詰つめた空気。


　その均きん衡こうを破やぶったのは少女の方だった。


「では失礼します」


　怒いかりと悲しみが混まざり合った、言葉にならない激げき情じようにふるえる声音。


　それと同時に扉が開き──


　……しまった！


　身を潜ひそめる間もなく、扉を開け通路に出てきた少女とカインツは目があった。


「──え」


　ぽかんと、拍ひよう子し抜ぬけした表情でイブマリーが口を開ける。


「や、やあ。偶ぐう然ぜん」


「カイ……ンツ？」


　普ふ段だんの鋭するどさはまるでない。今目の前にいる彼女はどこか弱々しい、水みな面ものように揺ゆれる幼おさない黒こく瞳どうでこちらを見つめてきた。





　学校の敷しき地ちの端はしにある、背せの高い樹じゆ木もくの下の小さな草場。静かで、微かすかに風が過すぎるのを感じられる落ちついた空間。


　それが、イブマリーの好む場所だった。


「君も強ごう情じようだね」


　背を向けたままの彼女に、カインツは肩かたをすくめてみせた。


　木こ陰かげの下。木もく製せいのベンチに、うなだれるようにして身体を寄よせる細身の少女がいた。


「あの石頭が悪いのよ」


　らしからぬ幼おさなげな口調で言い放ち、イブマリーが振ふり返った。木陰に吹ふく風かぜに、絹きぬ糸いとを思わせる彼女の黒くろ髪かみがふわりと揺ゆれる。


「でもまあ、学長だって実物を見ないからにはそう簡かん単たんに認められないだろうけどね」


「あら、学長の味方？」


　怒おこるというよりむしろ面おも白しろがるような面おも持もちで、彼女の夜色の瞳ひとみが見つめてくる。


「いやいや。ただ客観的に見たらそうも思えるなって」


「客観的だなんて言葉を持ちだすならば……」


　そのまま彼女が言いよどむ。最さい適てきな言葉を探さがそうとして、逆ぎやくにその迷めい宮きゆうに迷まよいこんでしまった──そう思わせる余よ韻いんを残し。


「あなただってわたしの名めい詠えいを見ていない。でも、それでも信じてくれたじゃない」


「それを言われるとボクも困こまるな」


　照れ隠かくしにカインツは頭上を見上げた。


　確たしかに彼女の言うとおりだからだ。唯ゆい一いつの話し相手である自分にすら、彼女は一度として夜色名詠を見せたことはない。


「でも実じつ際さいどうなんだい」


「どうって、何が？」


　悪戯いたずらっぽく、試ためすように少女が微笑ほほえむ。


　──分かってるくせに。


「夜色名詠の構こう築ちく具合。本当は、あの学長が腰こしを抜ぬかすくらいまで完成してたりとか？」


「まさか、全然」


　あっさりと首を横に振るイブマリー。


「あなたこそわたしとの約束はどうなのよ」


「ボクの方も、まだ全然」


　苦く笑しよう気味にカインツは肩をすくめた。


「……そんなとこだと思った」


　呆あきれたように、少女が胸むねの前で腕うでを組む。


　虹にじ色いろ名詠の習得。それが、カインツがイブマリーに誓ちかった約束だった。現げん在ざい確かく立りつ済ずみの名詠は五色。うち、一色を極きわめるのに要する年月は最低でも十年。生しよう涯がいをかけてでも三色を習得するのが限げん界かいと言われる。


　いまだ成しえた者のなき、名詠全色の習得。虹色名詠とはそれを喩たとえた言葉なのだ。


「でもさ、それでいいんじゃないかな。まだまだ未完成だからこそ、やりがいがあるし」


「嬉うれしそうに言うのもどうかと思うけど」


　肩を揺らすカインツに、彼女が心底呆れたように首を振る。


　不ふ可か能のうとも言われる五色の全ぜん制せい覇は。すなわち、カインツが目指す虹色名詠。


　一方。同じく不可能と言われる、五色以外の新たな名詠色の構築。それがイブマリーが目指す夜色名詠だ。


「いいじゃない、そっちのがボクたちらしいよ」


　それらを成し遂とげると言いながら、互たがいにその片へん鱗りんすら見せようとしない。第三者から見れば、それは単に子こ供どもが虚きよ勢せいを張はっているに過ぎないと映うつるだろう。


　だが自分は、そして彼女も。互いに相手をからかい合いながら、それでも本心は、互いが目標を成し遂げることを信じている。


「まだ全然か……ま、あなたならそう答えると思ってたけど」


　むしろその答えこそ相応ふさわしい。そうとでも言いたげに少女が瞬まばたきを繰くり返す。


「──ボクなら？」


「似にたもの同士、ってこと」


　珍めずらしく、本当に珍しいことに、彼女の表ひよう情じようは明るかった。
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「なあカインツ、もちろん参加するよな」


　後ろから突とつ如じよ羽は交がい締じめにされ、カインツは渋しぶ々しぶと読みかけの本を閉とじた。


　振り返ったそこに、体たい格かくの良い日焼けした男子生徒。


「……なんの話だっけ、ゼッセル」


『Keinez赤』を専せん攻こうするクラスメイトで、普ふ段だんからどこか抜ぬけているものの、陽気で憎にくめない性せい格かくの生徒だ。


「卒業旅行のこと。明後日あさつての卒業式の翌週から一週間。クラスのメンバーにはなるべく全員参加してもらいたいんだけど」


　眼鏡めがねをかけた線の細い男子生徒が続けて告げてきた。


　ミラー。『Ruguz青』を専攻する、落ちついた物腰の少年だ。


　何かにつけゼッセルとは口くち喧げん嘩かになる相手でもある。もっとも幼よう少しようからの腐くされ縁えんたる二人だから、教室の誰だれも彼らの喧嘩を止めようとはしないが。


「ということはイブマリーも行くのかい？」


　すると、ミラーは曇くもった表情のまま首を横に振ふった。


「エンネが交こう渉しよう中。だけど雲行きは怪あやしいな。金も時間も興きよう味みもないんだとさ」


　──なるほど、彼女らしいや。


　心の内でこっそりと苦く笑しようした。目を閉とじるまでもなく、旅行の勧かん誘ゆうをきっぱりと断ことわる彼女の姿すがたがありありと浮うかんでしまったからだ。


「行きたいのは山々だけど、ボクも進学の準じゆん備びで忙いそがしいかもしれないよ」


「ああ、そういや中央部にある名詠学校に行くんだっけ」


　ゼッセルの問いに頷うなずいた。


　エルファンド名詠学がく舎しやは大陸の端はしにある中等部ミドルスクール。大半の生徒が地方の高等部ハイスクールへと進む中、カインツは大陸中央部の学舎へ進学することが決まっていた。


「宿舎とか入学の準備で目が回ってて。悪いけど、その件けんは今日一日保ほ留りゆうでいいかな」


　どうせ卒業旅行へ行くなら、今日一日かけてイブマリーに交渉してみよう。


「分かった。明日の放課後までには返事頼たのむ」


　几き帳ちよう面めんなミラーが手元の用紙にメモするその隣となりで、今まで沈ちん黙もくしていたゼッセルが自分の手元にある本を指さしてきた。


「ところでカインツ、お前なに読んでるんだ」


「ん、これだよ」


　口で説明するまでもなく、閉じていた本を広げてみせる。


「花の図ず鑑かん？」


「うん。ちょっと名詠の参考にね」


「お前の専攻って『Surisuz黄』だろ。そのページ、赤色の花しか載のってないじゃん」


　普段当てずっぽうな性格の割わりに、彼は意外なところで目め敏ざといらしい。


「そうだけど……」


　やや迷まよったものの、カインツは素す直なおに胸むねの内を打ち明けることにした。


「ねえゼッセル、女の子にあげる花って何色がいいのかな」


「あー、待て待て」


　その一部始終を見ていたミラーが、なにやら悲しげな顔つきで首を横に振る。


「カインツ、『妹すら俺おれに誕たん生じよう日びプレゼントをくれなくなった』という台詞せりふで名の知れたゼッセルこいつにそんなこと相談し……うわっ、ちょっ、お前……俺はただ真実を──！」


　瞬またたく間に取っ組み合いになる二人。


　──うん。赤ゼツセルと青ミラーは色の相あい性しようが悪そうだから、一いつ緒しよに贈おくるのはやめておこうかな。


　苦笑混じりに、カインツは目の前の騒そう乱らんから目を離はなした。


「……でも、この喧嘩風景を見るのも最後か」


　ふと辺りを見回す。よく知る同級生クラスメイトの笑え顔がおすら、どこか乾かわいたものだった。





　そして何一つ変わらぬ日にち常じようを過すごしたまま、カインツたちは最後の日を迎えた──
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　卒業式、当日。


　その日、エルファンド名詠学舎の校門は色とりどりの草花で飾かざられていた。


　教室を飾るリボン。式会場に敷しかれた、学生生活を送る三年の中で二回しか踏ふむことのない深ふか紫むらさき色いろの絨じゆう毯たん。一度目は入学式。誰もが期待を胸むねにこの絨毯を越こえていく。二度目に生徒がそれを踏むのは、この学校を去る時だ。


「カインツ、……もしかして卒業式の日までそれなの？」


　不意に肩かたを叩たたかれ、カインツは無む意い識しきに振り向いた。目の前に、おっとりとした伏ふし目がちの女子生徒。


　エンネ・レビネシア、『Arzus白』を専攻とするクラスメイトだ。


「それ……って、これのことかい」


　枯かれ草色のコートの端はしを持ち上げてみせると、おずおずとエンネが頷いた。彼女が着ているのは白しら絹ぎぬで織おりあげたドレスだ。胸むな元もとに、金糸で彩いろどられたエルファンド名詠学舎の名。


「カインツ、少し前からずっとそれを着ているのは知ってるけど……卒業式の日くらい、ちゃんとした正せい装そうの方が良かったかなって」


　女じよ性せいはドレス、男性は燕尾服テイルコートがエルファンド名詠学舎における卒業式の基き本ほんである。さらに言えば、それぞれ自分の専せん攻こう色を服に反はん映えいさせるのも習わしだ。


「確たしかに、みんなそれなりの姿すがただね」


『Arzus白』を名詠色とするエンネは純じゆん白ぱくのドレス。男子は胸元のポケットチーフで専攻色を示しめしていた。それと比くらべ、自分の枯れ草色のコートは確かに場ば違ちがいに映うつるだろう。


「あれ、あの二人は──」


　ふと隅すみを一いち瞥べつする。それぞれ赤と青のポケットチーフを胸元に挿さした生徒が何やら口こう論ろんしているが、あれはゼッセルとミラーか。


「あの二人、本当に最後の最後まで喧けん嘩かしっぱなしね」


　口元に手をあててエンネが苦笑する。いつもはもの静かな彼女だが、彼ら二人を眺ながめる時だけはどことなく口数が多い。


「エンネは高等部ハイスクールもあの二人と一いつ緒しよだったっけ？」


「うん。わたしたち中等部ミドルスクール入る前から一緒なの。なんか腐くされ縁えんになっちゃいそう」


　思えば、彼らが喧嘩した時、普ふ段だんはもの静かなエンネが勇ゆう敢かんにも両者の間に割わって入ったことがあった。あの時はなぜエンネがとも思ったが。


「……でもね。そんなの本当に偶ぐう然ぜん」


　ぽつりと、いつにも増まして儚はかない声こわ音ねでエンネは言の葉を紡つむいできた。


「みんなバラバラになっちゃう。カインツみたいに中央部の学校に行く子もいるし、地方に残る子も……名詠の勉強自体やめちゃう子もいる……もう二度と会えない人だってきっといて──」


　彼女の言葉がぷつりと途と切ぎれる。


　言葉に代わり──


「……そんなのっ……ずっと分かってた！　分かってたはずなのに……ずっとずっと前から知ってても、それでもこんなっ……！」


　微かすかに、エンネの嗚お咽えつが鼓こ膜まくに伝わる。


「わたし、嫌いやなの……今日学校来るのが嫌だった。卒業って嬉うれしくなんかないよ、こんな悲しいことだらけだもの」


　悲しい。確かに、自分にその感かん情じようがまるでないと言えば噓うそになる。


「でも、きっとまた会えるさ」


　涙なみだの溜たまった彼女の双そう眸ぼう。それでも伝わるように、カインツは言葉に力をこめた。


「エンネが、自分でもう二度と会えないなんて諦あきらめちゃ何も始まらないよ」


　そう。自分の死期が近いことを知り、自分の成しえようとする事が限かぎりなく不ふ可か能のうに近いことを知り、それでも決して諦めない少女がいるのだから。


　……イブマリーも来てるのかな。


　ふと、カインツは会場の周囲を盗ぬすみ見た。


　陽ひの当たらぬ、誰の目にも映らぬ末席──夜色の少女はそこにひっそりと座すわっていた。誰だれにも理り解かいされず、罵ば倒とうされ、それでもこの日まで耐たえてきた。


　漆しつ黒こくの、さながら魔ま女じよがまとうものにも似にた暗色のドレス。それはイブマリーなりの意思表ひよう示じなのだろう。


　だが彼女は、他ほかならぬ卒業式で自らの夜色名詠そんざいりゆうを否定されてしまう……。


「カインツ、どうしたの？」


「……いや、何でもないよ」


　視し線せんの先のイブマリーに気づかれぬよう、カインツはそっと枯れ草色のコートをひるがえした。かつて、彼女からただ一度だけ贈おくられたプレゼントの品を。


「エンネ時間だ。卒業式、始まるよ」





　式は粛しゆく々しゆくと進められていた。


　壇だん上じよう、クラス担たん任にんのジェシカ教きよう師しが次々と生徒の名を読み上げていく。


「『Ruguz青』専攻、ミラー・ケイ・エンデュランス」


「はい」


　眼鏡めがねをかけた彼が壇上へと登っていく。


　学長から卒業証しよう書しよを受け取り、もの静かな男子生徒は普段と同様に落ちつきを保たもったまま、再び自分の席へと戻っていった。


「『Keinez赤』専攻、ゼッセル・ハイアスク」


「はいっ！」


　会場中に響ひびき渡わたる声で応じ、日焼けした体たい格かくのよい生徒がその後へ続く。


「『Arzus白』専攻、エンネ・レビネシア」


　返事はなかった。


「……エンネ？」


　壇上、ジェシカ教師の呟つぶやきを拡マ声イ器クが拾う。


　ややあって、純じゆん白ぱくのドレスを着た少女がゆっくりと立ち上がった。


「は……は、い……」


　真っ赤に泣き腫はらした双そう眸ぼう。数席離はなれていたカインツですらすぐにそれが見て取れた。


　しんと静まりかえる会場に、少女の嗚咽だけが微かすかに響く。


「……でも」


　前まえ触ぶれなくささやいてきた声に、視線だけを隣となりに移うつした。


　──イブマリー。


「でも、あの子は幸せよ。別れるのが辛つらいほど、この学校で素す敵てきな思い出があったということなのだろうから」


　口早に紡つむぎ、彼女が目をつむる。


「やけに饒じよう舌ぜつだね」


　他人に関することで口を開く。普ふ段だんのイブマリーにはあまり見られないことだ。


「……少しだけ羨うらやましいから」


　それは、本心なのだろう。壇上、泣き濡ぬれるエンネを見たくないがゆえに目をつむったのではなく、イブマリーにとって眩まぶしすぎるがゆえに直視できなかったのだ。


「ボクは、君と出会えてよかったと思うけど」


　誰にも言えなかった虹にじ色いろ名詠士への夢ゆめ。それを真しん剣けんに聞き入れてくれたのは、隣となりにいる彼女ただ一人だった。


「それはよかったわね」


　とぼけるかのように、彼女の視線はどこか遠くを眺ながめたままだった。


　エンネが自席へと戻ってくる。


　……ボクの番もそろそろか。


「さて、行ってくるよ」


「わたしにいちいち言うほどのものでもないでしょう？」


「相変わらず可愛かわいげのない返事だね」


　──でも、言わなくちゃいけないんだよ。


　心中の思おも惑わくを隠かくし、カインツは自分の名が呼よばれるのを待った。


「『Surisuz黄』専攻、カインツ・アーウィンケル」


「──はい」


　色いろ鮮あざやかに彩いろどられた道を進んでいく。


　階かい段だんを上り、壇上へ。壇上の端はしにいるジェシカ教師に一礼し、中央部に立つ学長の前へと向かう。


「中央部の名門校に進学するらしいね。これからの君の活かつ躍やくに期待しているよ」


　……メモの棒ぼう読よみか。


　表ひよう情じように出さぬまま証書を受け取る。一礼し、上ってきた右端の階段ではなく左端の階段から降こう壇だん。そう、それが本来の手順。だが。


　学長の目の前で、カインツは証書を丸めコートのポケットに無む造ぞう作さに突つっこんだ。


「……なっ！」


　対たい峙じする学長が息を呑のむ動作がありありと伝わってくる。その学長の動きが止まっている隙すきに──カインツは、壇上に配置されていた拡マ声イ器クを奪うばい取った。


「か、カインツ君？」


　壇の左端に控ひかえていたジェシカ教師が驚きよう愕がくの声を上げる。


　ざわりと、会場全体がにわかに騒さわぎだす。


「カインツ！　何をしている！」


　教師の一人が早足で壇上へと上がってくる。近づいてくる教師から距きよ離りを置き、カインツは拡マ声イ器クを口元へと近づけた。


「すいません。でも、ボクにはやらなくちゃいけないことがあるので」


　拡マ声イ器クを通じ、会場中へと自分の声が届とどくのを確かく認にんする。


「生徒の君が、この場でだと？」


「ええ」


　会場にいる全すべての者に伝わるよう、声を張はり上げた。


「ただいまよりジェシカ教師に代わって、カインツ・アーウィンケルが証しよう書しよ授じゆ与よの生徒名を読み上げさせて頂いただきます」


　ざわついていた会場が、一いつ瞬しゆん、水を打ったように静まりかえる。


「ボクのクラスで、まだ名前が呼よばれていない最後の一人──」


　一いつ拍ぱく、余よ韻いんを感じさせる間を残し。


「六番目の名めい詠えい色を専せん攻こうする生徒への卒業証書授与を行いたいと思います」


「……六番目？」


　学長の呟つぶやきが壇上にこだまする。現げん在ざいこの世界に存そん在ざいする名詠色は五つ。どんな名詠士も研究者も、それ以外の色の名詠を完成させたという報ほう告こくはない。


「そんなものがあるはずが──」


「ありますよ」


　相手の言葉を打ち消すように、カインツは頭かぶりを振ふった。


「学長ともあろう人が知らないはずがない」


　いや、学長だけではない。この学校に通う生徒、教きよう師し。誰だれもが一度は噂うわさで聞いたことがあるはずだった。誰からも認みとめられず信じられずにいた──夜色。


　その名のとおり、一度として陽ひを浴びたことのない名詠色。


「さて、準じゆん備びはいいかい？」


　壇上から手を差し伸のべる。椅い子すに座すわったまま惚ほうけたように目を見開く少女へ。


　漆しつ黒こくのドレスを着た彼女へ。


「……ちょ、ちょっと！　カインツ──」


　我われに返った彼女が怒ど声せいを上げるのも構かまわず、カインツは手元の拡声器を放り投げた。


　──こんな拡声器おもちやは要いらない。


　ボクの声が直ちよく接せつ届かなくちゃ意味がない。そうだろ、イブマリー。





　そして、少年は彼女の名を呼んだ。





　　　　４





　吹ふき荒すさぶ突とつ風ぷうがコートをゆらす。


　耳元で唸うなる風の咆ほう吼こうと自分の吐と息いきしか聞こえない、そんな場所。


　漂ただよう雲すら風に流され、学校の屋上から見上げる夜空は星のざわめきで満ちていた。


「いやぁ、盛もり上がったね」


　宝ほう石せきをちりばめたような天上から、ゆっくりと視し界かいを降おろしていく。


　頭上を見上げる自分と対照的に、彼女は屋上の手すりに摑つかまりながら眼がん下かの景色を眺めていた。ややあって──


「……カインツ、何考えてるの」


　イブマリーは呆あきれたようにこちらへと顔を向けた。


「会場は大騒ぎ、名前を呼ばれた方の身にもなりなさいよ。わたしまで怒おこられたじゃない」


　確たしかにそうだ。卒業式の一連の行事が終わったあと、自分たちは教師から散々怒鳴りつけられた。


　──でも。


「君だってそれを承しよう知ちで返事してくれたんだろ」


　すると答えに窮きゆうしたかのように、彼女は弱ったように顔を背そむけた。


「それは……あなただけあの場で晒さらし者になるのもどうかなと思ったからよ」


　普ふ段だんまず無愛想面ポーカーフエイスを崩くずさぬ彼女が言いよどむ。つまり、それだけの意味はあったということだろう。


「イブマリーは地方の高等部ハイスクールに進学だっけ」


　入学試験の難なん易い度どは決して高くない学校。彼女の本来の実力ならばどんな名詠校にも入れただろうに。


「ええ。あなたは中央の大きな名詠学校ね。あっちは優ゆう秀しゆうな生徒が集まってるわよ。せいぜい埋うもれないように頑がん張ばってね」


　彼女お得意の皮ひ肉にく。いつもの自分なら笑って受け流しているところ。だが……


「──イブマリー」


　わずかに、カインツは表ひよう情じようを真しん剣けんなものにした。


「いつか必ず。ボクが虹にじ色いろ名詠士になれば、君がどんなとこにいたってその話は伝わるはず。だから……約束、忘わすれないで」


　一いつ瞬しゆんきょとんと目を丸くし、だがすぐに少女は挑ちよう戦せん的な瞳ひとみで見つめ返してきた。


「ええ。どこにいようと必ず会いにいくわ。もしわたしより先に夢ゆめを叶かなえられたらね」


　にやりと、意い地じ悪わるげに彼女が唇くちびるの端はしをつりあげる。


「前人未み到とうの五色制せい覇は、いつになることやらね。まだ全然できてないんでしょ」


　──まだ全然。数日前、今と同じこの場所で彼女に向かって告げた言葉だ。


「ん、まあそうだけどさ」


　いつもどおりの彼女の不ふ敵てきな笑え顔がおに、カインツもまた不敵に微笑ほほえみ返した。コートのポケットから人工イミテーシヨンの宝ほう石せきを三つ取りだす。


　赤のルビー、青のサファイア、白の真珠パール。名めい詠えい式においては、名詠によって詠よび招まねく対象と同色をした触媒カタリストが必要となる。


「それは？」


　ふしぎがるイブマリーの前で。


「まあ見てて」


　カインツは目を閉とじた。脳のう裏りに名詠物を思い描えがき、そして──


「Isa Ze eme煌めく鈴を shanei pel贈ります」


　決して赤だけでなく、青でも、白でもなく、それらが均きん等とうに混まじり合った色の音色。


　夜空に、極光オーロラを思わせる旋せん律りつが響ひびいた。





　sm celeわたしはあなたを U powe da lisya愛〈のぞ〉みます





　lor besti muzel眩しく鋭く endekele-l-lovier美しい





〈讃来歌オラトリオ〉──自分が思い描えがく物を詠び招く際さいに用いられる、セラフェノ音語による讃さん美び歌かであり、名詠士名を詠う者としての所以ゆえんである。





　ufe lef苔むした泉に winclie da tis七色の葉はこぼれ raqie huda　Yer sheその小さな音色が eme getie hyne U poweあなたを彩る贈り物





　quo roo,遠く quo vei roo,遥くどこまでも dis fears jes nett sisその詠は透きとおる opha kei lef xearc雫に沁みていく





　Isa da boemaさあ生まれ foton doremren落ちた子よ





　ife I she cooka世界があなたを Loo zo via望むのならば





　手にした宝石から名詠光が迸ほとばしる。赤・青・白。絡からまり合う光は徐じよ々じよに強まり──


　不意に、ガラスが砕くだけるかのように光が破は裂れつした。





　O evo Lears──Lor彼方は貴女と besti bloo-c-togeなれ数多に = ende dence咲き集いて踊る者





「──えっ」


　少女の吐と息いきに揺らぎが混じる。驚きよう愕がくと、そして称しよう賛さんの。


　手にしていた宝石がこぼれ落ちる。


　それに代わり、カインツの手元には、三色からなる花束が名詠されていた。


「ずっと考えてたけど、ボクには結局、こんなありがちなものしか思い浮うかばなくてさ」


「……これ、わたしに？」


　妙みように可愛かわいらしくたじろぐ仕草にこっそりと苦く笑しようする。


「ここには君しかいないよ」


　誰かから花束などもらった経けい験けんがないのだろう。動どう揺ようするイブマリーに、やや強ごう引いんに花束を摑つかませた。


　赤、青、白の三色の花々──ゼッセル、ミラー、エンネ。仲が悪いようで、だがずっと繫つながっていくであろう深い絆きずなの取り合わせ。


「……うそつき。何がまだ全然よ」


　溢あふれんばかりの花束を胸むな元もとに抱かかえたまま、彼女は呆あきれたように口をとがらせた。


　花の名詠の難なん易い度どこそ決して高くないが、それを三色同時に扱あつかえる生徒など、大陸中のどの名門校を見回しても果たしているだろうか。




[image: ]


　だが、それでもカインツは苦笑の表情で首を横に振ふった。


「いやホントだよ。たった三色だし、名詠できるのだってこれくらいが限げん界かいだもの」


　初めてだった。講こう義ぎの時間以外で、誰かの前で自分が詠うたうのは。


　今まで誰にも見せたことのない、いまだ未完成の、虹にじ色いろの詩と旋律。


　本来それは誰かに見せられる段階のものではない。しかしそれを承しよう知ちでなお、カインツは詠うことを決めていた。それが、今の自分にできる精せい一いつ杯ぱいの贈おくり物だったから。


「これでお別れなんだから最後くらいは、ね？」


　対して、彼女はじっと口をつぐんだまま。


「おせっかいだったかな」


「……ううん」


　ゆっくりと、イブマリーが顔を持ち上げた。


「……だけど、ごめんなさい。わたし花束なんてもらっても……あなたに返せるようなものが思いつかないの」


　悲しげな声こわ音ねで、目を背そむけるように彼女がこぼす。


「じゃあ──」


　気き恥はずかしさも手伝って、カインツは一いつ瞬しゆん言葉に迷まよった。


「あと少し、ここに一緒にいてくれないかな」


「……ここに？」


「うん、そろそろだよ」


　そう言って、カインツは指先を学園の校こう舎しやの一角である尖せん塔とうへと向けた。


　そのまま、一秒、二秒──


「っ！」


　突とつ然ぜん勢いきおいよく輝かがやきだした照明に、イブマリーが反はん射しや的に目をつむる。尖塔から、いや、学校全体が色とりどりのイルミネーションに輝きだしたのだ。


　卒業式を含ふくむ、限かぎられた時だけ学校全体が幻げん想そう的に照らし出される──エルファンド名詠学舎の伝でん統とうの光景。


「綺き麗れいだね」


「……悪くはないわね」


　綺麗と素す直なおに言えない。そんなところが彼女の不器用な点でもあり、彼女らしさなのかもしれない。


「そういえば、気になってたんだけどさ」


「なに、あらたまって？」


　じっと、イブマリーが見つめてくる。


「ええとさ、どうしてそんなに卒業式でこだわってたのかな」


「なにが？」


「夜色名詠。別に、ただ専せん攻こう色しよくを読み上げるだけだろ。それくらい──」


「……恰かつ好こう、つけたかったとしたら？」


　ぽつりと独ひとり言のように彼女がこぼした。


「え？」


「誰かさんの前で、『夜色名詠専攻、イブマリー・イェレミーアス』って、呼よばれたかったとしたら？」


　誰かさん。それって……まさか。


「あ、あのさ──」


「ばか、なに赤くなってるのよ、噓うそに決まってるじゃない」


　言い終わることすら許ゆるされず、カインツのわずかな期待は一瞬にして消え去った。


「……噓？」


「うん、噓」


「……ま、そんなとこだと思ったよ」


　苦く笑しようと共にカインツは肩かたをすくめた。元々、イブマリーがそんな大だい胆たんなことを言うとは思っていない。けれど、それとほぼ同時。


「そう言いたいけれど、でも今日だけは噓のままでも……」


　隣となりで、イブマリーが何やらぼそぼそと小声で呟つぶやいていたようだった。


「──ん、今なにか」


「何でもないわ」


　再ふたたびそっぽを向く彼女。まったく、こんな場面でも相変わらずだね──そう思ったが。


　その彼女が、実はそっぽを向いたのではなく、色いろ鮮あざやかに輝く校舎に目を奪うばわれただけだったことにカインツは気づいた。


「イブマリー？」


　無言で校舎を見つめる彼女。


　……そっか、気に入ってもらえたんだね。


「いつか、またここで同じ光景を見たいなって、心の底からそう思うよ」


　イブマリーの隣にそっと並ならび立つ。


　すると、彼女は首を横に振ふってきた。


「──次は夜明けがいいわ」


　頭上の闇やみ夜よを仰あおぐように、イブマリーが両手を広げる。


「夜明け？」


「うん、夜明けの方がきっと綺麗よ」


　珍めずらしく声を弾はずませる彼女。その横顔に浮うかんだものは、小さな小さな微笑ほほえみだった。





　その言葉の意味を、微笑みの訳わけを──


　少年がそれを知るのは、それから十数年後のことになる。





　　　　５





　風が、枯かれ草色のコートをゆらす。


　つむっていた目を開けて、目の前の相手にカインツはくすりと微笑んだ。


「本当に永ながかったけど……あの時の意味が、ようやくわかったよ」


　かつて夜色名めい詠えいに挑いどんだ、今はもう、この世界にいない夜色の少女。けれど、その遺い志しを受け継ついだ少年が、虹にじ色いろ名めい詠えい士しと呼ばれる自分の前に確たしかにいる。


　ネイト・イェレミーアス──かつて孤こ児じ院いんに預あずけられていたのをイブマリーが見つけ、義ぎ母ぼとして育てた少年。その神しん秘ぴ的な夜色の瞳ひとみと髪かみは、確たしかにあの日の彼女を想おもわせる。


「済すまない、君にしたらあまり面おも白しろくもない話だったかな」


「そ、そんなことないです！」


　その少年、ネイトが慌あわてて首を振る。


　トレミア・アカデミー。かつてのエルファンド名詠学がく舎しやから新たに作られた名詠学校。


　その正門に二人は立っていた。


「……素す敵てきなお話だったと思います。……ありがとうございます。母さん、昔のこと全然話してくれない人だったから」


「そう言ってもらえると話した甲か斐いがあるよ。でもね」


　正門から一年生校舎の方向を眺ながめ、カインツはぽつりと呟いた。


「今の君だってとても幸せだと思う。君のことを想ってくれている子が、こんなにもすぐ近くにいるんだからね」


「え？」


「彼女を大切にね」


「あ、あの……彼女って？」


　意味が通じなかったらしく、目を丸くしてネイトが訊たずねる。


「いつか分かるさ。夜色の魔ま女じよと違ちがって、あの子はとても素す直なおで正直だから」


「え、あ、あの……それって誰だれ──」


「君の、すぐそばにいてくれる女の子だよ。じゃ、またどこかで」


　一方的にそう告げて、カインツはネイトに背せを向けて歩きだした。





　彼が立ち去った、その後に──


「こら、ネイト、どこ行ってたの！」


　緋ひ色いろの髪をなびかせる長身の少女が、ネイトに向かって走り寄よっていった。


「あ、クルーエルさん？」


「もう、捜さがしたんだから！　みんなでカインツさんお見送りするって話だったじゃない！……あれ、カインツさんは？」


　辺りを見回す彼女に、ネイトが申し訳わけなさそうに下を向く。


「ええと、さっき僕ぼくだけこっそり呼よばれて……カインツさん、今さっき出発しちゃいました。もう見えなくなっちゃったかな」


「そうなの？　ジェシカ先生とかエンネ先生も、みんな職しよく員いん室しつで待ってたのに」


「ご、ごめんなさい。『他ほかの人には内ない緒しよだよ』って言われてて」


　肩かたを落とすネイトに、クルーエルがぽんと肩をたたいた。


「ま、行っちゃったのならしょうがないか。みんなのとこ、言いに行かないとね」


「は、はい」


　校舎へと駆けていく少年少女。





　──今はまだ、恋こい人びとというより姉きよう弟だいみたいな感じかな。


　正門の陰かげにこっそり隠かくれた状じよう態たいで、カインツは苦く笑しようを押おし殺した。


「真まっ直すぐでいい少年だね。先が楽しみだ」


　空を眺め、いたずらっぽく呟つぶやいた。


「正直で素直な性せい格かくは、どこぞの夜色の魔女とまるで対照的だけど」


　そして、まさに歩きだそうとした時。


　ふと。





　──大きなお世話よ──





　怒おこったような、恥はずかしがるような。


　誰かが呟くような声が、カインツには確たしかに聞こえた気がした。きっと、それは風の気まぐれだろう。本当にその声が響ひびくわけもない。


　でもそれでも──


「いいのさ、それが君らしさなんだから」


　かつて共に学んだ学舎に吹ふく風に、カインツもまた頷うなずいた。


「さて、ボクもそろそろ行くよ」


　そして、虹色名詠士は枯かれ草色のコートをひるがえした。


　普ふ段だんと変わらぬ、どこかとぼけたような彼の表ひよう情じよう。けれどその足取りは、ほんの少しだけ、心ここ地ちよさそうにはずんでいた。
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禁律・夜奏　『アマリリスは真夜に咲さいて』







　冬よるの到とう来らいにより、眠ねむりの時間は終わりを告げた


　あの子の周りに起きること、そして今から起きることの全すべてが


　予定運命の旋せん律りつ上に、既すでに音色として刻きざみこまれている


　全ては、あの子の為ために在ある


　全てが、わたしとあの子の犠ぎ牲せいの上に在る


　もうすぐ理り解かいする時が来る。理解して──そして、それと知りなさい


　彼方かなたに咲く緋ひ色いろの名こそがこの世界で最も美しく、最も悲しい、


　鎖くさり繫つながれし真ナルSelahphenosia約束の名〈セラフエノスイア〉であることを





　赤。まるで熱い血ち潮しおのように、炎ほのおのように激はげしい色。


　青。まるで凍いてついた海のように、深く澄すんだ色。


　緑。まるで大たい樹じゆに茂しげる若わか葉ばのように、命を灯ともす雄ゆう大だいな色。


　黄。まるで輝かがやける黄金のように、力ある鮮せん烈れつな色。


　白。まるで雪原の樹じゆ氷ひようのように、儚はかなくも強い色。





　五色からなる小さな光の粒つぶが生まれては消えていく昏くらい世界──


　音という音が消え、時の感覚も、自じ我がすら失いかけるほど寂さびしい世界で。


『答えなさい、始まりの女』


　凜りんと張はりつめた少女の声が、凍こおりついた空間に沁しみ渡わたるように広がった。


『──何を、アマリリス？』


　そしてもう一つの少女の声。対照的に、こちらは抑よく揚ようのない醒さめた声こわ音ねだった。


『なぜあなたは、あの子にあえて新たな名を授さずけたの？　クルーエルが心を許ゆるしたとしても、わたしはその理由だけがどうしても理わ解からない』


『……ネイトのこと？』


『分かっているのでしょう。あの子に夜色名めい詠えいの真言は詠うたえないことを』


　黙もくして答えないもう一つの声の前で、追つい及きゆうはさらに続いた。


『夜、虹にじ、空白。それぞれに一つずつ存在する、真なる言語による真なる旋律。調ちよう律りつ者しやを詠よび起こす至し高こうの奏かなで。けれどあなたがネイトと名づけた子はその旋律を詠えない。なぜなら真言の詠い手はたった一人だけだから。十年前、そして五年前。夜色名詠の真なる詠は、あなたが二度詠ってしまったことにより既すでにあなただけのものとなっている』


　激はげしく罵ば倒とうすることもなく、蔑さげすみの感かん情じようを映うつすこともない。


　それは粛しゆく然ぜんと、揺ゆるぎない事実だけをただ読み解とくような声音で。


『確たしかにあなたはネイトに真言を委ゆだねた。けれどそれは、あの子の身の丈たけに大きすぎる楽器にしかならない。よしんば奏かなでられたとして、それは決定的な音おん符ぷが欠けつ如じよした音色。そんな子が夜シヤオを超こえてクルーエルを助けられるのか。それだけがわたしは不安でならない』


『それはわたしも同じ。けれど、それはどうしたって同じでしょう？』


　五色の音色に照らされ、昏くらい世界のさらなる影かげに、少女のかたちをした影が幻げん灯とうのように浮うかび上がった。


『予定運命を組みこまれた五色はもちろん。夜色でも空白でも叶かなえられることのない願い。だってわたしとあなたの本当の願いは、さらにその先にあるのだから』


『……イヴ、あなた何を考えているの』


『たぶんあなたと同じ。あなたがクルーエルさんを大切に思うのと同じくらい、わたしもあの子を大切に思っている。だからこそあの子には──ううん、あの子とクルーエルさんには、どんなに暗くて冷たい夜の中でも朝あさ陽ひを目指すことを忘わすれてほしくない』


　その正面にもまた、緋色の幻灯がぼんやりと輝いて。


『……ふしぎなものね。クルーエルがネイトを選んだこと、それに反対するのはまるでわたしだけみたいなんだもの。あの二人の周りにいる者はみんな、あの二人を祝福している。力も詠もない子をクルーエルが選ぶ、その理由は何なのかしら』


『本当は、あなたも分かっているのでしょ』


『さあどうかしら』


　一いつ瞬しゆん、笑うかのように声の高さが微かすかに上がる。


　だがその笑えみもまた、ほんのわずかな余よ韻いんも残さないまま暗がりへと消えた。


『わたしが〈花アマリリス〉ならば、あの子クルーエルはそれを支ささえる〈芽〉。けれどわたしがあの子の守しゆ護ごから外れたことで、その属ぞく性せいが旧きゆう約やくに従したがい〈芽〉から〈眼め〉へと戻もどりつつある。そうなれば、……もう時間がない』


　凍てつくほどに張はりつめた世界の中で──


　それでも、緋ひ色いろの少女の声に揺らぎはなかった。


『わたしはどうなってもいい。だけどクルーエルだけは、どうか、あの子を縛しばる永えい遠えんの鎖くさりから解とき放ってあげたいの』


『……覚えておくわ』








　冬よるの到とう来らいにより、眠ねむりの時間は終わりを告げた


　あの子の周りに起きること、そして今から起きることの全すべてが


　予定運命の旋せん律りつ上に、既すでに音色として刻きざみこまれている


　全ては、あの子の為ために在ある


　全てが、わたしとあの子の犠ぎ牲せいの上に在る


　もうすぐ理り解かいする時が来る。理解して──そして、それと知りなさい


　彼方かなたに咲さく緋色の名こそがこの世界で最も美しく、


　最も悲しい、鎖繫がれし真ナルSelahphenosia約束の名〈セラフエノスイア〉であることを


　もう時間がない。けれど──


　クルーエル、わたしはあなたをいつも見守ろう


　わたしは、最後まであなたを愛しているのだから











　それが、わたしアマリリスがあの子クルーエルに祈いのるただ一つの真言ねがい……


　愛いとしいクルーエル。


　わたしのもう一つの心にして翼つばさ、決して触ふれ合うことのできない妹よ──





　どうか永久とこしえに、黎れい明めいの翼があなたと共に在りますように。




禁律・空奏　『そしてシャオの福音来たり』







　　　　１





　大陸辺へん境きように設せつ立りつされた名めい詠えい専せん修しゆう学校、トレミア・アカデミー。生徒数千五百人を数える巨きよ大だい校であり、施し設せつや教育水すい準じゆんでも大陸中央の名門校に劣おとらないと称しようされる。


　その学園の一年生校こう舎しや、放課後のとある教室で。


「あー、もう無理っ、絶ぜつ対たい終わらない！」


　机つくえにうずたかく積もった報ほう告こく書しよの山を前に、クルーエルは悲鳴を上げた。煌きらめくような緋ひ色いろの髪かみ、すらりとした長身に端たん整せいな顔だちの少女だ。


「まずいなぁ……これ、明日までにやらないと話にならないのに」


　椅い子すに寄りかかってクルーエルが頭を抱かかえる。と、その様子に──


「およ、クルルどうしたの？」


　その姿すがたを後ろから覗のぞきこむように、金きん髪ぱつ童顔の少女がひょこっと顔を突つきだした。


「ねえクルル～、ところで明日からの連休なんだけど、クラスのみんなでピクニック行こうって計画たててるの。参加できる？」


「……ねえミオ、これが終わりそうに見える？」


　作業の手を休め、クルーエルは彼ミ女オに報告書の束を押おしつけた。


「ふむふむ、なにこれ？　議ぎ事じ録ろく？」


「わたし全校一いつ斉せいのクラス委員会が入っちゃってて。学校の行事予定とか風ふう紀き対たい策さくとか、議題がぎゅうぎゅうに詰つまっちゃってるから」


　この学園で年に一度行われる大だい規き模ぼな議会。秋も終わりのこの時期に決まって行われる、来年の学園運うん営えい方ほう針しんを決める会合だ。教きよう師しだけでなく生徒の声も取り入れるという名目はいいのだが、それに参加する生徒は大変な負ふ担たんを強しいられる。ここ数日、クルーエルはこの準じゆん備びに頭を痛いためていた。


「ありゃ、休日登校かー。クラス委員も大変だね」


　のほほんとミオが目を丸くする。


「……その大変な仕事にわたしを推すい薦せんしてくれたのは誰だれでしたっけ」


「えへへ、あたしあたし～」


　愛らしい笑え顔がおで堂々とミオが手を上げる。たっぷり皮ひ肉にくをこめて言ったつもりがこのありさま。結局、普ふ段だんと似にたようなやりとりだ。


「でもクルルがいないのも寂さびしいなあ。ピクニック先さき延のばしにする？」


「ううん、また次に誘さそってくれればいいよ。もう秋じゃなくて冬って感じになっちゃってるし、先延ばしにすると寒くて行けなくなるから」


　しょんぼりと表ひよう情じようを暗くするミオに、クルーエルは笑顔で首を振ふった。


　秋も深まったこの時期。トレミア・アカデミーではまだ少し肌はだ寒ざむい程てい度どだが、北の地方では既すでに雪が降ふっている場所もあると聞く。ここで延えん期きを繰くり返せば秋の散策もあっという間に時季を過すぎてしまうことだろう。


「そっか、ごめんね。……ところでクルル、ネイト君知らないかな。ネイト君もピクニック誘さそいたかったんだけど学校来てないみたいだからさ」


「──ネイト？」


　ネイト・イェレミーアス。夜色の髪と瞳ひとみをした中ちゆう性せい的な生徒で、クルーエルにとっては最も親しい少年の名前だ。


「大型連休の前日からネイト君が学校休むなんてふしぎだよね。風か邪ぜひいたとかだったらピクニックも誘えないだろうし」


「うーん、風邪じゃないんだけどね。でも連休中は学校帰ってこないみたいよ」


「およ、クルル知ってるの？」


「うん。わたしも最初カインツさんから誘われたから。でもクラス委員会がどうしても抜ぬけられな──」


　そこまですらすらと答えたはいいものの。


「……あ」


　ここでようやくクルーエルは、もらしてはいけない秘ひ密みつをもらしてしまったことに気づいた。まっずい、カインツさんとネイトに秘密にするよう言われてたのに。


　案の定、目の前のミオは目を点にした状じよう態たいで。


「カインツ？」


「あ、あははは……聞こえちゃった？」


　笑ってごまかそうとしたが、時は既すでに遅おそかった。


「なっ……何それ、待って、それどういうこと！　ねえクルルっ、何がどうなってるの。カイ様がネイト君と何かあったの！」


「ち、違ちがうの！　わたし何も知らないから！」


　ずいっと詰つめ寄よってくるミオから、クルーエルは慌あわてて後ずさった。


「うそだっ、そのあやしい笑顔は絶ぜつ対たい何か知ってるはずだもん！　ねえ、教えて教えて、誰にも言わないから！」


　今にも泣きそうな表情でミオが迫せまる。偉い大だいなる虹にじ色いろ名めい詠えい士しに対して溢あふれんばかりの敬けい愛あいの念を持つ彼女のことだ、このままでは本当に泣きだしかねない。


「……本当に誰にも言わない？」


「うん、絶対言わない！」


　すさまじい勢いきおいでミオがしつこく首を振る。


「しょうがないなぁ、秘密だよ？」


　教室の隅すみに二人で移い動どう。


　周囲の目に気を配りながら、クルーエルはミオの耳元で。


「えっと、だから──が────で、こうなって────」


「…………」


「いい、分かった？」


　ミオの目をじっと見み据すえる。けれど、いくら待ってもミオからの反はん応のうがない。


「あれ、ミオ？」


「……カ、カイ…………ネイ……」


　金魚のように口をぱくぱくと開かせながら、何かを必死で口にしようとしているミオ。その反はん応のうにクルーエルは一気に青ざめた。


　──これ、まずい！


　以前にもミオは似にた症しよう状じようを起こしたことがある。これは彼女が泣いたり絶ぜつ叫きようしようとしている前まえ触ぶれなのだ。


「ミオだめ、堪こらえて！」


　今にも爆ばく発はつしかけているミオの口を塞ふさぐため、クルーエルは慌てて手を伸のばし──


　しかし次の瞬しゆん間かん。


「カイ様が、カイ様がネイト君を誘って二人で観光旅行ですってぇえ!?……うわぁぁん、あたしだって行きたかったよぉぉっ！」


　ミオの悲しすぎる叫びによって、教室に残っていたクラスメイトほぼ全員とケイト教きよう師しが一いつ斉せいに自分たちへと振り向いた。


　……ああ、やっぱり話すんじゃなかった。わたしのばか。


　湧わき上がる後こう悔かいの念に、クルーエルは目をつむってがっくりと肩かたを落とした。





　　　　２





　汽き笛てきを鳴らし走行する列車のとある一室で──


「ん、どうかしたのかい？」


　対面のソファーに座すわる人物が、ふと顔を持ち上げた。


「あ、いえ。なんかクラスの人に名前を呼よばれた気がして……気のせいだろうけど」


　眺ながめていた地図をテーブルに置き、ネイトは慌てて首を振ふった。


「クルーエルさんかな。こっそり彼女も誘さそったんだけどね、予定が入っていたんだっけ？」


「ええ、学校の予定でどうしても抜けられない行事があったみたいで。代理に出てくれそうな人も探さがしたんだけど見つからなかったみたいです」


「クラス委員は大変だね、ボクらの時もミラーが大変そうだったよ」


　彼の苦く笑しようにあわせ、茶とも金とも区別のつかない髪かみが微かすかに揺れる。


「カインツさんはそういう役はやらなかったんですか？」


「一度やって懲こりたんだ。それ以い降こうはクラスの誰かに任まかせっきりだったかな」


　カインツ・アーウィンケル。歴史上唯ゆい一いつとなる、名詠五色を全すべて修しゆう得とくした虹色名詠士。


　不ふ可か能のうと言われていた偉い業ぎようを若じやつ干かん二十代で達成し、生きながらにして名詠学校の教本に名を記された名詠士だ。


「そういえば突とつ然ぜんの連れん絡らくで悪かったね、学校も一日休ませてしまって。明日からの連休だと予約で埋うまっちゃうみたいで、この列車の個こ室しつが手に入らなくてさ」


「大だい丈じよう夫ぶです、ケイト先生にはちゃんと許きよ可かをもらってきましたから」


　そう、本当に突然のことだった。


　トレミア・アカデミーの学園長室に呼びだされたと思えば、その机つくえに留とまった音おん響きよう鳥ちようから聞こえてきたのは虹色名詠士の声。


〝この先の連休、列車に乗ってちょっとした小旅行に行けないかな。君に会わせたい人がいるんだ〟


「でもあの時はびっくりしました。すごい突然だったから」


「ボクも前から機会をうかがっていたんだけど、ようやく向こうの体調がよくなったようだったんだ。彼女、夏は体調が優すぐれないことが多いらしくて」


「彼女？」


　カインツの告げる相手には思いあたるところがない。こっそり首をかしげていると、彼はとぼけたような表ひよう情じようのまま片かた目めをつむって。


「今回の目的の人物だよ。君に会わせたい人さ」


「僕の知ってる人ですか」


「いや、互たがいに初対面のはず。でも彼女に会えばきっと驚おどろくと思うよ。学校の授じゆ業ぎようもいいけど、たまには外へ出て旅をして、色々な物を自分の目で見るということも大切なんだ。それをやりすぎるとボクみたいな暢のん気きな人間になっちゃうけれど」


　暢気。そう言われれば確たしかに、彼が仕事のタイムスケジュールに追われている姿すがたというのは想そう像ぞうがつかない。


「行き先は北のフェルン大だい青せい湖こ。知ってるかい？」


　フェルン。地理の講こう義ぎで聞いたことのある地名だ。


「えっと、大陸の北にある場所ですよね。寒い気候の上に山が多いから作物とかの収しゆう穫かく量が少ないけど、貴き重ちような鉱こう石せきの名産地だって習いました」


　大青湖。真っ青に映うつる湖も、その鉱石に含ふくまれる成分由来だと聞いている。


「そう、そこは今も昔の名残なごりで、王族の家か系けいの末まつ裔えいがひっそりと暮くらしているところでもある。それは知ってる？」


　……王族？


　彼の言葉に、ネイトは目を瞬しばたたかせた。


　この大陸において、かつてはいくつもの国家が勃ぼつ興こうと衰すい退たいを繰くり返した時代もあった。しかしそれは歴史の教本に載のるような時代の話。今は大陸に国はなく、地方の街や都市ごとに小しよう規き模ぼの自治を行っている。王族という身分もとうに消しよう滅めつしたはずなのに。


「あれ……でも今って、王さまってもういないんじゃ？」


「昔の名残だよ。祖そ先せんがそうであっただけで、今あの城しろに住んでる者は何の特とつ権けんも身分もないからね。けど、あの城に住んでいるお姫ひめ様さまだけは別べつ格かくかな。彼女だけは今も街の住民から王女、愛あい称しようによってはお姫様と称たたえられて親しまれているようだから」


　王族。ネイトにはまるで馴な染じみのないものだ。母親からそういった社会常じよう識しきをほとんど教わらなかったせいもあるし、そもそもまるで自分に関係のないことだと思っていた。


「僕、王女様ってすごく近ちか寄よりにくいっていうか……なんだかそんなイメージがあるんですけど。そんな偉えらい人がフェルンにいるんですか？」


「緊きん張ちようすることはないよ。言ったろ、身分はボクらと変わりない。彼女がお姫様と呼ばれているのは他ほかに別の理由があるからなんだ」


　街の人間から王女と称えられる理由、いったい何だろう。


「っと、そろそろ着きそうだね。そろそろボクらも準じゆん備びしようか」


　白く曇くもった窓まど硝子ガラスを指さす彼。その先には、氷と雪が混まじり合ったものが付着した窓。


　……雪？　電車の中は暖あたたかいけど、外はすごく寒そう。


「もうこの時季でも割わりと寒いはずだから、列車から降おりる時は制せい服ふくの上に上着を羽は織おっておいた方がいいかもしれないよ」


　きんと冷える窓硝子をそっと撫なで、虹にじ色いろ名めい詠えい士しは席から立ち上がった。
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　吐はく息が、白く凍こおりついた。


　石いし畳だたみの地面にはうっすらと霜しもが降おり、踏ふむと小さな音がする。


「……フェルンて本当に寒いんですね。学校なんかまだ暖だん房ぼうだって入ってないのに」


「少しだけ季節を早く味わえた気分になるだろ？」


　とぼけたような表情でカインツが小声で笑う。彼もまた珍めずらしく、枯かれ草色のコートの前をきっちりと留めていた。ネイトも防ぼう風ふう用の上着を用意していたのだがそれでも寒い。氷のような風が襟えり元もとから入るたびに背せ中なかがぞくっとするほどだ。


「赤色名詠、クルーエルさんから教えてもらおうかな。火を詠よべれば暖かそうだし」


「それは悪くないね。ちなみに〈イボ短ク調ら〉のリーダーは、昔ここに来た時も最後まで半はん袖そでで平気な顔をしてたけれど」


〈イ短調〉のリーダー、それはたしかエイダの父親だったはず。


「そんなの、想像するだけで凍こごえちゃいそうです」


　……今の聞いて、ますます寒くなっちゃった。


　ショコラ色のマフラーを取りだして首に巻まく。……そういえば、アーマは男子寮で留守番するって言ってたけど、今頃は暖かい部屋でのんびり寝てるんだろうなあ。


「それにしても、フェルンて普ふ段だんからこんなに寂さびしい街なんですか？」


　城じよう下か街まちフェルンは、赤レンガで組まれた建物が多い街だ。


　風に小さな氷の粒つぶが混まじる寒さのせいか、街の通りに人ひと影かげはほとんどない。灰はい色いろの雲に覆おおわれ、昼間なのに街がい灯とうまで点灯している。トレミア・アカデミーの学内にある喫茶店カフエテラスや購こう買ばい部の賑にぎやかさに比べれば、ここは本当にひっそりとした街だ。


「春になればまた雰ふん囲い気きも違うんだけど、今の季節は仕方ないだろうね」


　駅舎プラツトホームから続く街の入口から、通りを越こえて街の出口へ──


　そこには、二ふた叉またに分かれた街かい道どうが延えん々えんと続いていた。看かん板ばんによれば右に進めばフェルンの名所でもある大青湖にたどり着く。


　けれど先を行くカインツは、残された左の道を進んでいった。


「あれ、大青湖じゃないんですか？」


「ううん、あいにくボクらの目当ての人物は向こうなんだ」


　目の前に続く山の斜しや面めんを彼が指さす。その遥はるか先にある物を眺ながめ、ネイトはその場で白い吐と息いきをついた。


「……お城しろ？」


「フェリ・フォシルベル古こ城じよう。かつてフェルン地方を治めていた王族フォシルベル家の、その末まつ裔えいが今も暮くらしている場所さ」


　大青湖ではなく、城にいる相手に用がある。それはつまり。


「じゃあ、さっきの王族のお話って──」


「そう、ボクらの今回のお目当てはあのお城のお姫様。でもそのためには、この寒さをしばらく我が慢まんしなくちゃいけないんだよね」


　延々と続く山の斜面を指さして、虹色名詠士は小さく肩かたをすくめてみせた。
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　見上げるほど巨きよ大だいな鈍にび色いろの城門。鼠ねずみ色いろの石材にこびりついた真っ白の雪は、さながらその城門に施ほどこされた模も様よう細工を思わせた。


「よかった、どうにか謁えつ見けん許きよ可かが下りたよ」


　城門脇わきに設せつ置ちされた守しゆ衛えい室にて、カインツがほっと安あん堵どの声を上げた。


　山道を延々と登ること三時間。自分たちは途と中ちゆうから名詠生物の背せに乗ってきたから早かったが、一いつ般ぱん人じんがこの冬山を登るのは相当の重労働だろう。それだけ手間と時間をかけてなお、対面が許されるのは運次し第だい。


　……その人と会うのってそんな大変なことなんだ。


「こればかりは彼女の体調次第、ここで門もん前ぜん払ばらいされる人も多いんだ」


　心中を察したのか、苦く笑しようするように彼が表ひよう情じようをほころばせる。


「さ、行こう。お姫ひめ様さまの気分が変わらないうちに」





　フェリ・フォシルベル古城──


　暖だん房ぼうとして薪まきがくべられているのか、城内はふんわりと暖かかった。


「古城って聞いてたけど、中は綺き麗れいですね」


　頭上を彩いろどるのは色いろ鮮あざやかなシャンデリアに、天てん井じようの壁かべに直ちよく接せつ描えがかれた大絵画。足あし下もとはといえば、自分の姿すがたが映うつるくらい丁てい寧ねいに磨みがかれた石材の床ゆかだ。その上には赤と白の絨じゆう毯たんがさいの目状じように並ならべられ、埃ほこり一つすら落ちていない。


　苔こけむしたような外がい壁へきとは一転、内部はそれそのものが芸げい術じゆつ品ひんのような絢けん爛らんな雰ふん囲い気きに包まれていた。


「この城そのものが一つの観光名所になっているからね。夏の間は観光客相手にそこそこ活気づいて、冬にはボクみたいな物好きだけがこの城を訪おとずれるんだ。彼女の声を聞きにね」


「──声？」


「そう、もうそろそろ聞こえるはずだよ」


　真まっ直すぐ延のびた廊ろう下かを歩きながら、彼が振ふり向かずに答える。


　声？……ううん、それっぽいのは何も聞こえないじゃないか。


　厚あつみのある絨毯で足音が消され、周囲は完全な無音。いや、どこか遠くで笛と鈴すずが入り混じったような旋せん律りつが聞こえる。なにしろこれだけ巨大な古城だ、どこかに演えん奏そう会場でもあるのかもしれない。


「なにか聞こえたかい？」


「はい、どこか遠くで笛の伴ばん奏そうしてるんだなって。でも僕の知ってる笛の音よりずっと穏おだやかで優やさしくて、なんか聴きいてて落ちつきます」


　まるで雪風が歌うような、微かすかなのに心ここ地ちよい音色。でもいったい何の楽器だろう。打楽器でも弦げん楽器でもない。笛の類たぐいだとは思うけれど、自分が知る笛の音よりずっと優しい。


「ああ、それだよ」


　途と端たん、間かん髪はつ入れずに彼が頷うなずいた。


「今君が楽器だと思っている音色こそ、彼女の声。いや声ですらない、この回廊に聞こえているのは彼女の小さな小さな息づかい。彼女がただ息を吸すって吐はく──それだけでこの可か憐れんな音色が生まれるんだ」


「……え」


　息を吸って、吐く？


　ただそれだけで、こんな聞いたこともない優しい笛のような音色が？


「うそ、そんな……これが本当に声なんですか」


「すぐには信じられないだろ。でもじきに分かるよ」


　どんな鳥の鳴き声も、匠たくみの造つくる楽器も及およばない至し高こうの音。


　奇き跡せきの音色を持つ女じよ性せいが、この回廊の先に……


「ファウマ・フェリ・フォシルベル王女。この古城の主あるじにして、おそらくは歴史上最も美しい声を持つ女性だろうね」


　淡たん々たんとカインツが断だん言げんする。虹にじ色いろ名めい詠えい士しをして認みとめざるをえないほどの響ひびきを持つ声。だが確かに、これほど涼すずやかで清せん廉れんな声をした人間をネイトも知らなかった。


「〈イ短調〉のメンバーの中に、魔ま性しようの声を持つ名詠士と称しようされる女性がいる。けれどその至高の称号は、あくまで名詠士の中での異い名みよう。他ほかならぬ彼シ女ヤ自ン身テが誰だれよりそれを知っている。……全すべてはこの王女の存そん在ざいによって」


　カインツが木もく製せいの古びた扉とびらを開ける。錆さびついた金きん属ぞく部分が耳みみ障ざわりな音をたて、両開きの扉がゆっくりと口を開けた。


　開けたと同時、再ふたたびネイトの息が白く染そまった。寒いのではなく冷たい。室内だから風こそ吹かないが、室温は外とまるで大差なかった。


　……この部屋、暖だん房ぼうがないんだ。


　二十メートルほど続く漆しつ黒こくの絨毯の先に、数すう段だん高い位置にある玉ぎよく座ざ。その天井からは、謁えつ見けん者しやと玉座を別わけ隔へだてるように、薄布がカーテンのように降りていた。


「やあ久ひさしぶり、ファウマ」


　漆黒の絨毯を進み、絹きぬ製せいの薄うす布ぬのの直前でカインツがにこやかに手を上げる。その挨拶に応おうじるかのように、薄暗い部屋の中、カーテン先の玉座にぼんやりと明かりが灯ともった。





　──久ひさしぶりね、カインツ──





　……これが、本当に人の声？


　その音の響きをネイトが聞き取れたのは偶ぐう然ぜんだった。


　もう一度聞き取れと言われても聞き取れる自信はない。単に声が聞こえると思っていれば聞き逃のがしてしまっていただろう。薄布越ごしに聞こえたものは、声という範はん疇ちゆうを超こえた一つの旋律だった。


「半年ぶりだけど体調も悪くないようで」


「……体調がいい時なんてないわ。けど、わざわざ会いにくる変わり者がいるんだもの。わたしだって無理に顔を出さなきゃならないでしょうに」


　不ふ機き嫌げんそうな言こと葉ば遣づかいと対照的に、その声こわ音ねはどこまでも澄すんでいた。


「ありがとう。お土産みやげはさっきの受付に渡わたしておいたから」


「あなたが持ってくる物は必ずセンスがずれてるのが難なん点てんなのよね」


「そう言うと思って、今回は御お菓か子しの詰つめ合わせにしておいたよ」


　少女？


　普ふ段だん聴きく声と質しつがあまりにかけ離はなれているので推すい定ていしづらいが、発声の抑揚イントネーシヨン一つ一つが明らかに若わかい。王女というイメージからそれ相そう応おうの歳としを想そう像ぞうしていたが、おそらくまだ十代だろう。もしかしたらクルーエルやミオとほぼ同年代かもしれない。


「ねえカインツ、ところで……あなたの隣となりにいる子はあなたと別の謁見者？　それともあなたの連れ？」


「後者かな」


「ふぅん、あなたが誰かと一いつ緒しよに行動するなんて珍めずらしいわね」


　天上の鐘かねを思わせる声が、わずかにそのトーンを落とした。


「ねえ、そこのあなた。あなたの名前は？」


　……僕ぼく？


　見み渡わたしてもこの部屋にいるのはファウマ、カインツ、そして自分だけだ。


「ネイトって言います。ネイト・イェレミーアスです」


「そう。年ねん齢れいは？」


「十三歳さいです」


　答えた途と端たん、カーテンの向こうにいる彼女が前まえ触ぶれなく沈ちん黙もくした。一分、二分が経過し、まだ何の反はん応のうもない。


「あ、あの……？」


　と、唐とう突とつに彼女は堰せきを切ったように。


「ネイト、あなたの好きな色を教えて。あと、あなたの好きな言葉も」


「好きな色？　言葉もですか？　え、えっと……色は……なんだろ」


　普段意い識しきしたことがないものばかりだ。すぐに挙げろと言われても何を挙げればいいのか分からない。けれど彼女はそんなこともお構かまいなしに。


「それからあなたの好きな場所も教えて。好きな花は？　好きな草は？　好きな動物は？」


　え、え、どういうこと？


　無む茶ちやだ、そんないっぺんに訊きかれたって頭が追いつきっこないじゃないか。


「好きな食べ物は？　好きな歌は？　好きな本は？　好きな季節は？」


「え、ちょっ、ちょっと待ってください！……ごめんなさい、あんまり一度にたくさん言われても答えきれません」


「答えられないものは答えなくていいわ。それならネイト、あなた好きな人はいる？」


　……好きな人。


　もしたった一人だけ挙げろというのなら、それは──


「答えがないのならそれでもいいわ。それなら」


「待ってください！」


　ファウマの声を遮さえぎるようにネイトは声を張はり上げた。


「……好きな人、います」


　カーテンの奥おくで、聞こえてくる彼女の声が微かすかに強くなった。


「それは、どれくらい好き？」


「……ずっと、離はなれたくないくらいです」


　すると、彼女はまたしてもカーテンの奥で押おし黙だまってしまった。先の沈黙は優ゆうに数分。今度の沈黙はどれだけ長いのだろう。


　しかし予想に反し、その静せい寂じやくは本当に一いつ瞬しゆんの間だけだった。





　──ふふ、やっぱり。わたし、そんな気がしたんだ──





「あなた、シャオと何から何まで反対ね」


「シャオ？」


　……エイダさんから教えてもらった、空白名めい詠えいの詠うたい手と同じ名前？


　慌あわててカインツへと振ふり返る。彼も〈イ短調〉のルーファ老人からその名は聞いているはず。だがそもそも、その名と彼女が告げた名が同一人物とは限かぎらない。彼もただじっと彼女の話に耳を傾かたむけているだけだ。


「ああ、気にしないで。あなたたちの少し前に来た人の名前を出しただけだから」


　カーテンの向こう、映うつる女じよ性せいのシルエットが可お笑かしそうに肩かたをふるわせる。


　……偶ぐう然ぜんだよね。




[image: ]


　念のため、その相手の風ふう貌ぼうをネイトが訊たずねようとした時──城じよう内ないのどこかで、厳おごそかな音色をたてて鐘かねが鳴った。


　城しろ全体に響ひびき渡わたるような荘そう厳ごんで重じゆう厚こうな響きの鐘。


「っと、来るタイミングが悪かったかな」


　両手をコートの衣囊ポケツトに入れた恰かつ好こうで、カインツがその鐘の音に苦く笑しようした。


「ええ、そうね」


　王女もまた、どこか寂さびれた口調で頷うなずく。


「どうかしたんですか」


「それはまたあとで、とにかくこの場は退たい散さんしなくちゃいけないんだ」


　小声で耳打ちし、カインツは再ふたたびカーテンへと振り向いた。


「それじゃ、ひとまずボクらはこの辺で。また時間を空けて来ても構かまわないかな」


「……それはだめ。先約が入ってるから」


「なるほど、つくづくタイミングが悪かったみたいだね。それじゃ、また近いうちに」


　王女からの返事はないまま、ネイトはカインツに促うながされ謁えつ見けんの間を後にした。
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　古城の門を越こえ城下街へと下る山道の入口で、ネイトはカインツをじっと見上げた。


「あの、さっきの話なんですけど」


「ファウマのことかい」


　そう、謁見の間を出てすぐの回かい廊ろうからずっと気になって仕方がなかった。


　鐘の音のこと。そして体調がよい時にしか謁見が許ゆるされない、その理由。


「彼女は生まれた時から病気に苦しんでいるらしい。それも現げん代だいの医い療りようじゃ手の施ほどこせない性タ質チの悪い病らしくてね。症しよう状じようを抑おさえる薬を毎日定時にかかさず服用しなくちゃいけなくて、あの鐘はそれを忘れないためのものなんだ」


「……そうだったんですか」


　残ざん酷こくなものだ。あれだけ美しい声を持っているのに、それと代だい償しようであるかのように一生を病に苦しまなくてはならないなんて。


「彼女が遠回しに教えてくれたんだけどね、皮ひ膚ふ病の類たぐいらしい。それは街の人間にも広まっていて、灼しやつ血けつの呪のろいを受けた王女として城下街で噂うわさになることもあるみたいだ」


　完治することのない皮膚病。その症状を隠かくすため、だからこそわざわざ薄うす布ぬののカーテンが用意されていたのだろうか。


「けど、灼血の呪いって何ですか？」


「──体内の血がまるで熱湯のように煮にえたぎる呪い、そんな噂だったよ」


　血が、煮えたぎる？


　そんなばかな。言葉の表ひよう現げんでならまだしも、そんなこと現実にあるはずがない。


「……カインツさんは信じてるんですか」


「噂は噂だよ。けど、それをまるっきり信じないというわけでもないんだ──もっとも、これはボクの勝手な想そう像ぞうの範はん疇ちゆうだけどね」


　下り坂の砂じや利りを踏ふみつけ、彼がその眼がん光こうを鋭するどくした。


「名詠式で『Keinez赤』を学ぶ生徒がまず教わる、古くからの言い伝えがある。聞いたことはないかな」


「えっと、あの伝でん承しようみたいなやつですか」


　名詠学校の生徒がまず覚えさせられるという、名詠五色の言い伝え。母から教わったことはなかったのだが、クルーエルが暗唱しているのを聞いて覚えたのだ。


　そのうちの赤は、確たしか……





　炎ほのおは希望、血は誓ちかい。


　過か去この咎とがめを炎が焼き、新たな結びを血が拓ひらく。時として出会い、時として別れる。


　ゆえに──至し上じようの願いは、灼しやく熱ねつの誓せい血けつでもたらされることとなる。








　名めい詠えい式の『Keinez赤』の中で、最も象しよう徴ちよう的てきなものが血と炎とされている。


　そしてファウマ王女の、血が炎に炙あぶられ煮えたぎるという皮膚病……言われてみれば、虹にじ色いろ名詠士の彼がその伝承との関連性せいが気になるというのも頷ける。


「燃もえさかる血の疼うずきに呪われた王女。夜に身み悶もだえするほどの疼きと痒かゆみに、朝は全身から血が滲にじみでる激げき痛つうに襲おそわれる。その美しくも残ざん酷こくな悲鳴の歌に魅みせられ、忌いまわしき真しん紅くの怪かい物ぶつが目を覚ます……城下街でまことしやかに流れている噂だよ」


　歌に魅せられた真紅の怪物？


　歌によって何かを呼よぶ──それだけ聞けば、まるで名詠式ではないか。


「……つまり、あの王女さまも名詠士なんですか？」


　ネイトの呟つぶやきに、しかしカインツは決して頷こうとはしなかった。


「どうだろう。名詠士の資し格かく者しやリストに彼女の名前はなかったし、実じつ際さいに名詠したという確かな目もく撃げき談だんもない。正直言って、ボクもそれは噂に過すぎないと思ってる。彼女の声の美しさならば、確かにその声には魔ま性しようの言霊ちからがあると思いたくもなるし、それが一人歩きしたんだろうね。けれど……ごく個こ人じん的に関心はあるんだ」


　斜しや面めんを下る足を休め、虹色名詠士が背はい後ごへと振ふり返る。


「いまだ誰だれも聴きいたことのないとされるファウマ王女の歌。至高の音色を持つ彼女が自らの声の全すべてを解放して歌った時、そこにはいったい何が起きるんだろうね」


　その視し線せんの先にある古こ城じようを、彼はいつになく鋭するどいまなざしで見上げていた。





　　　　４





　虹色名詠士、そしてその連れである夜色の少年が退たい室しつした部屋で──


「…………」


　ゆっくりと、ファウマは薄布のカーテンを持ち上げた。


　カーテンの奥おくにある王ぎよく座ざ代わりのベッドから起き上がり、ふらりとした足取りで素す足あしのまま床ゆかに立つ。


　向かって右のバルコニー。ステンドグラスが塡はめられた扉とびらを開け、雪混まじりの寒風に素す肌はだをさらす。凍いてついた雪が素足に付着してなお、彼女は靴くつも履はかず広大なバルコニーの中央へと進んでいった。


　薔ば薇ら色に塗ぬられた、半円型のバルコニー。金きん属ぞく製の手すりの脇わきには大小様々な鉢はちが並ならび、彼女の植えた種が地中で春を待っている。


「ごめんなさい、こんなところで待たせちゃって」


「少し寒かったけれど、なんとか風か邪ぜをひく前だったよ」


　冗じよう談だんめいた口調で答えるのは、夜色のローブを羽は織おる人物だった。


　透すけるような黒くろ髪かみに濡れたような黒こく瞳どう。うっすらと口元に引かれた夜色の口紅ルージユ。少年か少女か、外見からも声からもまるで判はん別べつのつかない名詠士。


「それよりファウマ、薬を飲む時間だよ」


「要いらない、あんなの飲んだってまるで効きかないもの。シャオ、代わりに飲んでみる？」


　あっさりと首をふる少女に、シャオと呼ばれた相手は微び笑しようを浮うかべ。


「君が飲まないと、君を慕したう城内の人たちが心配するよ。たとえ君のためにならなくても、彼らのためを思うなら飲んでおいた方がいい」


「……分かったわよ、後で飲む」


　呆あきれたような溜ため息いきと共に、少女が包帯だらけの腕うでを胸むねの前で組む。


「さっきの君は普ふ段だんより楽しそうだったね」


「そう？」


「普段なら誰かが謁えつ見けんを求めても、体調が優すぐれないの一言で断ことわっているからね。虹色名詠士もまさか、自分が訪おとずれた時だけ君が謁見に応おうじるとは思ってないんじゃないかな」


　しばしの沈ちん黙もくの後、ファウマはまるで独ひとり言のように。


「……カインツはわたしを見てくれるから」


　不治の病に冒おかされた、世にも儚はかない声を持つ王女という身分の少女。


　それを腫はれ物でも扱あつかうような態たい度どを示しめす給きゆう仕じたちに、見せ物でも見るような顔で現あらわれる謁見者。家族を含ふくめても、もはや親しく話す相手はいない。


「わたしを特別扱いしないのはあなたとアルヴィル、テシエラを抜ぬかせばカインツくらいだもの」


「ごめんね、せっかく彼が訪おとずれた時に先約を入れてしまって」


「ううん。あなたが来てくれるのも、わたしは嬉うれしいから」


　その言葉のとおり、少女の声はいくぶん弾はずんでいた。


「ところでファウマ、この前教えた真言は理り解かいできた？」


「ええ。どうせ暇ひまだったからちょうど良かったわ」


「それを使ってもらう時が来たかもしれない」


　閉とじたローブの隙すき間まから、シャオがほっそりとした腕を出す。


「〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉がようやく冬とう眠みんから目覚めてくれた。あとは時が来るのを待てばいい」


　その手に握にぎられていたのは輝かがやく白はく亜あの石。


　それは巨きよ大だいな何かの鱗うろこのような表面をした、化石を思わせる石だった。


「ヨシュアという老人が始ツまアりラのベ島ルで見つけ、ツァラベル鱗りん片ぺんと呼よんでいた触媒カタリスト。ほら、少しだけ動いてるのが分かるでしょ」


　言われるままファウマはその石を凝ぎよう視しし、やがてぼんやりと口を開いた。


「……本当。生き物みたい」


　その石は、うっすらと内側から瞬またたき輝かがやいていた。輝くのにあわせ鱗のような模も様ようも輝く。それはまるで、その鱗そのものが蠢うごめき胎たい動どうしているかのように。


「これの本当の名めい称しようがミクヴァ鱗片だっていうのはこの前話したよね。触媒カタリストとしての力の源みなもとたる〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の目覚めに応おうじ、この鱗片もまた本来の姿すがたに戻もどりつつある。けど、既すでに大陸の研究者たちもこの現げん象しように気づき始めた。だからこそファウマの手助けが必要になりそうなんだ」


「あの二人もいるんでしょ？　わたしが手伝う必要あるの？」


　疑ぎ問もん調の少女に、シャオがゆっくりと首を振ふる。


「アルヴィルは祓名民の頭領クラウスを、テシエラには大特異点ネシリスを抑おさえてもらう。そこまでは確かく定ていしてたはずなんだけど、〈その約束に牙剝く者アマリリス〉が予定運命を狂くるわせた。調ちよう律りつがずれる場合、虹色名詠士カインツがそこに介かい入にゆうしてくる可か能のう性せいがある。となれば、それにも対応しなくちゃいけないだろうからね」


「……でも、あなたは？」


　その問いに、シャオは無む邪じや気きな笑え顔がおで微笑ほほえんだだけだった。


「自分は見てるだけだよ。だって自分が出たところで足手まといなんだもの」


「言うと思った、ずるい人」


　怒おこったようで実は怒ったフリ。そんな声でファウマが溜ため息いき。


「まあそう言わずに、実はやりたいことがあるんだ。夜色名めい詠えいの詠うたい手である夜ネ明イけト、彼とは一度話がしたいんだ」


「ネイトって、さっき来た子？」


「うん、彼とも話したみたいだね。どうだった」


　その問いに少女はしばらく沈ちん黙もくし──今度はファウマが笑う番だった。


「あなたとまるで反対の子かな」


「そう？　エイダ・ユンからは似にてるって思われたみたいだよ？」


「それは、その人があなたを根本から理り解かいし損そこねているから。あなたとネイトという子の本ほん質しつはまるで反対。心も、名詠式も、愛する者も、みんなみんな正反対。それにあなたと違ちがって、あの子はまだまだ熟じゆくしきれてないみたい。あえて共通点を挙げるなら──」


「挙げるなら？」


「自分がこの上なく弱いことを知ってるのに、誰かのために平気で無む茶ちやをする性せい格かくということかしら。でもその『誰か』という対象が、あなたとネイトでは真ま逆ぎやくのようだけど」


　滑なめらかに紡つむがれた言葉にシャオはしばし沈黙し、ややあって苦笑気味に首しゆ肯こうした。


「そうだね、否ひ定ていできる要よう素そがないよ。それでファウマ、君が見たところ自分と彼はどちらに分がありそう？」


「そんなの今さら計る必要もないでしょ」


　おどけたような口調のシャオの問いを、ファウマはあっさりと切って捨てた。


　だが──


「でも、あなたに頑がん張ばってほしいからアルヴィルやテシエラがいるのは忘わすれないで……わたしだって、こんな惨みじめな身体からだでもあなたの力になりたいんだから」


　その少女の言葉には、今までにない穏おだやかな音色が含まれていた。


「……うん」


　一いつ瞬しゆんきょとんとした表ひよう情じようで瞬まばたきし──シャオはそっとうつむいた。それはまるで、はにかんだ表情を恥はずかしがって隠かくすためかのように。


「分かってる、本当にありがとう。アルヴィル、テシエラ、そして君。たった三人の仲間だけど、この三人と出会えたことに本当に感かん謝しやしてる」


「でもその代わり、わたしのお願いも聞いてね」


「なに？」


　訊きき返す相手に、ファウマは自らの腕うでを差しだした。


　幾いく重えにも包帯に巻まかれた、折れるようにか細い腕を。


「包帯、新しいのに替かえたいの。手伝って」


「おやすい御ご用ようだよ」


　シャオがファウマの腕に手を伸ばした途と端たん。


「……やっぱりだめ、待って」


　あろうことか、彼女は慌あわてて自ら腕をひっこめてしまった。


「どうしたの？」


　沈黙する少女。やがて──


「……昨日苦しくて一ひと晩ばん中じゆう搔かきむしったから、血や汗あせで包帯がいつもより汚よごれてるの」


　かろうじて絞しぼり出した声は、聞く者の胸むねを切り裂さくほど悲しい涙なみだ混まじりの声だった。


「こんな汚きたない包帯を取り替えるのは誰だって嫌いやなんでしょ、わたしだって分かってる。なのに、本当に手伝ってくれるの？　……あとで嫌な顔しない？」


　足首から首元まで、衣服の代わりに包帯だけをまとう少女。それは王女という絢けん爛らんな称しよう号ごうとあまりに対照的な、いたましい悲ひ愴そうな姿すがただった。


「あとで嫌な顔されるのは辛いの。だから──」


　睨にらみつけるようなファウマの視し線せん。


　その彼女の頰ほおを、シャオは人差し指でそっとつついた。


「シャオ？」


「おばかさん。自分が一度でも、君の包帯を取り替えている時に嫌な顔をした？」


　氷混じりの風が吹ふき荒すさぶバルコニーで。


　冬色に塗ぬられた静せい寂じやくの帳とばり、それを破やぶったのはファウマの溜息だった。


「……やっぱり、本当に変な人。わたしの包帯、自分から取り替えてくれるなんて言ってくれたの、シャオくらい」


「自分にできるのはこれくらいだからね。ほら、それより後ろ向いて。背せ中なかの包帯から外していくから。代わりの包帯はベッドの枕まくら元もとだっけ」


　山の頂いただきにある古こ城じよう、その最上階にあるバルコニーにて。


　雪混じりの寒風が吹き荒ぶ中、少女の血ち濡ぬれた素す肌はだが浮うかび上がる。


「──ありがとう」


「どういたしまして。それより、包帯を取り替えたらちゃんと薬を飲むこと。いい？」


　無言で頷うなずくファウマ。


　その足あし下もとに、赤く濡れた──今まで彼女の全身を覆っていた大量の包帯。しかしそれは彼女が頷くと同時に一瞬で真しん紅くの炎ほのおを上げて燃もえ上がり、微かすかな残ざん滓しとなって寒風の中に消えていった。


　残ったのは血のように真っ赤な炎。


　咆ほう吼こうを上げて歌い狂くるう、そんな何かを思わせる奇き怪かいな形の炎だけだった。





　　　　５





　フェルン大青湖、城下街の宿の一室で──


「珍めずらしいな。彼女、今日は機き嫌げんが良かったみたいだ」


　白く濁にごった窓まど硝子ガラスをつっと指先でなぞり、カインツが思いだしたように口を開いた。


「さっきのファウマ王女のことですか？」


「彼女、普ふ通つうは一日に一人しか謁えつ見けんを許ゆるさないんだ。てっきりボクたちがその謁見者かとばかり思っていたけど……」
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　彼が言葉を濁にごした続き、それはネイトも思いあたるものがあった。


　そう、もし自分たちより先に謁見者がいたのなら、自分たちとその謁見者は道の途と中ちゆうで出くわしていなければならないはず。けれど自分もカインツも、そんな人物は一人として見ていなかった。


　自分たちよりだいぶ先に城しろを出たという可か能のう性せいもあるが、それでは──


〝ああ、気にしないで。あなたたちの少し前に来た人の名前を出しただけだから〟


　ファウマ王女の、「少し前に来た人」という発言と嚙かみ合わない。


「まあ、それはボクらの考えすぎかもしれないな。それより助かったよ、もしボクらより前の謁見者が彼女の機嫌を損そこねてたら会えなかったかもしれない」


　本気なのか冗じよう談だんなのか分からない、とぼけた表ひよう情じようの虹にじ色いろ名めい詠えい士し。


「本当に、会うことそのものが大変な人なんですね」


「でもそれだけの甲か斐いはあったんじゃないかな」


　楽しげなまなざしで告げる彼に、ネイトも大きく頷いた。


「はい、僕ぼく、あんなに綺き麗れいな声の人は初めて知りました。やっぱりまだまだ凄すごい人がたくさんいるんだなって。帰ったらみんなに教えてあげたいです。……でも、あの人の歌うところが聴けなかったのが少しだけ僕も残念ですけど」


　聴いただけで身み震ぶるいするほど美しい声。それが歌に用いられた時、いったいどれほど清せい廉れんな旋せん律りつが奏かなでられるのだろう。


「……歌、名詠式か」


　ふと、独ひとり言のように彼が静かに口ずさんだ。


「名詠式は、いつ誰だれが最初に創そう造ぞうしたのかな」


「え？」


　それが自分に向けられているものだとネイトが気づいたのは、彼が二の句くを継ついでからだった。


「歴史の教本には名詠式の起き源げんがまるで語られていない。これってふしぎだと思わないかな。自然には決して存そん在ざいしていなかったはずの名詠式。誰かが意図的に創つくらなければこの世に生まれなかったはずなのに」


　名詠式の起源を誰も知らない、それは──





〝始まりは、いつだったのだろう〟





　頭を過よぎったのは、かつてクルーエルが口ずさんだあの言葉。


「そしてその中で、かつては名詠五色の全ぜん制せい覇はも、五色以外の名詠の成立も不ふ可か能のうとされていた。なぜ不可能なのかも具体的に語られぬまま、不可能というイメージだけが肥ひ大だい化かしてボクらの意い識しきに埋うめこまれていた気がするんだ」


「……どういうことですか」


「この世界の歴史にまるで記き載さいされていない、名詠式の成り立ち。セラフェノ音語もそうだ。誰が創造し、いつから用いられたかも分かっていない。なのにそれをボクらは当然のように使う。いつどこで、誰が創造したものかも分からないまま、確たしかめようとしない。まるで遥か過去から、それを知ることが禁忌タブーとされているかのようにね」


　名詠式に隠かくされた秘ひ密みつ。


　では、それを知ることを禁忌タブーとしたのはいつから、どこで、誰が？


「そしてこれは、クルーエルさんが残したとある一言に結びつく」





〝大人は、大事なものを忘わすれてる〟





「ボクはこの台詞せりふをサリナルヴァを通じて聞いたんだけど、その時妙みような違い和わ感かんを覚えた。大人ボクらは忘れているのではなく、何か大きな流れによって忘れさせられてしまったんじゃないかって」


　この世界の人が、名詠士が、みんな名詠式の大事な部分を忘れている。


　けどそれは、全すべて何かの作さく為い的な意い志しによって？


「で、でも……カインツさんがそれを気にしているってことは、カインツさんはそれを忘れていたわけじゃないんですよね」


「いや──思いだしたんだ。君と、君の母親のおかげでね」


　優やさしげな微び笑しようで、懐なつかしむような視し線せんで彼が窓まどの外を見上げる。


「大人ボクらは不器用なんだよ。普ふ段だんは昔のことなんか思いださないくせに、一度思いだすとそれが懐かしくて仕方ない」


　偶ぐう然ぜんだろうか。


　それとまるで同じことを、浸しん透とう者しやと対たい峙じした時のミラー教きよう師しが言っていた。そう、何かを忘れた大人がいる一方で、それを思いだした大人もいる。


　──もしやそれこそが、名詠式の謎なぞを解く鍵かぎ？


「たとえ大事なことを忘れたとしても、ボクらはまだ思いだすことができるはずなんだ。昔の記き憶おくも、約束も、そしてどこかに埋もれた名詠式の秘密もね」


　彼が枯かれ草色のコートから取りだしたのは真っ黒い正方形の箱だった。周囲には細い鎖くさりが幾いく重えにも巻まかれ、特とく殊しゆな鍵かぎを用いなければ決して開かい封ふうできない設せつ計けいになっている。


　そこから現あらわれたのは、化石のような外見の石だった。


　何かの鱗うろこのような模も様ようがついた古ぼけた石。それが──


「……なに……これ、動いて……る？」


　テーブルに置かれた石を眺ながめ、思わずネイトは息を呑のんだ。


　表面の模様が奇き妙みような周期で点てん滅めつを繰くり返し、それがドクンドクンと脈動しているかのように見えるのだ。


「サリナルヴァが一ひと欠片かけら送ってきたんだ。〈イ短調〉のメンバーにはそれぞれ同じ物が送られている。これ、一度使用したあとの〈孵石エツグ〉の中身だそうだよ。それがつい最近、突とつ如じよこんな胎たい動どうを始めたらしい」


〈孵石エツグ〉の中身？


　空白名めい詠えいの触媒カタリストであり、〈その約束に牙剝く者アマリリス〉を詠よびだすための特有触媒カタリストだとは聞いている。既すでにミシュダルによって使用されたはずの触媒カタリスト。それがなぜ、今になってこうも不気味に動きだしたのか。


「ただの石がこんな胎動を繰り返すはずがない。ボクが気になっているのは、この鱗のような模様。まるで本物の生物の鱗としか思えない」


「……まさか、これが本当に、何か巨きよ大だいな生き物の鱗ってことですか？」


「まだ分からない。だけど、これにはまだ隠された秘密が埋もれている気がしてならない。ボクたちがまだ知らない何かがね」


　そんなもの想像もつかない。


　けどそれが、まだ人の知らない名詠式の秘密の一いつ端たん？


「実を言うとね、ボクが今回君をこの旅行に誘さそったのは、このことを君に伝えておきたかったからなんだ」


「え？」


　列車を使って何時間も大だい移い動どうするこの旅行が、この話のためだけに計画されたもの？


「もちろんあのお姫ひめ様さまの綺麗な声を聴きかせたかったというのもある。けど、この話はまだ限かぎられた人間にしか教えたくなかった。さっきの〈孵石エツグ〉の中身のことも含ふくめてね。トレミア・アカデミーだと誰がどこで聞き耳をたてているか分からないから、こうした僻へき地ちで少人数に伝える方法が最良ベストかと思ったんだ」


　椅い子すに座すわったまま腕うでを組み、指先を唇くちびるに添そえるような仕草で彼が続ける。


「この触媒カタリストの正体が何なのか。名詠式の起き源げんはいつか。セラフェノ音語はいつ誰が、何の目的で創そう造ぞうしたのか。名詠式の根こん幹かんを形成する、いまだ知られざる神しん秘ぴ。そしてこれらは全すべて、とても深い部分で密みつ接せつに絡からまり合っている気がしてならない」


　そう、それはネイトもうっすらと感じていたことだ。そしてその秘ひ密みつに限かぎりなく近いと思われる存そん在ざいにも心当たりがあった。


「……アマリリスですね」


　クルーエルの心に宿っていた、空白名詠の真しん精せい。


「そう。その鍵を握にぎるのがアマリリスという名の存在だったはずなんだ。始ツまアりラのベ島ルという島で、クルーエルさんによく似にたあの少女は、ボクに何かを伝えようとしていた」


　クルーエルが自らの心の中に名詠したとされる真精。


　けれどそれがどこへ消えたのか、それはクルーエル自身にも分からないという。


「アマリリスが告げた単語は『予定運命』、そして『全ての約束された子こ供どもたち』というこの二つ。さらに言えば、アマリリスは最後までクルーエルさんを気にかけていた」





〝災さい厄やくではない。でもこの子にとっては何よりの苦く痛つうとなる。その苦しみからこの子を解かい放ほうできる人間を、それを託たくせる人間をわたしはずっと探さがしていた〟





　……僕は、そのアマリリスと直接会ったことはない。


　だけどもしそれが本当なら、やはりアマリリスは、クルーエルさんを傷きずつけるのではなく、むしろ彼女を守るための存在だった？


「むしろ今までのが単なる氷山の一角だった、そう考えた方がいいかもしれない。いずれにせよ、既にボクらもその謎なぞを解とく鍵かぎは与あたえられている。アマリリスから託されている。だからこそあの少女アマリリスは、ボクたちの前から姿すがたを消したのかもしれない」


　始まりの名詠たる空白名詠、その真精アマリリスが自分たちに伝えようとしていたこと。


　そしてその調ちよう律りつ者しやが敵てき視ししているという、夜シヤオという名の人物。


　……僕と、まるで反対の名前の人か。


〝あなた、シャオと何から何まで反対ね〟


　なぜだろう。あの時のファウマ王女の呟つぶやきが、今になって頭の中で泡あわのように生まれて弾はじけていく。そして──トレミア・アカデミーにてアルヴィルという男から聞かされた、シャオという人物からの伝言。





〝真言〈全ての約束された子供たち〉の目覚めは近い。もし空白の真言と向かい合う気があるならば、この世界に根を下ろす全ての真実を受けとめるだけの覚かく悟ごが必要になる〟


〝そして今、この世界でその真実に最も近い人物は、君の母親がよく知る勝者の王だ〟





　ここにもまた、〈全ての約束された子供たち〉という単語があった。


「……アマリリスがカインツさんに言ってた〈全ての約束された子供たち〉っていう言葉、僕も間接的にシャオって人から聞きました」


「偶ぐう然ぜんではなさそうだね」


　腕を組んだまま微び動どうだにしないカインツ。おそらくは呼こ吸きゆうすら止めて思考を巡めぐらせているに違ちがいない。


　アルヴィルという男から告げられた伝言の、前半分はまだ謎が多い。けれど──


〝そして今、この世界でその真実に最も近い人物は、君の母親がよく知る勝者の王だ〟


　これだけは今のネイトにもはっきりと分かる。あの時の伝言。そして今回の旅行もそうだ。全ての条じよう件けんが、目の前の人物がそうだと告げている。


「いずれにせよ、この件についてはまだ多くが謎だ。君も、クルーエルさん以外には極力教えないようにね」


「──はい」


　テーブルの下で拳こぶしを握る。昂たかぶりでも決意でもない。それは、得体の知れないものに対する純じゆん然ぜんたる緊きん張ちようだった。


「……そういえば、少しだけ冷えてきましたね」


　窓まどの向こう、ひゅぅと唸うなる突とつ風ぷうの過すぎる音にネイトは耳を傾かたむけた。氷雪が硝子を叩たたく耳みみ障ざわりな音。聞くだけで背せ筋すじが凍こごえる音だ。


「学校トレミアも、こんな雪が降ふってるのかな」


「向こうはここと比くらべればだいぶ暖かいからね、まだ当分は降らないと思う。でも当分と思っていると、季節はあっという間に過ぎていく」


　彼の声に無言で頷うなずき、ネイトはじっと窓の外の光景を眺めた。ずっと、窓が雪に覆おおわれ、外の景け色しきが見えなくなるまで。


　そう──


　季節は秋から色を変え、凍える季節へと移うつりゆく。木々は葉を落とし、動物は冬ね眠むり、魚は氷の海で動きを止める。


　それはさながら、全てが寝ね静しずまる夜の時間がどこまでも続く季節。





　始音シオンを越え、奏かなでられるは冬よるの旋せん律りつ。


　ゆりかごから立ち上がり、生まれ落ちた世界こどもは微笑ほほえむように涙なみだを拭ぬぐう。


　夜と夜明けの交こう叉さする時が迫せまっていることを、知らないままで──






[image: ]







　あとがき







　四月──職しよく場ばや学校など、新しい出会いがある季き節せつ。


　細さざ音ねも昼間は小説以外にちょこちょこ働いている関係上、職場に新しい人が来るかもしれないし、あるいは逆ぎやくに、別べつ部ぶ署しよに行くことになっているかもしれません。これを書いているのがその少し前なので、この本が刊かん行こうされる頃はちょっとだけドキドキです。





　あらためまして、お久しぶりです。細音啓けいです。


　黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかい第六巻、手にとって下さいまして本当にありがとうございます。


　今回は、普段とちょっと違ちがう短編形式。「ドラゴンマガジン」誌上にて連載した短編四つから三つを選んで収録。それと、六巻の構こう成せいに合わせた書き下ろしが五つです。


　通常のファンタジア文庫の短編形式というと、書き下ろしは多くて二つか三つ。書き下ろし五つという数字は、ここ最近でも珍めずらしい＆ちょっとお得な構成なのではないかと思うのですが……どうでしょう？（しかしその反はん面めん、担当編集Ｋさんや竹たけ岡おかさんの負ふ担たんは、普段かそれ以上だったという噂もありますが）


　さて、実じつ際さいの内ない容ようですが──


　今まで出で番ばんを抑おさえていたクラスメイトや学校生活、生徒や教師の知られざる一面のドタバタ騒さわぎに、イブマリーやカインツの過去話を含めた、第一楽章エピソードＩを締めくくる六話。それと、第二楽章エピソードＩＩへと続く書き下ろし二話を加えての全八話です。


　特に前半のドタバタ短編は、今までの巻にない雰ふん囲い気きのものかもしれませんが、本編には出なかった黄昏色の詠使いの側面サイドストーリーとして、楽しんで頂ければ幸いです。





　ところで、今回のあとがきってなんと三ページ！　今までで最さい少しよう量りようなんです。


　その限られたページ数で話題を選えらぶとすれば、やはり今回は、多くの短編の舞台になったトレミア・アカデミーでしょうか。今まであまり日にち常じよう生せい活かつを描えがけなかった本校ですが、普段はもっぱら短編のように賑にぎやかな（？）雰囲気です。


　あと加えてこの学園は、ゼア学園長の趣しゆ味みもあって学内イベントが多いかも。


　一巻の競演会コンクールに、今回の徒競走大会トライアルコンペ。そしてネイトが転入する前の春には、全部活対抗の部室争奪戦（エイダとキリエの因いん縁ねんはこれが原げん因いん）。さらに秋には学園祭、冬に雪が積もった時には雪合戦大会まで。


　ちなみに去年の雪合戦は、『花園に～』に出てきた護ご身しん部ぶ部ぶ長ちようイフレティカが、クラスメイトでもある料理研究部の部長（キリエの姉）と共に暗あん躍やくし、他クラスを壊かい滅めつさせて優勝したとかしないとか。今冬はネイトのクラスとの激げき戦せんがあるかもしれません。





　とまあ、そんな側面サイドストーリー的な背はい景けいもこっそり頭の中で展開させつつ、ここからまた、黄昏色の詠使いは本編へと続いていきます。


　第一楽章エピソードＩと第二楽章エピソードＩＩの間かん奏そうにあたる、第六巻。隔月刊行ということで普段以上に慌あわただしい中、お世話になった担当編集のＫさん、いつも素す敵てきなイラストで支ささえてくださる竹岡美穂さん、そして家族や友人、何よりこの本を手にしてくださったあなた。


　今回も本当にありがとうございます。そしてここから、また宜よろしくお願いします。





　黄昏色の詠使い・第二楽章エピソードＩＩ、ここからがいよいよ物語の本番です。


　八月刊行予定の第七巻も、どうかお付き合い頂けますように。







　　　　二○○八年、二月末　　とある日の夜に




細音　啓







（四月の下旬、HPの用語集も、第二楽章エピソードＩＩ用の部分を更新いたします……たぶんっ！）
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　初　出







赤奏『あなたに贈る小さな黒歌』


　　　月刊ドラゴンマガジン二〇〇七年二月号


　　　増刊ファンタジアバトルロイヤル


緑奏『探せ、そいつはあたしのだ！』


　　　月刊ドラゴンマガジン二〇〇七年八月号


青奏『アマデウスを超えし者』


　　　書き下ろし


白奏『花園に一番近い場所』


　　　書き下ろし


黄奏『走れ、そいつはあたしのだ！』


　　　書き下ろし


虹奏『また会う日までの夜想曲ノクターン』


　　　月刊ドラゴンマガジン二〇〇七年九月号




禁律・夜奏『アマリリスは真夜に咲いて』


　　　　　　書き下ろし


禁律・空奏『そしてシャオの福音来たり』


　　　　　　書き下ろし





黄昏色の詠使いVI


そしてシャオの福ふく音いん来きたり





細さざ音ね　啓けい
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